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▌１．建学の精神 

 

 

  

本学は、創設者 與倉東隆（よくら はるたか）先生の信念である、 

学理を討究し実践を重んじる誠実なる校風を受け継ぎ、 

人と動物との共存及び人と自然環境との調和の途を探求することを目的として、 

獣医学、畜産学、獣医保健看護学、動物応用科学、生命科学及び環境科学に関する専門の知識を 

教授研究し、その応用力の展開をはかるとともに、進んで学術の進歩と国民生活の向上に寄与し、 

平和社会の建設に貢献することとしています。 

 

Ⅰ 法人の概要 

「学理の討究と誠実なる実践」 
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▌２．沿革 
 

明治23(1890)年 

9月 

東京獣医講習所開所 

（現 東京都港区南麻布） 

昭和 53(1978)年 

11 月 

麻布獣医科大学獣医学部獣医学専攻科廃

止 

明治27(1894)年 

4月 

麻布獣医学校開設 昭和 54(1979)年 

6 月 

麻布公衆衛生短期大学廃止 

明治45(1912)年 

3月 

麻布獣医畜産学校と改称 昭和 55(1980)年 

4 月 

麻布獣医科大学を麻布大学に名称変更 

大正 9(1920)年 

9月 

財団法人麻布獣医畜産学校設立  獣医学部家畜環境学科を獣医学部環境畜

産学科に名称変更 

昭和 9(1934)年 

4月 

実業専門学校令による麻布獣医専門

学校の設置 

昭和 59(1984)年 

4 月 

獣医学教育 6 年制発足（学校教育法の一

部改正による） 

 財団法人麻布獣医専門学校と校名変

更 

昭和 60(1985)年

10 月 

渕野辺高等学校を麻布大学附属渕野辺高

等学校に名称変更認可 

昭和19(1944)年

12月 

麻布獣医畜産専門学校と改称 昭和 63(1988)年 

4 月 

麻布大学附置生物科学総合研究所設置 

昭和22(1947)年 

6月 

現在地（神奈川県相模原市）に移転 平成元(1989)年

12 月 

獣医学部環境畜産学科、環境保健学部 

臨時定員増認可 

昭和25(1950)年 

2月 

新学制による麻布獣医科大学の設置

認可 財団法人麻布獣医学園 

平成 2(1990)年 

4 月 

麻布大学大学院獣医学研究科博士課程（4

年制）開設 

    4月 麻布獣医科大学として開学 平成 5(1993)年 

4 月 

麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科

学専攻（修士課程）開設 

昭和26(1951)年 

3月 

財団法人から学校法人へ改組、学校

法人麻布獣医学園となる 

平成 6(1994)年 

4 月 

麻布大学大学院環境保健学研究科環境保

健科学専攻（修士課程）開設 

昭和27(1952)年 

3月 

麻布獣医畜産専門学校廃止  麻布大学獣医学部環境畜産学科を獣医学

部動物応用科学科に改組 

昭和32(1957)年 

4月 

麻布獣医科大学獣医学部獣医学専攻

科開設 

 麻布大学獣医学部環境畜産学科募集停止 

昭和35(1960)年 

4月 

麻布獣医科大学大学院修士課程開設 平成 7(1995)年 

4 月 

麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科

学専攻（博士課程）開設 

昭和36(1961)年 

5月 

麻布獣医学園渕野辺高等学校開校 平成 8(1996)年 

4 月 

麻布大学大学院環境保健学研究科環境保

健科学専攻（博士課程）開設 

昭和37(1962)年 

4月 

麻布獣医科大学大学院博士課程開設 平成 9(1997)年 

7 月 

麻布大学附属動物管理センター設置 

昭和40(1965)年 

4月 

麻布公衆衛生短期大学開学  麻布大学大学学生部保健課を麻布大学健

康管理センターに組織変更 

昭和51(1976)年 

4月 

麻布獣医科大学獣医学部家畜環境学

科開設 

平成 10(1998)年 

4 月 

麻布大学環境保健学部環境保健学科を環

境保健学部健康環境科学科に名称変更 

昭和53(1978)年 

4月 

麻布獣医科大学環境保健学部（環境

保健学科及び衛生技術学科）開設 

     12 月 麻布大学獣医学部動物応用科学科、環境保健

学部健康環境科学科・衛生技術学科の期間付

入学定員増に係る学則認可（平成 11 年度まで） 
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平成11(1999)年 

3月 

麻布大学獣医学部環境畜産学科廃止

認可 

平成 27(2015)年 

9 月 

麻布大学いのちの博物館開館 

      4月 麻布大学環境保健学部環境政策学科

開設 

平成 28(2016)年 

3 月 

麻布大学大学院環境保健学研究科環境衛

生政策専攻（修士課程）廃止 

      7月 麻布大学獣医学部動物応用科学科、

環境保健学部健康環境科学科・衛生

技術学科の期間付入学定員増に係る

学則認可（平成 16 年度まで） 

      4 月 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科

学専攻博士前期課程収容定員変更 

 平成 29(2017)年 

4 月 

麻布大学獣医学部動物応用科学科収容定

員変更 

 麻布大学獣医学部動物応用科学科、

環境保健学部健康環境科学科・衛生

技術学科の期間付入学定員の廃止に

伴う収容定員増に係る学則変更認可 

令和 3(2021)年 

4 月 

麻布大学フィールドワークセンター（島

根県美郷町）開設 

 令和 3(2021)年 

10 月 

大学教育推進機構を設置し、同機構の下

に教育推進センター、教育方法開発セン

ター、データサイエンスセンター及び教

学 IR センターを設置 

     10月 麻布大学環境保健学部健康環境科学

科・衛生技術学科の編入学定員設定

認可 

 

平成12(2000)年 

4月 

麻布大学附属図書館と麻布大学附属

情報処理センターを統合し、麻布大

学附属学術情報センターを設置 

令和 4(2022)年 

12 月 

DEI 推進センター設置 

平成15(2003)年 

4月 

麻布大学大学院環境保健学研究科環

境衛生政策専攻（修士課程）開設 

令和 6(2024)年 

4 月 

麻布大学獣医学部獣医保健看護学科開設 

平成18(2006)年 

7月 

麻布大学獣医学部動物応用科学科の

入学定員増に係る学則変更認可 

 麻布大学獣医学部動物応用科学科、生

命・環境科学部食品生命科学科及び環境

科学科の収容定員変更 

平成19(2007)年 

4月 

麻布大学獣医学部附属動物病院を麻

布大学附属動物病院に組織及び名称

変更 

 大学教育推進機構の下に、高大接続・社

会連携プログラム開発センター設置 

（麻布大学地域連携センターは廃止） 

 麻布大学附属教育推進センター設置  麻布大学獣医学部総合科学部門設置 

平成20(2008)年  麻布大学環境保健学部を改組し、生

命・環境科学部臨床検査技術学科、

食品生命科学科及び環境科学科を開

設（環境保健学部健康環境科学科、

衛生技術学科及び環境政策学科は募

集停止） 

 副学長制度を創設 

4月   

   

 麻布大学研究推進・支援本部を設置   

平成25(2013)年 

3月 

麻布大学環境保健学部（健康環境科

学科、衛生技術学科及び環境政策学

科）を廃止 

  

平成26(2014)年 

4月 

麻布大学附属渕野辺高等学校を麻布

大学附属高等学校に名称変更 

  

平成27(2015)年 

4月 

麻布大学地域連携センター設置   
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▌３．設置する学校・学部・学科等 

  

 大  学    麻布大学 

 学 部・学 科   獣医学部    （獣医学科、獣医保健看護学科、動物応用科学科） 

     生命・環境科学部（臨床検査技術学科、食品生命科学科、環境科学科） 

 大   学   院  麻布大学大学院 

 研   究   科   獣医学研究科   獣医学専攻（博士課程） 

動物応用科学専攻（博士前期課程、博士後期課程） 

    環境保健学研究科 環境保健科学専攻（博士前期課程、博士後期課程） 

 

設置認可年月  昭和 25(1950)年 2 月 

 学  長  名  村上 賢 

 所  在  地  神奈川県相模原市中央区淵野辺１－１７－７１ 

 目    的  〔大学〕 

獣医学、畜産学、獣医保健看護学、動物応用科学、生命科学及び環境科学に関

する専門の学術を教授研究し、その応用能力の展開をはかるとともに、 

人格の完成につとめ、進んで学術の進歩と人類の生活向上に寄与し、平和社会

の建設に貢献する。 

〔大学院〕 

建学の精神に則り、学部における教育の基礎の上に、学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥をきわめ、高い技術力及び研究指導能力を養い、 

また、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力

を培い、文化の進展に寄与する。 

 
 

 

 高等学校    麻布大学附属高等学校 

課 程・学 科  全日制課程 普通科 

 

設置認可年月  昭和 36(1961)年 5 月 

 校  長  名  坪井 芳朗 

 所  在  地  神奈川県相模原市中央区淵野辺１－１７－５０ 

 目    的  教育基本法及び学校教育法に基づき、中学校における教育の基礎の上に、 

心身の発達及び進路に応じて高度な普通教育を施す。 
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▌４．機構図           令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 

DEI 推 進 セ ン タ ー

教育方法開発センター

教育推進センター

データサイエンスセンター

教学ＩＲセンター麻布大学いのちの博物館

附属動物管理センター

附 属 動 物 病 院

大学教育推進 機構

研究推進・支援本部

健 康 管 理 セ ン タ ー

獣医保健看護学科

動物応用科学科

臨床検査技術学科

総 合 科 学 部 門

附属学術情報センター

学　部

DEI推進センター事務室

附属高等学校事務室

キ ャ リ ア 支 援 課

研 究 推 進 課

産 学 連 携 課

情報システム支援課

生 命 ・ 環 境 科 学 部 食品生命科学科

環境保健学研 究科

大学院

附置生物科学総合研究所

獣 医 学 研 究 科
獣 医 学 専 攻

動物応用科学専攻

環境保健科学専攻

総務部

教務部

附属動物病院事務室

人 事 課

財 務 管 財 課

入試広報・渉外課

教務・学生支援課

監 査 室

事 務 局

企 画 課

環 境 科 学 科

フィールドワークセンター

高大接続・社会連携
プログラム開発センター

獣 医 学 部

獣 医 学 科

麻 布 大 学
附 属 高 等 学 校

麻 布 大 学

評議員会

理 事 会

監 事

学校法人
麻布獣医学園
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▌５．学生・生徒の状況        

（１）入学定員、収容定員、学生・生徒数             令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

    （人） 

 

（２）収容定員充足率の推移                   各年度の 5 月 1 日時点 

 

 
 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 合計

120 720 141 144 146 159 137 130 857

70 210 81 85 66 － － － 232

120 490 146 146 133 150 － － 575

310 1,420 368 375 345 309 137 130 1,664

80 320 95 90 91 98 － － 374

40 200 46 53 47 51 － － 197

60 260 78 76 72 60 － － 286

180 780 219 219 210 209 － － 857

490 2,200 587 594 555 518 137 130 2,521

10 40 6 9 2 7 － － 24

博士前期課程 20 40 22 35 － － － － 57

博士後期課程 4 12 4 3 0 － － － 7

34 92 32 47 2 7 － － 88

博士前期課程 7 14 7 8 － － － － 15

博士後期課程 2 6 2 1 0 － － － 3

9 20 9 9 0 － － － 18

43 112 41 56 2 7 － － 106

258 774 393 395 288 － － － 1,076

791 3,086 1,021 1,045 845 525 137 130 3,703

学部・学科等
入学
定員

収容
定員

学生・生徒数

学
部

獣
医

学
部

獣医学科

動物応用科学科

小計

生
命
・
環

境
科
学
部

臨床検査技術学科

食品生命科学科

環境科学科

小計

学部計

獣医保健看護学科

附属高等学校

総合計

研
究
科

獣
医
学

研
究
科

 獣医学専攻博士課程

動物応用科学専攻

小計

環
境
保
健
学
研

究
科

環境保健科学専攻

小計

研究科計

令和8
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和4
年度

獣医学科 119.0% 123.8% 123.6% 125.6% 121.8%

獣医保健看護学科 110.5% 112.1% 111.4% - -

動物応用科学科 117.3% 115.0% 112.7% 110.8% 106.0%

臨床検査技術学科 116.9% 122.2% 124.7% 125.6% 119.4%

食品生命科学科 98.5% 82.5% 75.0% 69.4% 79.1%

環境科学科 110.0% 105.4% 94.7% 86.3% 90.3%

学部・学科

学
部

獣医
学部

生命・
環境

科学部

令和8
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和4
年度

60.0% 80.0% 65.0% 72.5% 75.0%

142.5% 142.5% 157.5% 142.5% 125.0%

58.3% 50.0% 33.3% 41.7% 16.7%

107.1% 121.4% 114.3% 135.7% 157.1%

50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0%

大学院

獣医学専攻 博士課程

動物応用
科学専攻

博士前期課程

博士後期課程

環
境
保
健

学
研
究
科

環境保健
科学専攻

博士前期課程

博士後期課程

獣
医
学

研
究
科

1.令和 6 年度に獣医保健看護学科を設置 
2.令和 6 年度に入学定員を変更 
（動物応用科学科 130 人→120 人、 
食品生命科学科 80 人→40 人、 
環境科学科 80 人→60 人） 
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（３）入学者数の推移               （人）  各年度の 5月 1日時点 

  

  ※令和 7 年度までの秋季入学者を含む。 

（４）専任教員一人当たりの学生数（人）    令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 

※1 獣医学科には学長、附属動物病院及び大学教育推進機構（教学 IR センター）所属の専任教員、動物応用科学科には

総合科学部門及び附置生物科学総合研究所所属の専任教員、環境科学科には国際コミュニケーション、教職課程、

フィールドワークセンター、数理・データサイエンス所属の専任教員をそれぞれ含む。 

※2 特任教員Ⅰ種～Ⅳ種、Ⅵ種及びⅦ種は除き、学長、副学長及び特任教員Ⅴ種は含む。  

   

 

（５）非正規課程履修者（人）     令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 
※ 特別聴講学生、特別研究学生として各協定大学大学院研究科に派遣する大学院学生は、両研究科ともになし。  

令和8
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和4
年度

獣医学科 126 136 133 163 146

獣医保健看護学科 79 80 78 - -

動物応用科学科 145 137 136 171 153

臨床検査技術学科 91 85 83 119 99

食品生命科学科 46 52 49 57 49

環境科学科 70 75 77 70 77

学部・学科

学
部

獣医
学部

生命・
環境

科学部

令和8
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和4
年度

3 8 7 6 9

21 36 33 34 23

3 3 1 3 1

7 10 7 9 10

2 0 1 1 1

博士課程

博士前期課程

博士後期課程

博士前期課程

大学院

獣医学専攻

動物応用
科学専攻

環
境
保
健

学
研
究
科

環境保健
科学専攻

博士後期課程

獣
医
学

研
究
科

14.8 

25.8 
21.3 

28.8 28.1 

17.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

獣医学科 獣医保健看護学科 動物応用科学科 臨床検査技術学科 食品生命科学科 環境科学科

4
科目等履修生 4

合計 92 2 0 0 0 94

1 5

聴講生 3 1

研修生 0

研修獣医師 74 74

動物病院 合計

研究生 11 11

区分 獣医学部 生命・環境科学部 獣医学研究科 環境保健学研究科

1.令和 6 年度に獣医保健看護学科を設置 
2.令和 6 年度に入学定員を変更 
（動物応用科学科 130 人→120 人、 
食品生命科学科 80 人→40 人、 
環境科学科 80 人→60 人） 
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 ▌６．役員・評議員、会計監査人、理事選任機関等     令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 

 
（１）役員 

 
 

現員

12人

2人

24人

1人

定数

9～12人

2人

19～25人

1人

任期

令和6年6月1日～
令和9年4月1日以後最初に招集される定時評議員会の
終結の時

令和7年4月1日以後最初に招集される定時評議員会の終結の時～
令和8年4月1日以後最初に招集される定時評議員会の終結の時

理事

監事

評議員

会計監査人

法人事務局長

令和6年6月1日
第7条第1項
第3号

法人事務局長

(一社)全国肉用牛振
興基金協会代表理事
専務

令和2年6月15日

(令和6年6月1日)

●
理事長就任：
令和3年9月1日

大学長

備考
就任年月日

（重任年月日）

氏名
業務
執行
役員

高等学校長

第7条第1項
第4号

第7条第1項
第4号

第7条第1項
第5号

第7条第1項
第5号

第7条第1項
第5号

第7条第1項
第6号

第7条第1項
第6号

●

現職等 寄附行為 選任区分
常勤
非常勤

第7条第1項
第6号

宮崎大学産業動物防
疫リサーチセンター
客員教授

理事 高等学校担当坪井芳朗
令和7年4月1日

高等学校長

大学長

第7条第1項
第2号

●
令和7年4月1日

第7条第1項
第1号

●

理事 小倉弘明 非常勤 理事長 学識経験者

理事

理事 市川陽一朗

第7条第1項
第4号

令和6年6月1日

令和2年6月15日

開業獣医師

開業獣医師

令和6年6月1日

(令和6年6月1日)

教授

法人職員

法人職員

法人職員

理事
監事

執行業務

折戸謙介理事

理事

理事 中村　滋

理事 石原淳子
研究・社会連携
担当

理事 栁原　聡 常勤

事務局担当
総務副担当
財務副担当

村上　賢

常勤

常勤 大学担当

常勤

常勤

常勤

財務担当

総務担当

非常勤 第23条

(令和6年6月1日)

令和2年6月15日

(令和6年6月1日)

令和2年6月15日

令和6年6月1日

公立学校共済組合理
事長
(学)日本体育大学理
事（非常勤）

(学)神奈川映像学園
理事

第23条

学識経験者

理事 林　徹

非常勤

非常勤

非常勤

理事

坂本研一監事
令和6年6月1日

令和7年9月9日

令和6年6月1日

丸山洋司

非常勤

西出尋之

理事

監事

太田隼人

開業獣医師

●

●

●

日産証券グループ株
式会社社外取締役監
査等委員

小澄正敬

卒業者

卒業者

卒業者

学識経験者

非常勤

非常勤

教授

高等学校教諭

令和6年6月1日
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（２）評議員 

 
 

 

 

 

峯岸律子
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

本村賢太郎
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

中村隆行
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

中田祐児
平成28年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者
（令和6年6月1日）

辻山弥生
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

髙井伸二
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

木藤哲大
令和6年6月1日

第33条第1項第3号 学識経験者

内山武史
令和2年6月8日

第33条第1項第3号 学識経験者
（令和6年6月1日）

細川　隆 第33条第1項第2号 卒業者
令和6年6月1日

笠原年春
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

小松弘明
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

小林文範
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

久松　伸
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

池田真吾
令和6年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員

松家芳実
平成24年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者 副議長
（令和6年6月1日）

佐藤　泰
平成24年6月1日

第33条第1項第２号 卒業者 議長
（令和6年6月1日）

氏名
就任年月日

（重任年月日） 寄附行為 選任区分 備考

上田　毅
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

押田敏雄
令和6年6月1日

第33条第1項第2号 卒業者

松井久実
令和6年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員

関本征史
令和6年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員

藤井洋子
令和6年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員

令和6年6月1日

菊水健史
令和2年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員
（令和6年6月1日）

田原口智士
令和6年6月1日

第33条第1項第1号 法人職員

田中秀和 第33条第1項第1号 法人職員
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（３）会計監査人 

 
 

（４）理事選任機関 

学校法人麻布獣医学園寄附行為第 6 条に定めるとおり、本学園の理事選任機関は「理事会」で、 

理事選任機関の構成員は、全ての理事です。 

 

（５）役員賠償責任保険契約の状況 

本学園は、私立学校法第 97 条に規定する「役員賠償責任保険契約」を保険会社との間で

締結し、当該保険により被保険者の職務執行に関し被保険者が負う損害賠償責任に関する費

用等を補填することとしております。 

加入する保険  ： 役員賠償責任保険 

契約者（団体） ： 日本私立大学協会 

引受保険会社  ： 東京海上日動火災保険株式会社 

加入期間      ： 令和 8年 4月 1日～令和 9年 4月 1日 

被保険者      ： 理事、監事及び評議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄附行為

第51条

就任年月日
（重任年月日）

令和7年6月17日

監査法人名

　有限責任監査法人トーマツ
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▌７．教職員の状況             

（１）大学教員〔常勤〕                          令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 
                                                          （人） 

 
 
             麻布大学 教員［常勤］   平均年齢 47.0 歳 

 

1. （ ）は兼務者を表す。 

2. 附属施設等については、専任者以外において、施設等の長（兼務者）を表記する。 

 
 
 
 
 
 
 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 0 － － － － － － － － － － － －

(2) 0 － － － － － － － － － － － －

－ － 18 3 11 2 11 4 4 3 0 0 0 1

－ － 4 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 2

－ － 6 1 6 2 2 2 0 0 0 0 0 2

－ － 3 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0

－ － (3) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

－ － 31 5 20 5 15 8 4 3 0 0 1 5

－ － 4 2 3 1 1 1 1 0 0 0 0 0

－ － 1 3 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0

－ － 5 1 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0

－ － 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

－ － 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

－ － 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

－ － 12 6 4 1 4 6 1 1 0 0 1 1

－ － (32) (4) (19) (4) (8) (5) 0 0 0 0 0 0

－ － (11) (6) (4) (1) (4) (6) 0 0 0 0 0 0

－ － (43) (10) (23) (5) (12) (11) 0 0 0 0 0 0

－ － 1(1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　－ 　－ (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 7

－ － (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － (1) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0

－ － (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － 0 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － 0 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 44 11 24 6 19 15 5 4 0 0 16 13

研究推進・支援本部 (1)

健康管理センター (1)

合計 158

DEI推進センター (1)

附属学術情報センター (1)

附属動物管理センター (1)

附属動物病院 19(1)

寄附講座 (1)

大学教育推進機構 3(1)

大
学
院

獣医学研究科 (72)

環境保健学研究科 (32)

小計 (104)

附置生物科学総合研究所 1(1)

生
命
・
環
境
科
学
部

臨床検査技術学科 13

食品生命科学科 7

環境科学科 10

国際コミュニケーション 2

フィールドワーク 1

数理・データサイエンス 1

教職課程 2

小計 37

学部長付 1

学長 1

獣
医
学
部

獣医学科 57

動物応用科学科 21

総合科学部門 7

寄附講座 1(3)

小計 97

獣医保健看護学科 11

学部・学科等
学長・副学長 教授 准教授 講師 助教 助手 特任教員

合計

副学長 (2)
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（２）高等学校教員〔常勤〕（人） 令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 校長 副校長 教頭 教諭 契約講師 
合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

附属高等学校 1 0 1 0 2 0 33 13 1 1 52 

  

麻布大学附属高等学校 教員〔常勤〕 平均年齢 41.3 歳 

 

（３）職員〔常勤〕（人） 令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 
 

事務局長 事務局次長 部長 
課長・事務長 
室長・主監 

男 女 男 女 男 女 男 女 

麻布大学 1 0 0 0 2 0 13 4 

附属高等学校 0 0 0 0 0 0 1 0 

合計 1 0 0 0 2 0 14 4 

 
補佐 主査 主任 一般職 契約職員 

計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

麻布大学 3 1 14 6 10 4 7 11 0 9 85 

附属高等学校 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3 

合計 3 1 16 6 10 4 7 11 0 9 88 

 

麻布大学 職員〔常勤〕       平均年齢 41.3 歳 

麻布大学附属高等学校 職員〔常勤〕 平均年齢 43.3 歳 

 

 

常勤教職員【（１）～（３）の実人数の合計と平均年齢】 

男 200 人 

（平均年齢 46.0 歳） 

女 98 人 

（平均年齢 40.9 歳） 

総合計 298 人 

(平均年齢 44.3 歳) 

 

 

（４）非常勤教職員（人）     令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

学部等 非常勤講師 非常勤職員 合 計 

獣医学部 50 25 75 

生命・環境科学部 59 15 74 

附属高等学校 29 5 34 

事務組織 0 51 51 

合 計 138 96 234 

1. 非常勤講師欄は、両学部を兼務していても代表身分に片寄せした実人数である。 

2. 非常勤講師には、後期のみ授業を担当する者及び業務委託による講師を含む。 

3. 非常勤職員には、派遣職員を含む。 

4． 非常勤講師と非常勤職員を兼務する者は、それぞれに計上している。
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▌１． 基本経営方針 ミッションステートメント 

 

私たちは、学生・生徒の成長を第一に考え、建学の精神を「学理の討究と誠実なる実践」とし、人

と動物と環境の共生を探求する「地球共生系」の実現を目指すことを教育理念に掲げ、常に学生・生

徒の夢と希望を正面から受け止め、社会の変化を見通して社会に貢献できるよう教育研究を実践して

います。 

 

▌２．将来に向けてのビジョン 

学校法人麻布獣医学園 中期目標・中期計画［令和 3年度～令和 7年度］ 
 

麻布獣医学園の中期目標・中期計画は、平成 16 年度に第 1 期を策定以来、令和 2 年度までに 5 年又

は 6 年ごとに 3期にわたり策定・遂行してきました。 

第 4期中期目標・中期計画は、令和 3年度からの 5年間とし、令和 7年度に学園創立 135周年を迎え

る上で、以下のとおり学園の諸課題及び取り組むべき事項を整理し策定しました。 

(1) 学園の課題 

ア．教育の質の転換（「一律の学生対応」から「個々の学生対応」への取組等） 

イ．数値目標（KPI）の設定と PDCA の実施 

ウ．教職員の共通理解と学園運営への参画 

エ．将来を見越した財政基盤の確立 

オ．次期認証評価の結果を反映できるよう、受審サイクルに適した中期計画の想定 

(2) 社会の状況 

ア．少子高齢化、入学定員の厳格化、私学助成の多様化、大学版ガバナンスコードの策定 

イ．ICT 教育、SDGs、Society5.0、グローバル化、新型コロナウイルス禍での新たな教育への発

展等 

(3) 私立学校法改正（令和 2年 4月 1日施行）への対応 

ア．中期的計画が義務化（期間：原則 5年以上） 

イ．認証評価（指摘された改善事項含む）結果の反映 

ウ．評議員会での意見聴取 

エ．データやエビデンスに基づく計画の作成等 

 

第4期は、これらの諸課題を踏まえ、「時代を切り拓くフロントランナーの育成【実践の最前線で

活躍できる人材を送り出す、時代に即した『実学の麻布』を達成する（5A-2025）】」を第 4 期の

Vision に掲げ、学園創立 150 周年を迎える 2040 年（18 歳人口が第 4期策定当初の約 66％に相当

する約 77 万人）においても、社会から高い評価を受ける学園の礎を築くための 5 年間と位置付けま

す。 
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▌３．当年度事業計画の実施状況 

（１）総評 

令和 7 年度は第 4 期中期目標・中期計画（以下「第 4 期」といいます。）の最終年度（5 年

目）に当たり、各部局等において合計 81 項目の事業計画に取り組んだところです。最終的な進

捗率は約 95％に到達し、第 4 期のビジョンである「時代を切り拓くフロントランナーの育成

【実践の最前線で活躍できる人材を送り出す、時代に即した『実学の麻布』を達成する】」の

実現に向け、取り組んだ成果であると言えます。 

（２）令和 7 年度事業計画に対する自己評価及び学園評価 

ア．令和 7 年度事業計画に対する自己評価及び進捗率 

令和 7 年度事業計画に基づく取組状況の自己評価及び進捗率は表 1 のとおりです。 

各部局の自己評価の基準として、Ｓ評価が「事業計画を上回って実施している」、Ａ評価が

「事業計画を十分に実施している」、Ｂ評価が「事業計画を十分に実施していない」、Ｃ評価
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が「事業計画を実施していない」と定義し、学園として、事務局担当部署、事務役職者、業務

執行理事等で段階的に検証を行っています。また、その妥当性については、翌年度に開催され

る外部評価委員会において検証され、客観性を担保できるよう努めています。 

表１ 方針別令和７年度事業計画評価結果 

方針別 Ｓ評価 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 計画数 最終進捗率 

大学教育 3 件 13.0% 18 件 78.3% 2 件 8.7％ 0 件 0.0% 23 件 96.3％ 

研究・社会連携 2 件 28.6% 5 件 71.4% 0 件 0％ 0 件 0.0% 7 件 96.4％ 

社会的価値 1 件 25.0% 3 件 75.0% 0 件 0％ 0 件 0.0% 4 件 100.0％ 

高校教育 2 件 10.0% 16 件 80.0% 2 件 10.0% 0 件 0.0% 20 件 98.5% 

学園運営・財務 2 件 7.4% 20 件 74.1% 3 件 11.1% 2 件 7.4% 27 件 91.0% 

合計 10 件 12.3% 62 件 76.5% 7 件 8.6％ 2 件 2.5% 81 件 95.0％ 

令和 7 年度は、Ｓ評価にあっては 10 件、Ａ評価にあっては 62 件、Ｂ評価にあっては 7 件、

Ｃ評価にあっては 2 件となり、最終年度として、目標達成に向け、事業はおおむね順調に遂行

されました。進捗率についても、「大学教育」にあっては 96.3％、「研究・社会連携」にあっ

ては96.4％、「社会的価値」にあっては100％、「高校教育」にあっては98.5%とそれぞれ進展

し、順調に推移しました。一方、「学園運営・財務」にあっては、一部の事業を実行に移すこ

とができず、91％の進捗にとどまるなど、課題も見受けられました。 

イ．顕著な成果が挙がった事業 

「大学教育」にあっては、令和 6 年度に、学修成果の向上を図る取組として、ディプロマ・

ポリシーに明示した学修成果を直接評価できる「麻布ディプロマポリシー・フィードバックシ

ステム」が開発されたことを受け、学生に同学修成果のフィードバックを行いました。また、

「サイエンスリテラシー・コンピテンシーテスト」の結果も含め、これらの学修成果に基づき、

各プログラム（学科）単位で自己点検・評価を実施し、教育改善に向けた取組が行われるなど、

まさに国から求められている学修者本位の教育の転換が図られました。また、「麻布出る杭プ

ログラム」に過去最高となる 181 人の学生が参加するなど、意欲と能力を有する学生を伸長さ

せる取組を発展させています。 

「研究・社会連携」にあっては、競争的研究費獲得額（直接経費）が過去最高額となり、学

園収入のみならず、高度な研究の推進、学生教育の高度化、研究成果の発信によるブランディ

ング等、多くの側面に波及させることができました。 

「社会的価値」にあっては、附属動物病院の資源を社会貢献活動に結び付けるため、地域と

連携した動物保護体制の支援として、包括協定等に基づき地域におけるネコ避妊・去勢手術を

行っており、当該地域での繁殖の抑制が確認されるなど、動物愛護の推進と地域課題の解決に

向けた支援の両面において成果が挙がっています。 

「高校教育」にあっては、学習意欲や学力に応じたフォローアップや、主要 5 教科を中心と

した補習授業、勉強合宿の実施等を通じて、学習習慣の定着と基礎学力の底上げに取り組みま

した。夏季集中講座や放課後セミナーには多くの生徒が参加し、勉強合宿も高い関心を集める

など、学習意欲の喚起に向けた取組を着実に進めることができました。また、計画期間を通じ

て進路説明会や模擬試験の分析が定着し、個別受験プランの作成により指導体制が強固となっ
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た結果、難関大学への合格者数が増加するなど、難関大学への合格可能性を高める基盤を確立

させました。 

「学園運営・財務」にあっては、財務基盤の充実が着実に図れているほか、積極的な学生募

集活動や入試制度の改善を通じ、特に総合型選抜、学校推薦型選抜等のいわゆる年内入試にお

いて、目標を大きく上回る志願者を確保しました。 

ウ．進捗に課題が見受けられた事業 

 前述のとおり、多くの事業で顕著な成果が挙がった一方、遂行自体が困難となった事業も

一部発生しました。第 4 期中期目標・中期計画がスタートした当初、本学の特色として打ち出

すこととしていた馬診療の充実化は、計画期間開始 2 年目に専任教員が退職して以降、補充教

員を確保するに至らず、最終年度も課題解決には至りませんでした。また、次期中期目標・中

期計画に円滑に移行するため、長期的な財務推計を立案することとしておりましたが、建物・

設備の取得・更新に係る計画である「キャンパスマスタープラン」が改定されることとなり、

年度ごとの財務収支が不透明となったことから、策定には至りませんでした。 

 

■ 第４期中期目標・中期計画の最終評価結果 

第４期中期目標・中期計画の最終評価結果は表 2 のとおりです。 

表 2 方針別事業計画最終評価結果 

（左列：事業計画数／右列方針ごとの評価構成比率） 

方針別 成果が顕著

であり、目

標を十分達

成した 

目標を達成

した 
目標をおお

むね達成し

た 

計画は実行

したもの

の、目標を

達成できな

かった 

計画を実行

できなかっ

た 

計画数 最終進捗率 

大学教育 5 件 18% 17 件 61% 5 件 18% 1 件 4% 0 件 0% 28 件 96.3％ 

研究・社会連携 3 件 43% 3 件 43% 1 件 14% 0 件 0% 0 件 0% 07 件 96.4％ 

社会的価値 1 件 20% 4 件 80% 0 件 0% 0 件 0% 0 件 0% 05 件 100.0％ 

高校教育 0 件 0% 18 件 90% 2 件 10% 0 件 0% 0 件 0% 20 件 98.5% 

学園運営・経営 3 件 9% 25 件 74% 3 件 9% 1 件 3% 2 件 6% 34 件 91.0% 

合計 12 件 13% 67 件 71% 11 件 12% 2 件 2% 2 件 2% 94 件 95.0％ 

 
○ 成果が顕著であり、目標を十分達成した（目安：進捗率 100％以上） 
○ 目標を達成した（目安：進捗率 100％） 
○ 目標をおおむね達成した（目安：進捗率 75％以上） 
○ 計画は実行したものの、目標を達成できなかった（目安：進捗率 25％以上） 
○ 計画を実行できなかった（目安：進捗率 25％未満） 

第 4 期中期目標・中期計画については計画期間を通じて各施策の着実な実施に努めた結果、

全体として一定の成果が確認され、おおむね計画の目的を達成したものと評価します。 

一方で、個別施策においては更なる改善・定着が求められる事項もあり、次期中期目標・中

期計画において継続的に対応する必要があります。 
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〈学校法人麻布獣医学園 令和７年度 事業計画一覧（第 4 期中期目標・中期計画アクションプラン）〉 

 

 

計画
№

重点 方向性
計画
№

重点 方向性
計画
№

重点 方向性
計画
№

重点 方向性
計画
№

重点 方向性

A11101 重点 継続 A21101 重点 継続 A31101 重点 継続 A41101 重点 継続 A51101 重点 継続

A11102 継続 A21201 継続 A31102 継続 A41201 重点 継続 A51102 重点 継続

A11103 継続 A21202 継続 A31201 継続 A41301 継続 A51103 継続

A11104 継続 A22101 重点 継続
A31201(

旧)

統合

(R5)
A41401 継続 A51104 継続

A11105① 重点 新規 A22102 継続 A31202
統合

(R5)
A41501 重点 継続 A51201 重点 継続

A11105② 重点 新規 A22103 継続 A31203
統合

(R5)
A42101 継続 A51202 重点 継続

A11106① 重点 新規 A22104 継続 A31301 重点 継続 A42201 継続 A51301 新規

A11106② 重点 新規 7 事業 A31302
完了

(R5)
A42301 継続 A51302 新規

A11201 重点 継続 4 事業 A42401 継続 A51401 継続

A11202 重点 継続 A42501 継続 A52101 重点 継続

A11203 重点 継続 A42601 継続 A52102 重点 継続

A11204 重点 継続 A42701 継続 A52103 重点
完了

(R5)

A11205 重点 継続 A43101 継続 A52104 重点
完了

(R5)

A11206 継続 A43201 重点 継続 A52201 重点 継続

A11207

①
重点

完了

(R6)
A43301 継続 A52202

完了

(R4)

A11207

②
重点 継続 A43401 重点 継続 A52301 継続

A11301 重点 継続 A43501 継続 A52302 継続

A11302 重点
完了

(R6)
A44101 重点 継続 A53101 継続

A12101 重点 継続 A44201 継続 A53102 継続

A12201 重点 継続 A44301 継続 A53103 継続

A12301 重点
廃止

(R5) 20 事業 A53201 継続

A12302 重点
統合

(R5)
A53202 継続

A12303
完了

(R5)
A53203 継続

A12401 重点 継続 A53204
完了

(R5)

A12402
完了

(R5)
A53205 重点 継続

A12403 継続 A53301 継続

A12501 重点 継続 A53302 重点 継続

A12502 重点
廃止

(R5)
A53401 継続

A12503
完了

(R5)
A53501 重点 継続

A12504 継続 A53502 継続

A12505 重点 新規 A53503 重点
完了

(R6)

23 事業 A53601 重点
完了

(R4)

A53602 重点
完了

(R4)

A53603 新規

27 事業

全

インターネットの一層の活

用ならびに充実

学校説明会をはじめとする

広報活動

定員充足を基本とした入学

者数の確保

保護者への情報提供

新大学入試への対応

教員研修の充実

補習授業の充実

習熟度別教育の実践

英語力の醸成と定着

麻布大学との高大連携

難関大学合格率の向上

進路意識の向上、キャリア

教育

地域貢献活動

後援会、同窓会との連携・

開かれた学校づくり

学校安全管理と防災訓練

部活動の適切な運営・管理

教育環境整備

いじめ防止教育の推進

生徒の人格の尊重

PBL学習について

協定等に基づく研究活動を

推進

協定等に基づく学・学(大学

間)連携研究の推進

フィールドワーク教育の推

進

動物・生命科学データサイ

エンスセンター

実践的ジェネラリスト育成

プログラムの実施

学部，研究科を越えた横断

的な資格取得

博物館を利用した取組

公開講座（小学生向け）

新規入学者選抜対応

出る杭を引き出す教育プロ

グラム

学部・大学院一貫教育の実

施

代替動物利用の一層の推進

（犬）

獣医保健看護学科設置に伴

う大学院の在り方検討

DXの推進とICTの活用によ

る新たな授業の構築

実践的FDの実施

参加型臨床実習（産業動

物）の維持と充実

ティーチング・ポートフォ

リオ(TP)の活用

国家試験の合格率向上（生

命・環境科学部）

中退率の改善（生命・環境

科学部）

アセスメント・プラン

代替動物利用の一層の推進

（げっ歯類）

入学定員の確実な確保 (推

薦等入学試験)

学部学科の改組等の教育組

織改革

博物館の教育への活用

A5
学園運営・経営

リテラシー・コンピテン

シー調査結果の活用

卒業生調査の実施・調査結

果の活用

在学生調査の実施・調査結

果の活用

学修ポートフォリオの導入

と普及

社会・地域と連携した実践

教育

査読付論文3本／3年を実現

する教員割合増加

包括協定に基づく活動の強

化（市民大学の開催等）

地域と連携した動物保護体

制の支援

A3
社会的価値

A1
大学教育

入学定員の確実な確保(一般

入試・共通テスト)

A2
研究・社会連携

「ヒトと動物の共生科学セ

ンター」の活動を推進

大学と社会を繋ぐイベント

博物館を利用した取組

公開講座（小中高一般社会

人向け）

A4
高校教育

ＩＣＴ教育の推進

博物館を利用した取組

附属高校との充実した連携

新たな協定校の開拓

習熟度別クラス編成・全学

共通教養教育の充実

中退率の改善（獣医学部）

国家試験の合格率向上（獣

医学部）

5年間で収益源となる事業の

整理・調査・提案

教育・研究施設建物の紹介

(情報公開)

認知度向上に向けた情報発

信の強化

博物館を利用した取組

公開講座（中高生向け）

産官学共同研究の推進

財務分析・経年比較等を実

施するための中期的な人員

配置に基づく人件費算出

財政に関する⾧期推計の計

画的実施

動物病院の経営改善の取組

動物病院業務体制の整備

動物病院改修に向けた構

想・方針の策定と改修

動物病院改修工事の早期着

工（参加型臨床実習）

事務職員の専門知識・能力

向上の取組

馬の診療の充実化

動物病院webサイトの改修

学園内外に向けた教育セミ

ナー

市民向け公開講座の開講

事務職員ポートフォリオ

（スキル等可視化）

コンプライアンスの強化

獣医保健看護学科に関する

施設設備の整備

ダイバーシティの推進

意思決定方法の簡略化

キャンパスマスタープラン

第Ⅳ期の構築と実行

大学及び附属高校の教育環

境の整備修繕

大学運営の現状理解の浸

透・教職協働

情報セキュリティ対策実施

手順の策定

情報セキュリティに対応す

るCSIRTの体制整備

特定資産の純増計画及び資

産運用の見直し

寄付金事業（未来募金）の

運用

既存施設の有効活用

評議員選挙制度・時代に対

応した理事体制

出産・育児・介護等の両立

支援に向けた取組

企業調査の継続的な実施

就職率向上に繋がる支援活

動の実施

アセスメントテストによる

ジェネリックスキル測定

「キャリア支援英語」の導

入及び実施

SDGsに鑑みた学習の充実

ハラスメント防止の理解の

浸透に向けた取組

令和7年度事業計画数

81 事業

獣医保健看護学科の就職先

開拓
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A１．大学教育  

 

計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A11101 学修ポート

フォリオの導

入と普及

 入学から卒業までの学生の情

報、学修成果を総合的に可視化

するものとしてポートフォリオ

を導入する。

5年目  令和7年度からは全学で

「Azamoodle」を運用開始するこ

とから、StepGPA及び「麻布ディ

プロマポリシーフィードバックシ

ステム」について、全学科で導入

できるための環境整備を図り、運

用開始に向けて取り組む。

 学習管理システム

「Azamoodle」の活用、サイエン

スリテラシー・コンピテンシーテ

ストの実施、麻布ディプロマポリ

シーフィードバックシステムの運

用等、学生の学修状況の把握と

フィードバックを行うなど、学修

者本位の教育の発展に取り組むこ

とができた。

S 100%

A11102 在学生調査の

実施・調査結

果の活用

 継続して在学生調査を実施す

ることにより、学生の学修時間

や満足度、学修行動等のデータ

を収集・蓄積する。また、調査

結果や他の学生データ等との結

合により、学修成果の総合的な

可視化や教育改善につなげる。

5年目  引き続き全学部学生を対象にア

ンケートを実施する。また、調査

結果の信頼性を担保するため、複

数回リマインドメールを配信する

など、目標回答率（全体80％、最

終学年85％）の達成に向けて取り

組む。アセスメント・ポリシーに

基づく自己点検・評価において、

同結果が適切に活用され、本学の

内部質保証に寄与できるよう努め

る。

 在学生に対する調査を着実に実

施し、回答率も目標（全体：

80％、最終学年：85%）を上回

り、信頼性のあるデータを収集す

ることができた。内部質保証推進

組織である教育研究会議に調査結

果の共有を図り、同会議から、3

つの方針の達成状況を検証するよ

う指示があるなど、内部質保証に

生かすことができた。

A 100%

A11103 卒業生調査の

実施・調査結

果の活用

 学生に在学中に身に付けさせ

る学力や資質、能力及び養成し

ようとする人材像に照らして、

学生の進路・就職状況等から、

教育効果の検証、本学教育に対

する満足度等を把握する。これ

に基づき、教育改善、社会で必

要とされる人材像のニーズ把握

等に活用する。

5年目  調査結果の信頼性を担保するた

め、広報媒体を通じて周知すると

ともに、イラストを工夫したハガ

キの郵送、令和5年度卒業者分か

ら回収したメールアドレスを活用

することで、回答率の改善を目指

す。アセスメント・ポリシーに基

づく自己点検・評価において、同

結果が適切に活用され、本学の内

部質保証に寄与できるよう努め

る。

 内部質保証推進組織である教育

研究会議において調査結果の共有

を図り、同会議からアセスメント

プランに基づいた3つの方針の達

成・実施状況を検証するよう指示

があるなど、内部質保証に生かす

ことができた。一方で、調査回答

率の改善には至っておらず、自己

点検・評価にも活用されにくいと

いう課題がある。

B 90%

A11104 リテラシー・

コンピテン

シー調査結果

の活用

 外部アセスメントテストを用

いて直接的に学生のジェネリッ

クスキル(リテラシー、コンピ

テンシー)を測定、入学後のス

キルの伸⾧等を確認すること

で、ディプロマ・ポリシーに明

示した学生の学修成果の把握及

び評価、教育改善につなげる。

また、測定結果等の可視化及び

学生へのフィードバックによ

り、学生自身が自らの成⾧度の

確認や自己分析を行い、学修者

本位の教育に移行するよう環境

を整える。

4年目  引き続き全学部学生を対象に

「サイエンスリテラシー・コンピ

テンシーテスト」を実施する。同

テストの結果については、学生が

自らの成⾧を実感し、更なる成⾧

につなげられるよう、フィード

バックを行うとともに、アセスメ

ント・ポリシーに基づく自己点

検・評価において、同結果が適切

に活用され、本学の内部質保証に

寄与できるよう取り組む。

 全学生を対象に独自のアセスメ

ントテストである「サイエンスリ

テラシー・コンピテンシーテス

ト」を実施した。その結果は、学

生にフィードバックしたほか、ア

セスメントプランの評価指標とし

て、3つの方針の達成・実施状況

の自己点検・評価に活用されるな

ど、内部質保証に十分に寄与する

ことができた。

A 100%

A11105① 国家試験の合

格率の向上

（獣医学部）

 国家試験サポート委員会にお

いて、6年次低修学者の学習を

継続的にサポートする。5年次

までの成績を評価し、100位以

下の学生を対象に、前期からオ

ンデマンド方式による補講と月

次の成績確認試験を行う。補講

に不参加又は成績が改善しない

学生には、研究室担当教員と連

携して対応する。評価指標で掲

げている合格率はもとより、全

員合格を目指し取り組むことと

する。

2年目  成績が芳しくない学生を対象に

した、国家試験サポート委員会に

よる取組を継続する。また、低学

年次の間で期待される知識や能力

を着実に身に付け、高学年次に進

級することができるよう、特に低

学年次に配当される各科目の成績

評価をより厳格に取り扱うことと

する。

 成績が芳しくない6年次を対象

に、前期から国家試験サポート委

員会による補講を実施している。

対象者の学資負担者及び研究室担

当に対し、成績評価及び学修環境

の配慮を求める旨の通知を行うな

ど、連携して対応したほか、成績

評価の厳格化にも取り組んだ。
A 80%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A11105② 国家試験の合

格率の向上

（生命・環境

科学部）

 現在実施している「総合臨床

検査学演習」に加えて、外部模

試などを導入し、国家試験対策

の演習を強化する。これらの演

習とあわせて来年度より始まる

到達度評価やタスクシフト講習

会を効率的に進めるため、教育

専任担当教官を含む、教育企画

室の新設を検討する。評価指標

で掲げている合格率はもとよ

り、全員合格を目指し取り組む

こととする。

2年目  病院実習前到達度試験を効率よ

く行う方法を検討し、実施する。

また、国家試験対策については令

和6年度の結果より、出題分野別

の成績を比較検討し、不足してい

る分野に係る対策授業について、

組織的に強化する方法を検討す

る。

 病院実習前到達度評価は機器が

整備され、円滑に実施されてい

る。教育企画室にあっては、4年

次担任を中心に、国家試験対策に

取り組んでおり、模試や試験結果

を解析し、教員間で共有し改善を

図っている。今後は教学IRセン

ターの解析結果に基づき、個別指

導の最適化を目指す。

A 95%

A11106① 中退率の改善

（獣医学部）

 獣医学科では中退の理由は学

業不良が主因であることから、

1年次前期試験の成績不良者に

対して上級生の学習アドバイ

ザーが学習支援を行う。動物応

用科学科の退学者は低学年次で

多く進路変更が主因であること

から、本学専願を要件とする年

内入試での入学者確保を目指す

ほか、1年次配当の「基礎ゼ

ミ」などで当該学科で学ぶ意義

を積極的に教授する。

2年目  学生アドバイザーによる学習支

援は、獣医学教育評価においても

一定の評価を得ており、継続的に

取り組めるよう予算を要望する。

動物応用科学科では、引き続き意

欲の高い傾向にある年内入試での

入学者確保を図るほか、「サイエ

ンスリテラシーⅡ（旧「基礎ゼ

ミ」）」等において当該学科で学

ぶ意義をより積極的に教授する。

 獣医学科にあっては、スチュー

デント・アシスタント配置の予算

要望が認められなかったことも影

響してか、中退者数・率が目標を

わずかに上回ってしまった。動物

応用科学科では、初年次配当科目

を通じた、学ぶ内容と社会との接

続や意欲を引き出す教育を実践し

たことが功を奏したのか、目標を

達成することができた。

B 85%

A11106② 中退率の改善

（生命・環境

科学部）

 主に低学年次学生の入学前教

育や基礎教育科目の学習成果を

可視化し、必要に応じて教員と

教育推進センターのチューター

等が連携できる体制を構築す

る。また、学生ごとに出席や成

績状況等を包括的に把握できる

仕組みを作り、問題発生時に担

当事務局と教員が連携し、本人

や保護者に対して迅速に対応す

る。

2年目  授業の欠席、課題の未提出など

が多くみられる場合、迅速にクラ

ス担任や学科⾧に情報共有し、個

別指導に当たることを徹底する。

 学部全体として修学支援に取り

組み、特に環境科学科にあって

は、履修指導のほか、「ファカル

ティアドバイザー制度」を通じた

きめ細やかな支援を実施している

ものの、年間中退率目標

（3.0％）を超えているとおり、

措置には限界があり、入学者選抜

の改善が急務である。

A 95%

A11201 習熟度別クラ

ス編成を取り

入れた全学共

通教養教育の

充実

 全学共通教養教育の体制を整

備し、習熟度に応じたクラス編

成を行う。秀でた学生について

は、その能力を更に引き出す教

育を行うとともに、多様な資質

を持った入学者に対して、高い

モチベーションを維持できるよ

うな学習サポートを実践する。

また、全ての科目に適用する成

績評価基準の平準化を目指す。

5年目  令和7年度以降については、次

期学⾧の方針の下、次期中期目

標・中期計画の検討を踏まえ、入

学前準備教育から入学後の初年次

教育を含めた、入学当初の学生教

育の在り方について検討し、各学

科と連携して取り組む基礎教育・

教養教育に係る授業科目のカリ

キュラム運営や教員の再配置な

ど、必要な見直しを図ることとす

る。

 高校から大学への教育的接続を

円滑にするため、入学前準備教育

の充実を図ることとし、外部業者

の入学前準備教育プログラムを全

学科で導入することとした。習熟

度別教育にあっては、動物応用科

学科、食品生命科学科及び環境科

学科において、プレースメントテ

スト結果に基づき、数学系科目で

習熟度別クラス編成を行った。

A 50%

A11202 アセスメン

ト・プラン

 令和元年度に作成したアセス

メント・ポリシーに基づき、各

学部、各研究科それぞれの評価

指標を決定し、点検評価を行

う。

5年目  「サイエンスリテラシー・コン

ピテンシーテスト」の測定結果及

び「麻布ディプロマポリシー

フィードバックシステム」に係る

検証を実施し、その結果をSD研

修を通じて学内に共有を図ること

とする。

 「麻布ディプロマポリシー・

フィードバックシステム」につい

て、SD研修（オンデマンド）を

通じて学内に展開した。教育研究

会議において、アセスメントプラ

ンを定めるとともに、自己点検・

評価自体の質の向上の観点から、

ガイドラインを策定した上で、プ

ログラム単位で３つの方針の達成

状況について点検・評価を実施し

た。

S 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A11203 ティーチン

グ・ポート

フォリオの活

用

 教育改善に積極的に取り組む

手段の一つとして、ティーチン

グ・ポートフォリオの作成を促

す。教員は自身の授業を検証

し、学習効果を高める授業方法

の改善を展開する。また、内部

質保証システムへ活用する。

5年目  令和7年度にあっても、「第4期

認証評価に向けたPDCAサイク

ル」に基づき、作成済みの教員に

あっては、簡易版、令和7年度中

に採用された新任教員にあって

は、FD研修を受講の上、詳細版

を作成することとする。

 令和６年度に作成した教育活動

状況報告書に基づき、自己点検・

評価報告書を作成し、教育研究会

議において共有を図り、改善・向

上に向けて取り組むこととした。

令和７年度の教員活動状況報告書

については、令和６年度と同様、

教員の属性に応じて簡易版又は詳

細版を作成した。

A 100%

A11204 参加型臨床実

習（産業動

物）の維持と

充実

 学内施設のみで産業動物の参

加型臨床実習を実施しているの

は都市部の獣医系大学では本学

のみで、大学のPRポイントと

して獣医希望学生への魅力とな

る。新たに整備される牛舎を活

用し、昨今の牛の入院頭数減少

に対応する。

5年目  牛舎の飼養牛を獣医学科5年次

配当の「産業動物臨床実習」が行

われる後期（9～12月）に分娩さ

せ、周産期疾病の診断や治療な

ど、参加型臨床実習に利用する。

X線などの画像検査に加え、新規

導入したCT検査も多くの症例で活

用し、学生教育のほか、獣医師の

卒後教育にも利用する。また、最

終年度には必ず臨床担当教員の採

用を行いたい。

 牛舎の飼養牛を2回分娩させ、1

回分は獣医学科5年次配当の「産

業動物臨床実習」において、分娩

管理、周産期疾病の診断、治療等

に活用した。X線検査、CT検査、

超音波画像検査等、積極的に画像

診断を活用し、全てのデータを学

生教育や獣医師の卒後教育セミ

ナーに利用した。教員の欠員補充

については実現できなかった。

A 100%

A11205 DXの推進と

ICTの活用に

よる新たな授

業の構築

 コロナ禍により急速に進んだ

遠隔授業(オンライン授業)の質

向上のため、学習効果を高める

シラバスの充実に取り組むとと

もに学習管理システムを効果的

に活用した授業を構築する。同

時にDXを推進し、授業コンテ

ンツの充実を図る。

5年目  令和7年度以降についても、引

き続きICT環境を整備し、デジタ

ル機器を利用した教育を推進す

る。

 獣医療トレーニング用VRソフ

トウェア、ドローンを活用した野

生動物探査実習、骨格標本等の

バーチャルスライド、環境教育用

気象観測システムの活用等、各学

科においてDXを活用した授業コ

ンテンツの充実に努めた。また、

LMSに蓄積した学生データに基づ

いた学力向上対策にも取り組ん

だ。

A 100%

A11206 実践的ファカ

ルティ・ディ

ベロップメン

ト（FD)の実

施

 授業及び研究指導の内容・方

法、カリキュラム等の改善のた

め、座学にとどまらず、ワーク

ショップ形式を取り入れたFD

に取り組む。

5年目  教育方法開発センターを中心

に、講義形式とワーク形式の教員

対象の研修会の企画・検討を行

い、今後の教育及び研究指導の改

善につながるよう引き続き取り組

む。

 教育方法開発センターが中心と

なり、FDの年間計画を立案し

た。当該計画に基づき、「3つの

方針に基づくカリキュラム・マネ

ジメントの重要性」「本学のディ

プロマ・ポリシーに関する分析結

果及び学生の学修成果の可視化に

関するFD研修会」を実施するな

ど、教育及び研究指導の改善に結

び付けられるよう取り組んだ。

A 100%

A11207② 代替動物利用

の一層の推進

（げっ歯類）

 獣医師、動物応用科学の専門

家養成に当たり、代替シミュ

レーターを活用することで、生

体動物への苦痛の軽減の配慮及

び生体動物、特にげっ歯類の使

用頭数減少を目指すとともに、

先導的な動物福祉3Rsの実践を

学生、教員共に体感することを

目的とする。

5年目  代替法を用いる実験動物学の教

育内容の充実化として、マウスシ

ミュレーターの整備を進めるとと

もに、他科目では扱わない動物

種、ウサギとサル類の採血用シ

ミュレーターを購入する。OSの

サポートが終了したタブレットの

一部は更新を進める。動画資料の

項目を増やしつつ、既存項目を

アップデートすることで、質の向

上を図る。

 令和7年度における使用動物数

は令和6年度対比でやや減少し、

起点実績値の約40％となった。

げっ歯類の代替教材の充実化が図

られたため、新たな情報収集や情

報発信の強化を図り、その成果と

して教員の学術論文が公表される

に至った。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A11301 学部・大学院

一貫教育の実

施

 「出る杭を引き出す教育プロ

グラム」を念頭に入れて、「麻

布出る杭プログラム」に参加し

た学生を対象に学部在籍時から

大学院科目の履修機会を与え、

学部・大学院一貫教育に取り組

む。

5年目  引き続き、本学の大学院進学を

希望し、資格を満たす学部学生に

大学院の授業科目の「早期履修制

度」を周知するとともに、希望す

る学業成績優秀な学部学生に対し

て、履修する機会を提供する。

 早期履修にあっては、8人

（（獣医学研究科（以下「V研」

という。）：7人／環境保健学研

究科（以下「E研」という。）：1

人））を受け入れた。令和7年度

大学院入学者（早期科目履修者）

12人（V研：11人／E研：1人）の

うち、博士前期課程１年次で中間

発表を終えた2人（V研：1人／E

研:１人）が早期修了した。

A 100%

A12101 出る杭を引き

出す教育プロ

グラム

 「高大接続教育プログラム」

「麻布出る杭研究プロジェク

ト」「大学院早期履修プログラ

ム」等を体系的に展開すること

で、高校-大学-大学院の壁を下

げたシームレスな修学体制の整

備を目指す。並行して「サイエ

ンスリテラシー・コンピテン

シーテスト」等を活用して、学

生の個性や修学状況を可視化し

改善に生かす環境も整備し、

「ヒト・動物・環境の持続的健

康社会構築のために世界をリー

ドできる人材の育成」のための

教育プログラムを確立する。

5年目  令和6年度をもって文科省によ

る補助期間は終了するが、令和7

年度予算査定結果に基づき、過年

度と同様の規模で推進し、各プロ

グラムの水準を維持させながら取

り組むこととする。また、中間評

価に引き続き最終報告でも高い評

価が得られるよう関係部署と連携

して準備を進める。

 「麻布出る杭研究プロジェク

ト」に過去最多となる181人の学

生が参加し、意欲のある学生の実

践性を培う教育に取り組んだほ

か、高大接続プログラムの展開や

大学院早期履修制度の活用促進に

も努めた。「サイエンスリテラ

シー・コンピテンシーテスト」の

実施により、学修者本位の教育に

向けても、貢献することができ

た。

S 100%

A12201 新規入学者選

抜方法

 「新学習指導要領」に対応し

た新入試は令和6年度中に実施

するため、2年前となる令和4

年度中に告知、令和6年度上期

までに実施体制を構築する。学

内外における情報整理、外部コ

ンサルタント等の助言を踏まえ

て、時代に即した入学試験を実

現する。

5年目  「新学習指導要領」に準拠した

新しい教科書を基に、令和7年度

の各科目の問題作成委員に新課程

に基づく出題範囲となるよう依頼

する。

 「新学習指導要領」に準拠した

新しい教科書の内容を確認し、各

科目の問題作成委員に対して新課

程に基づいた出題範囲となるよう

依頼し、適切に問題を作成するこ

とができた。

A 100%

A12401 フィールド

ワーク教育の

推進

 学術交流協定を結んでいる島

根県美郷町にフィールドワーク

の拠点となる施設を設置し、教

員と共に五感で体感できる

フィールドワーク教育をより一

層推進する。

5年目  フィールドワーク教育やPBL教

育、高大接続教育プログラムを引

き続き推進するため、動植物の生

態、食品、環境分野等の教育・研

究の拠点としてフィールドワーク

センターを積極的に活用する。

 食品生命科学科及び環境科学科

の新カリキュラムに「フィールド

ワークセンター実習」が配当され

ことに加え、高大接続教育プログ

ラムにおいて、協定校の生徒に獣

害対策に係る学習機会を提供した

ことで、フィールドワークセン

ターの利用機会が増加しているこ

とから、教育・研究の拠点として

活用することができた。

A 100%

A12403 SDGsに鑑み

た学習の充実

 持続可能な社会の実現に向

け、行政や企業などの外部機関

と連携し「資源活用・資源循

環」「環境教育」「環境保全」

などの課題に対して、自ら考え

挑戦する課題解決型学習(PBL)

を進めていく。

5年目  令和7年度は、フィールドワー

クセンターを活用したことのある

教員及び環境科学科の教員と連携

を強化して、「資源活用・資源循

環」「環境教育」「環境保全」な

どの課題に関するPBL実施を進

め、本学のアピールとなるよう継

続的に行う。また、相模原市から

の要請に基づき、博物館等の学内

資源を活用することで、SDGsに

鑑みた学習の充実に取り組む。

 相模原市教育委員会からの依頼

に基づき、令和7年度についても

「SDGsスタディツアー」を受入

れ、小学生を対象としたSDGsの

学習に協力した。また、令和6年

度に引き続き、環境科学科の教員

を中心に道保川公園でのPBL型学

習を行うなど、持続可能な社会の

実現に向けて学内資源を有効に活

用することができた。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A12501 企業調査の継

続的な実施と

実施結果に基

づく評価と改

善の実施

 本学卒業生のキャリア状況に

ついて調査し、今後の教育改善

及び就職支援に資する基礎デー

タを取得することを目的とし

て、また、インターンシップ受

入先及び求人先の新規開拓を目

的に調査を実施する。

5年目  学内合同研究会に参加する企

業・自治体を対象に実施する調査

を含めた結果を用いて、学内報告

会（効果測定）を実施する。

 企業調査を実施するとともに、

その結果を教育研究会議に報告し

た。また、教職員を対象にFD研

修会を開催し、新卒採用時に企業

が学生に求める能力と本学卒業生

に対する印象（評価）を明確にし

た。なお、同調査結果はアセスメ

ントプランに基づく自己点検・評

価に活用されるなど、教育改善に

向けて生かすことができた。

A 100%

A12504 就職率向上に

つながる支援

活動の実施

(就職相談室

の予約枠拡

充)

 4人の「就職相談員」の配置

により、低学年次から利用可能

にするとともに、3・4年次(獣

医5・6年次)には、就職活動や

インターンシップに向けた支援

(履歴書・ES添削、面接対策)を

対面・メール・オンラインで実

施するほか、予約枠の更なる拡

充を図る。

5年目  教員OGの繁忙期雇用及びハ

ローワーク相模原の就職支援ナビ

ゲーターによる出張相談を継続す

る。また、令和8年度退職予定の

相談員の後任選定に着手する。

 就職活動早期化への対応で、教

員OGの雇用期間を1か月延⾧した

ほか、ハローワーク相模原による

出張相談の予約枠拡充を図った。

また、同機関から講師を招へい

し、発達障がい等を抱える学生の

キャリア支援に関する研修会を開

催した。さらに、退職する相談員

の後任として、繁忙期のみ雇用す

る相談員を通年の相談員に充てる

など体制の維持に取り組んだ。

A 100%

A12505 獣医保健看護

学科の就職先

開拓

 愛玩動物看護師の主な活躍の

場となる動物病院のほか、動物

関連企業や自治体へ獣医保健看

護学科の認知度促進を働きかけ

ながら、学生の就職先開拓を行

う。

2年目  「キャリアデザイン基礎」の授

業内アンケート（複数選択方式）

から、卒業後の進路希望は動物病

院91％、民間企業45％であること

が判明した。卒業後の進路候補と

して令和6年度に接触できた31企

業の多くは動物病院であるため、

今後開催する学内合同企業・公務

員研究会や学外で接触を図り、

ターゲットとなる企業の開拓に努

める。

 開拓先を含め企業をリストアッ

プし、学内で実施する合同企業・

公務員研究会（企業説明会）にお

いて、当該学科の学びを生かすこ

とができる企業を招致した。ま

た、学生のキャリア形成支援とし

て、教員協力の下、学生参加を呼

び掛け、企業との早期接触機会を

築いた。

A 100%
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自己
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進捗率

A21101 査読付き論文

3本／3年を実

現する教員割

合増加の推進

 蓄積した研究成果を社会に還

元することは高等教育機関とし

ての使命であり、継続的な発信

には、まずは「3年間で査読付

き論文3件」を目標として掲

げ、5年後には「査読付き論文

3件/3年」の教員割合70%を目

指して取り組む。

5年目  本部補助金の若手研究サポー

ト、論文投稿料補助を継続し、査

読付き論文の実績向上や研究業績

の底上げに取り組み、論文や研究

データのオープン化・共有化を推

進する。また、査読付き論文につ

いては、教員活動状況報告書に記

載されている実績とresearchmap

掲載実績に齟齬が生じており、同

報告書に記載されている件数の方

が多いことから、学⾧企画室と連

携し、同報告書に実績を記載する

場合は、researchmapを追記・修

正してから転記するよう運用方法

の見直しを図ることも含め、目標

達成に向けて取り組む。

 査読付き論文実績は計画どおり

措置を講じ、改革総合支援事業タ

イプ2「特色ある高度な研究の展

開」の得点には結び付いたもの

の、目標（70％）は下回った。競

争的研究費獲得額及び採択件数は

目標(185百万円／60件）を達成

し、特に前者は過去最高額となっ

た。若手研究サポート、論文投稿

料補助も継続して取り組んだ。

A 100%

A21201 社会・地域と

連携した実践

教育

 相模川の川原や生物につい

て、野外体験活動を通して親し

み、感じたことをフィールド

ノートに表現し、セミナーを通

して川を正しく保全できる人材

を育成する。また、相模川流域

を活用しない野外活動も行い、

社会・地域と連携した実践教育

にて地域に貢献する。

5年目  従来取り組んできた相模原流域

の野外体験活動の実施が困難なこ

とから、令和7年度についても、

高大接続・社会連携プログラム開

発センターの協力を得て、令和6

年度に実施した「市民参加型デジ

タルマッピング・ワークショッ

プ」や「市民参加型ワークショッ

プ」など、社会・地域と連携した

実践教育を継続する。

 高大接続・社会連携プログラム

開発センターの協力を得て、公民

館との成人学級（参加者約20

人）、小学校での情操教育（同約

150人）など、社会・地域と連携

した実践教育を実施した。また、

プレスリリースやウェブサイトを

活用することで、本学の実践教育

を学外に発信した。

A 100%

A21202 大学と社会を

つなぐイベン

ト(八ヶ岳自

然クラブとの

協働プロジェ

クト)

 市民団体である八ヶ岳自然ク

ラブとの協働プロジェクトとし

て実施しているフクロウ生体調

査の一環である。ワークショッ

プでは、八ヶ岳にフクロウに人

工巣に残された巣材からネズミ

の骨を取り出しフクロウの生態

を学んでもらう。

5年目  イベントの担当講師は現職の教

員で対応することが望ましいが、

専門性や活動分野にもよるため、

現職の教員で対応が困難な場合

は、引き続き名誉学芸員に講師を

依頼するか、別の内容での取組を

検討する。

 講師に名誉学芸員を迎え、八ヶ

岳自然クラブから提供を受けたフ

クロウの巣材を活用することで、

フクロウの生態を学ぶワーク

ショップを開催した。参加人数に

ついては、定員20人のところ、28

人の申込があり、28人全員の申込

を受け付けた。当日の参加者は25

人であり、大学と社会を繋ぐイベ

ントを実施することができた。

A 75%

A22101 「ヒトと動物

の共生科学セ

ンター」の活

動を推進(附

置生物科学総

合研究所の研

究部門)

 研究と教育の一体化を実現さ

せ、獣医系・生命科学系大学と

して麻布大学らしさを反映した

新たな教育研究体制を整備す

る。また、大規模な分野横断的

な学際型研究プラットフォーム

による展開を通して研究成果を

修学者や社会へ還元していく。

5年目  複数学科参加による分野横断的

な研究グループへの支援金の給付

を継続し、学際型研究として特色

ある研究の活性化を図り、本学ブ

ランディングを推進して企業等と

の共同研究への発展につなげる。

 3つの研究分野から公募により

合計8件をプロジェクトとして採

択し支援金を給付するなど、私立

大学等改革総合支援事業タイプ2

「特色ある高度な研究の展開」の

得点に結び付けることができた。

令和7年度末には成果報告会を開

催し、企業等との交流を図るな

ど、共同研究をはじめ産学連携に

つながるよう取り組んだ。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A22102 共同研究、受

託研究、奨学

寄附金等を活

用した産官学

共同研究の推

進

 社会的課題解決や新たな価値

創造創出に取り組むため、産業

界との共同研究等を進め、効果

的に社会や学修者等へ還元す

る。

5年目  人と動物の共生科学センターの

研究成果から企業等との連携につ

なげるとともに、産学連携イベン

トであるファーマラボEXPO出展

を通じた広報活動を継続する。ま

た、技術移転等の業務を委託して

いるテックマネッジ社のマーケ

ティング力や営業力を活用し、外

部資金獲得額の向上や知財技術移

転の推進を図る。

 ファーマラボEXPOに教員3人が

出展し、研究発表を行い、本学の

知財・研究内容を学外に発信する

など、産学連携活動を展開した。

また、旭化成ホームズ、ロイヤル

カナンからそれぞれ出資を受け、

２つの寄附講座が設置された。こ

のような取組の結果、外部資金獲

得額、技術移転契約数の目標を達

成することができた。

S 100%

A22103 協定等に基づ

く学・学(大

学間)連携研

究の推進

 学・学(大学間)連携研究で

は、連携に伴う相乗効果に加

え、相手先大学の多様な学類・

学問で気づきを得る補完効果が

期待できるため、研究成果の多

様性を目指すために協定等に基

づいた学・学連携研究を推進す

る。

5年目  日本獣医生命科学大学、東京農

業大学、駒澤大学、東京医療学院

大学及び鹿児島大学との協定関係

を活用し、私立大学等改革総合支

援事業タイプ4の設問を考慮して

企業等から共同研究費が拠出され

る連携を図り、大学間連携による

共同研究を推進する。

 大学間共同研究契約数（目標2

件）は20件、研究論文数（同1

件）は6件で、目標を達成した。

大学間共同研究における所要経費

100万円以上が7件あったことで、

私立大学等改革総合支援事業タイ

プ2「特色ある高度な教育の展

開」の得点化につながった。論文

は、プレスリリースやホームペー

ジを通じて学外に発信した。

S 100%

A22104 協定等に基づ

き、学内設備

等の共同利用

を通じて多様

な研究活動を

推進

 大学が有する多種多様な研究

設備等を学内外の研究者が相互

利用することにより、設備の有

効利用に加え、共同研究の進展

や学際領域の開拓などを促すこ

とを目的として本事業を推進す

る。

5年目  日本獣医生命科学大学、東京農

業大学、駒澤大学、東京医療学院

大学及び鹿児島大学との協定関係

を活用して大学間連携による共同

研究の推進を図りつつ、私立大学

等改革総合支援事業タイプ2の設

問を考慮して学内施設・設備の共

同利用を推進する。

 学内施設・設備を活用する機会

はなく、私立大学等改革総合支援

事業タイプ2「特色ある高度な研

究の展開」の得点化にはつながら

なかったものの、他大学との大学

間共同研究は20件、共同研究論文

は6件に上るなど、当初事業の目

的である共同研究の進展自体は大

きく向上した。

A 100%
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A3．社会的価値  

 
 

 

 

 

  

計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A31101 地域と連携し

た動物保護体

制の支援

 神奈川県動物愛護センターを

はじめとした近隣地域や包括協

定先と連携して、動物愛護セン

ター等で保護、収容した猫等の

避妊手術や去勢手術、診療に協

力する。

5年目  東京都利島村、相模原市、その

他近隣関係機関等と引き続き連携

を図り、避妊手術、去勢手術や診

療への協力を通じ、学生教育及び

卒後教育の場として質の高い獣医

療を提供する。

 利島村での避妊・去勢手術につ

いては、該当地域での繁殖を抑制

することができるなど、成果が挙

がっている。また、飛騨市地域猫

対策・一斉TNR（捕獲／不妊・去

勢手術／元の場所に戻す ）活動に

参加するなど、新たな試みにも挑

戦している。今後も可能な範囲で

地域に貢献できるよう尽力するこ

ととする。

S 100%

A31102 包括協定に基

づく活動の強

化（市民大学

の開催等）

 研究成果や磨かれた技術を社

会に発信し、社会の発展に貢献

する目的で、市民大学や麻布大

学教育セミナー等を開催してい

る。今後もセミナー等には、包

括協定締結先からセミナー講師

を招き実施していく。

5年目  市民大学の参加者の反応に鑑み

れば、座学より実習形式の方が満

足度が高いため、令和7年度の担

当学科には最低1回、実習を入れ

るよう依頼する。

 市民大学は引き続き講義形式で

あったが、食品生命科学科では、

開発したフレーバーティーの試飲

や顕微鏡を用いるなど、学科の特

色を生かした内容としたこともあ

り、リピーターにも好評であっ

た。参加者数も両学科いずれも開

始後初となる定員30人を超え、盛

況であった。相模原市との懇談会

も開催し、(仮称)相模原市動物愛

護センターやマルシェに関連した

事項の確認ができた。

A 100%

A31201 博物館を利用

した取組

 博物館の資源を活用し、小学

生、中学生、高校生やその保護

者等を対象とした各種ワーク

ショップを開催することで、多

様な学習ニーズに対応し、本学

の社会的な価値向上につなげる

こととする。

5年目  令和6年度と同様、多様な学習

ニーズに応えるべく、対象者を

「学生、学外者」、「小学生、そ

の保護者」及び「中高生」に分け

てイベントを計画し、開催する。

 小学生からシニア世代まで幅広

い層に向け、対象層ごとに適切な

イベントの立案に努め、特に令和

7年度は博物館開館10周年事業と

して、学生サークルを講師に迎え

たワークショップや教員の研究内

容紹介イベントを企画した。ま

た、多様な学習ニーズに応えるべ

く、対象者を「学生、学外者」、

「小学生、その保護者」及び「中

高生」に分けてイベントを計画

し、開催することができた。

A 100%

A31301 認知度向上に

向けた情報発

信の強化

 麻布大学の学びや特徴、多様

な取組を知ってもらうため、プ

レスリリース、SNS等による情

報発信を強化する。これによ

り、一定の認知度及び社会的価

値の向上を図る。

5年目  Instagramの投稿に当たり、学

内の他アカウントとの共同投稿を

検討する。これにより、投稿数だ

けでなく拡散力も向上し、投稿内

容も幅広くなる。また、ホーム

ページ等に掲載する記事は、高校

生にも分かりやすい内容（出る杭

関連など）を心掛け、タイトルも

高校生の興味を引く文言にする等

の工夫をする。

 特にInstagramを有効的に活用

するため、大学公式アカウントと

出る杭プログラム公式アカウント

との積極的な連携に取り組み、学

生とも連携を深める体制・関係性

の構築を図った。大学の中でネッ

トワークを広げ、それぞれ独自に

運用しているアカウントと更に相

互協力することで、大学認知度向

上に向け情報発信の強化に努めた

結果、SNSに関する評価指標を超

えることができた。

A 100%
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A4．高校教育  

 

 

 

 

 

計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A41101 ICT教育の推

進

・設備の充実、教員の意識向

上、授業でのICT教材活用の推

進

・教員向けノートPC及びタブ

レット端末を配付、有効な実践

例の集積。

・ICT教材を最大限活用し、ア

クティブラーニングをはじめと

するPBL(課題解決型授業)への

転換。

5年目  引き続きICTの推進により「思

考力」「判断力」「表現力」を育

む授業展開を進める。また、情報

漏洩リスクについて教員に注意喚

起を続けるとともに、安全性を高

める機能の共有を図る。

 Wi-Fi機器、電子黒板、教員用

タブレットPC等の更新により、

教員のICT活用の改善が図られた

ことで、生徒の「思考力・判断

力・表現力」を育む授業が定着し

た。情報漏洩の防止も意識が醸成

され、重大な事故は発生しなかっ

た。一方、教員間でのICT利活用

技術に格差がみられ、研修や支援

体制の更なる充実が課題である。

A 100%

A41201 英語力の醸成

と定着

・英語4技能醸成、総合力定

着、興味、実践力向上

・英検合格率向上、面接試験対

策強化、人員配置・拡充、オン

ライン面接指導、経費確保、手

当拡充、ICT環境活用

・朝テスト、7限セミナー、土

曜講座、ネイティブ英会話講

座、EnglishCamp実施

5年目  引き続き英検2級以上の合格者

増を目指すとともに、早慶

MARCHの入試で有利となる同準1

級以上の取得者増加も目指すこと

とする。

 英検準1級合格者は7人（令和6

年度対比＋5人）で、難関大志望

者における英語力の向上が図られ

た。英検2級合格率も42％と前年

対比+7％改善し、目標（25％）

を上回った。その一方、学習意欲

や受験時期に個人差がみられるた

め、継続的にモチベーションの向

上を図りつつ、指導体制を強化す

る必要がある。

A 100%

A41301 習熟度別教育

の実践

・学力に応じた授業展開、集団

内の差の是正

・3クラス展開の授業内容、進

度及び定期試験の問題難易度を

設定

・英語を同一クラス内を更に分

割、高度な習熟度別教育を実

践・拡充

・現行3クラス制習熟度別教育

を精査、必要に応じ新たなクラ

ス編成検討

5年目  令和6年度に試験的に実施した3

年生の英語授業の習熟度別編成に

ついて、課題を踏まえ、事前に教

員の指定休日を分散させるなどの

措置を講じて、令和7年度も継続

する。また、成績下位層の減少が

全クラス習熟度別教育によるもの

か、この学年固有の特性によるも

のか、令和7年度以降も成績デー

タを比較し、検証を進める。

 習熟度別授業の精度が向上し、

英語科の全クラス編成も安定的に

運営することができた。学力下位

層の減少が認められた一方、上位

層が多くなり、教員負担という課

題が見受けられた。今後も継続的

に成績を分析し、授業内容や試験

難易度の最適化を図る必要があ

る。

A 100%

A41401 補習授業の充

実

・学習意欲の高い生徒、低い生

徒のフォローアップ実践

・主要5教科を中心とした補習

授業企画、主体的な学力の向上

・勉強合宿実施し、勉強習慣付

ける動機を与える

・学習習慣の定着が乏しい生徒

に対し、学力のボトムアップ

5年目  各種補習活動や勉強合宿は入学

前説明会でも受験生の関心が高い

ため、引き続き勉強合宿は2泊3日

で行い、他の講座も例年どおりの

実施を目指す。

 夏季集中講座や7限セミナーに

多くの生徒が積極的に参加するな

ど、適切に運営することができ

た。勉強合宿を2泊3日で実施し、

参加希望者多数につき、抽選を要

するほど、高い関心を集めている

ことから、学習意欲の喚起に向け

た取組が順調に進んでおり、補習

活動全体の実施状況は良好である

と言える。

S 100%

A41501 教員研修の充

実

・生徒授業評価、保護者へ授業

公開及び教員相互授業参観等の

研修を通し、生徒の学力を育成

するための授業改善

・授業改善、教員の意識変革等

研修等を通じて、社会から求め

られるニーズに適応していく能

力の涵養

5年目  引き続き授業アンケートの結果

を踏まえ、授業改善に努める。授

業公開は公開初日と土曜日が特に

参加が多くみられたため、それも

踏まえて令和7年度以降の実施日

数を検討する。

 中堅・若手教員による授業の相

互参観を通じて授業力の一層の向

上が図られたこともあり、生徒に

よる授業アンケートも継続的に目

標（平均3.0以上）に達してお

り、保護者に対する公開授業も好

評で、多くの参加者があった。一

方、公開日数や参加負担の最適

化、継続的な授業改善が今後の課

題である。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A42101 生徒の人格の

尊重

・規則やルールの尊重をネット

講習会等を通じて啓発

・他者の人格や考え方を否定す

ることなく社会へ適応できる多

様な価値観の育成

・SNS等で無自覚に相手の人格

を深く傷つけることがあること

を認識させる

5年目  令和7年度も講習の早期実施と

探求の時間におけるネットリテラ

シー教育を推進し、特に生徒が具

体的に想像できるような事例を挙

げながら、リテラシーを高めるこ

とができるよう留意する。

 全学年でタブレットPC必携環

境が定着し、講習会や探求の時間

を通じてネットリテラシー教育を

推進した。具体的事例の紹介を通

じて適切な判断力を養い、校外ト

ラブルも減少傾向にあることを確

認することができた。一方、当該

リテラシーには個人差もあるた

め、きめ細かく指導に当たる必要

がある。

A 100%

A42201 いじめ防止教

育の推進

・いじめの未然防止及び早期発

見・早期対応に取組む。生徒の

些細な異変にも教員が気付くよ

うにする。

・いじめ防止講演(年1回)開

催、生徒及び教員へいじめアン

ケート調査(年2回)実施。生徒

の些細な異変にも気づくように

連携

5年目  アンケートだけにとどめること

なく、個人面談、保護者との三者

面談、日々のホームルーム、授業

において生徒に目を配り、引き続

き生徒が安全に過ごせるよう取り

組む。

 アンケートや講演会、面談、日

常指導を通じ、生徒の些細な異変

にも迅速に対応する体制を維持す

ることができた。いじめに関する

重大案件は現状認められず、安全

意識や相互尊重の意識が浸透して

いると言える。一方、教職員間の

情報共有の効率化や対応マニュア

ルの整備が今後の課題である。

A 100%

A42301 教育環境整備 ・円滑な学校運営に配慮し教室

配置を決定

・机・いす等備品の整備によっ

て、生徒への快適な学習環境の

確保に努める。

5年目  教室の活用は生徒数に大きく左

右されることから、令和7年度も

教室配当後に自習室及び男子更衣

室の増設について可能性を探る。

 入学者数や選択授業にも対応で

きるよう、新年度のクラス編成に

合わせた教室配置を適切に実施し

た。机、椅子等の備品は不具合を

確認の上、必要に応じて更新し

た。課題である男子更衣室も特別

教室の運用を整備して設置したこ

とで、利便性の向上に寄与した。

今後も施設の維持管理や運用方法

の継続的な工夫が課題である。

A 100%

A42401 部活動の適切

な運営・管理

・文武両道を掲げ、誠実な人格

の形成を目指す活動に努める。

・外部指導員の活用、各部活動

の「月間予定」により全体を一

括管理する。

・新年度入学生から導入するタ

ブレットも活用し、部活動の

ICT化を推進するきっかけとす

る。

5年目  外部指導員の増員要望が出た場

合は、対応できるよう取り組む。

また、部活動の月間管理について

は、引き続きオンライン上での管

理・共有を図る。

 外部指導員の体制を更に充実さ

せることで、部活動の質・成果い

ずれも向上させることができた。

オンラインによる月間管理も定着

したことで、運営の効率化も進ん

だ。一方、教員の負担軽減や活動

の持続可能性を見据えた運営体制

の再構築が今後の課題である。

A 100%

A42501 学校安全管理

と防災訓練

・安否確認システムを用いて緊

急時に混乱を招かない連絡体制

及び行動規範を整える。

・生徒と教職員が安全な学校生

活を送ることのできる体制を整

える。

・防災訓練の企画立案と実施、

後援会と協力し防災用品の備蓄

や補充を行う。

5年目  引き続き学校・生徒・保護者間

の連絡体制の整備と情報共有、防

災訓練、防災用飲料の更新等に取

り組む。

 高校独自のドメインによる連絡

体制を維持し、安否確認システム

や一斉メール送信を通じて、迅速

な情報共有に取り組んだ。また、

防災訓練や防災用食料・飲料の更

新も計画的に実施した。今後は訓

練内容の充実を図りつつ、非常時

対応マニュアルの見直しが必要で

ある。

A 100%

A42601 後援会、同窓

会との連携に

よる開かれた

学校づくり

・保護者が本校の教育活動を知

ることができる体制を整える。

・後援会、同窓会の協力を得な

がら、保護者を体育祭・文化祭

などの学校行事へ招待する。

・本校の中⾧期的な活動と連携

した行事、事業計画が行われる

よう依頼する。

5年目  体育祭、文化祭で後援会が購入

したテントの活用に向けて後援会

との連携を進めることで、引き続

き学校行事の支援が図られるよう

取り組む。同窓会については、引

き続き業者への業務移管によるス

ムーズな運営体制の整備を進め

る。

 体育祭及び文化祭に保護者が来

校し、後援会のテントの活用や保

護者交流会を順調に実施すること

ができた。同窓会幹事の運営体制

が整備されたことで、生徒に対す

るより円滑な支援活動が可能と

なった。今後は、行事運営及び交

流会の更なる効率化や参加促進に

取り組むこととする。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A42701 地域貢献活動

相模原市中央

区を中心とす

る近隣地域へ

の貢献

・相模原市が実施している「絆

プロジェクト」への協力要請に

応じ、近隣の児童クラブに赴

き、いじめ撲滅などの啓発活動

に協力する。児童への学修支援

や触れ合い活動を実施する。

・近隣の方々を文化祭へ招待す

る。

5年目  学校評価委員会で評価委員に評

価いただけるよう、特に生徒会と

の意見交換会をより充実させ、生

徒の主体性を引き出せるよう引き

続き取り組む。また、絆プロジェ

クトの開催があれば協力すること

とする。

 新型コロナ禍を境に絆プロジェ

クトの実施は見送られているもの

の、文化祭を一般に公開すること

で、近隣住民との交流を図るな

ど、地域貢献自体は実現できてい

ると言える。また、学校評価委員

会からも、文化祭を含めた教育活

動や内容、生徒会活動が高く評価

された。

B 90%

A43101 進路意識の向

上、キャリア

教育

・社会に出た自分を想像した進

路決定の促進

・様々な職業や社会情勢、就職

状況などに目を向けさせる。

・職業学問適性検査、説明会、

卒業生講演会、生徒対象進路説

明会を実施

・生徒及び保護者との面談実

施、信頼される進路指導の実践

5年目  従来の進路指導部による説明会

は維持しつつ、大学見学会や企業

による授業等の実施を通じ、生徒

が高校の先にある大学や企業に目

を向けられるよう取り組む。

 二者・三者面談や進路説明会、

オンライン配信を活用した講演会

を適切に実施し、進路意識の醸成

を図った。大学見学会や企業によ

る出張授業への参加を通じ、受験

にとどまらず将来を見据えた、主

体的な学びとなるよう取り組ん

だ。一方、生徒間の進路目標に差

があるため、更にきめ細かい個別

対応が必要である。

A 100%

A43201 難関大学合格

率の向上

・生徒が自らの進路希望を叶

え、難関大学に合格する力を身

に付ける。

・全国学力模試、大学説明会、

一般入試出願説明会の実施

・模試結果の分析会等を通し入

試情報の共有し、進路指導実施

・受験プラン提示、生徒の合格

可能性を上げる取組を実践

5年目  担任が進路指導部と連携し、生

徒一人一人に合わせた受験プラン

を検討の上、生徒の進路希望を叶

えるよう取り組む。また、予備校

及び塾や大学入試課担当者から得

た入試情報を分かりやすく適切な

時期に発信する。

 計画期間を通じて進路説明会や

模試分析が定着し、個別受験プラ

ンの作成により指導体制が強固と

なった。その結果、最終年度の国

公立・早慶上理・GMARCH合格

者数は49％まで伸⾧し、難関大へ

の合格可能性を高める基盤を確立

した。今後は個別対応を更に深化

させ、生徒の主体的な進路選択を

支える指導を継続する。

S 100%

A43301 麻布大学との

高大連携

・3学年理系クラス在籍生徒数

の10％の進学

・附属高等学校対象プログラム

の実施

・「麻布出る杭プログラム」の

中の高大連携プログラム「いの

ちと共生の研究プログラム」の

案内

5年目  麻布大学への進学を希望する生

徒が、全員その進路を実現できる

よう、引き続き大学と一層の連携

を図ると同時に、日々の学習指導

も教務部や担任と連携して行う。

 計画期間を通じて情報提供や相

談体制を確立し、円滑な出願と進

捗率80％を達成した。大学連携指

導により生徒の意識も向上した

が、「理系クラスの10％進学」と

いう数値目標は達成に至らなかっ

た。学力底上げが不十分だった点

を反省し、次期は高大連携を深

め、確実な実績向上を目指す。

B 80%

A43401 新大学入試へ

の対応

・大学入学共通テスト対策模

試、英検全校受験を実施

・新大学入試の情報収集に努め

共有する

5年目  引き続き高い水準で大学入学共

通テストの出願がなされるよう、

進路指導部と学年担当教員が協力

して生徒・保護者に働きかける。

 大学入学共通テスト対策模試お

よび説明会を計画通り実施し、生

徒・保護者へタイムリーな情報提

供を継続した結果、進学意識の高

揚と円滑な出願手続きを実現し

た。年度後半においては、入試形

態の多様化に対応すべく、職員間

の情報共有を密にし、個別指導の

回数と質を向上させた。これによ

り、生徒一人ひとりの志望に即し

たきめ細やかなサポート体制が構

築され、最終的には目標とする進

学実績を概ね達成することができ

た。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A43501 保護者への情

報提供

・学校と保護者が協力して進路

指導に向かう体制づくりを構築

・保護者へ向け最新の進路情報

を発信・共有

5年目  生徒それぞれの最適な進路実現

に向け、各家庭と適切に連携を図

るため、引き続きYoutubeによる

録画配信をすることで、より多く

の保護者に情報提供できるよう取

り組む。

 対面とオンラインを併用した説

明会（ハイブリッド形式）の開催

により、保護者に対する情報提供

量が飛躍的に増加し、進路指導方

針への理解が促進された。説明会

の録画配信により随時確認できる

仕組みを整備するなど、家庭との

連携を強化した。今後は、情報発

信が過多にならないよう努めるほ

か、関心が希薄な保護者にも効果

的に伝達する必要がある。

A 100%

A44101 定員充足を基

本とした入学

者数の確保

・受験者数1,000人、在籍生徒

数は適正数値を目指す

・神奈川県私立学校入学者選抜

制度による、生徒募集の厳格管

理

・適正な内申基準の設定、効果

的な入試制度、更なる改善

5年目  学力ブランドを醸成し、保持す

るためにも、引き続き内進基準を

維持しながら、適正な生徒数の確

保を目指す。

 内進基準を維持しつつ入試相談

制度を適切に運用し、入学者を受

け入れた結果、4月1日時点の在校

生徒数947人と目標（945人）とほ

ぼ同水準となり、適正範囲となっ

た。今後も、競合校の動向分析や

入試制度の改善を通じて、学力ブ

ランドの維持と生徒数の適正化に

努めることとする。

A 100%

A44201 学校説明会を

はじめとする

広報活動の効

果的かつ適正

な運用

・来場者の満足度を落とすこと

なく、アピールすべき内容を的

確に伝える

・教員の配置の更なる改善、説

明内容の精査

・マニュアルの徹底、説明資料

の統一と共有化

・来場者に対する丁寧な対応を

徹底

5年目  学校説明会に参加できない受験

生を少しでも減らせるよう、オン

ライン説明会の開催も企画する一

方、対面型の学校説明会の日程や

回数について検討・変更する。

 対面・オンライン併用の学校説

明会を開催し、来場者数は令和6

年度対比140%となるなど大きな

反響があった。当日は生徒スタッ

フの活用を含め効果的な魅力の発

信に努めた。対面型には参加人数

に制限があるため、オンラインを

含め日程・回数を更に調整するな

ど、潜在的な来場希望者に対する

対応強化を図る必要がある。

A 100%

A44301 ホームページ

をはじめとす

るインター

ネットの一層

の活用及び充

実

・入試・広報に関することの情

報等、本校ホームページの充実

・ホームページのスマートフォ

ン用サイトの充実を図る。

・LINE公式アカウント、

YouTubeチャンネル等の充実を

図る。

5年目  従来の公式Youtubeに加えて、

公式Instagramをより一層充実さ

せ、受験生に訴求できる広報を展

開する。

 公式InstagramやYouTube

ショートの活用、HPのリアルタ

イム更新体制整備により、受験生

への迅速かつ効果的な情報発信を

実現できた。今後は発信内容の一

貫性や更新頻度の維持といった課

題を改善し、さらなる広報の質向

上を図る。5カ年の取組を通じて

広報基盤が確立された。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A51101 入学定員の確

実な確保(本

学一般入試・

大学入学共通

テスト)

 各学科の競合大学の状況や受

験者ニーズを分析・考慮した上

で、試験科目、出題分野、試験

日程、地方会場等を検証し、時

代に即した入学試験を実施す

る。また、時期に合わせた広報

活動も実施する。

5年目  中期目標・中期計画を策定した

頃とは高校生の受験動向が様変わ

りし、早期の進路決定の傾向に対

応するため、全学科において年内

入試での入学(予定)者の一定数確

保を推進しながら、費用対効果を

考慮し一般入学試験(第Ⅰ期)の試

験日程の見直しを図ることとす

る。

 特に志願倍率が高く、高校生の

需要が高いと見込まれる獣医学科

について、オンラインにて獣医学

科 一般入試徹底解説講座を開催し

た。また、予備校と連携し、受験

を検討している高校生に対して

DMによる広報施策を実施するな

ど、一般選抜の志願者確保に努め

た結果、生命・環境科学部では志

願者数は目標値に届かなかった

が、獣医学部にあっては目標値を

大幅に超えることができた。

A 94%

A51102 入学定員の確

実な確保

(推薦等入学

試験)

 指定校・協定校含む戦略的な

推薦入学試験を実現するため、

強化地域(例：鉄道沿線や本学

の教育ニーズの高い地域)、高

校の課程別戦略、評定基準、試

験実施方法等を精査し、時代と

受験者ニーズに即した推薦入学

試験を実現する。

5年目  総合型選抜及び学校推薦型選抜

での志願者確保に引き続き努め

る。これまでの志願状況を踏ま

え、一般入学試験(第Ⅰ期)の試験

日程を1日程減らすほか、縁結び

入試及び総合型選抜入試(第Ⅲ期)

は廃止する。

 オープンキャンパスを中心に高

校生、御父母等のニーズに即した

学生募集活動に努めた結果、総合

型選抜及び学校推薦型選抜の志願

者数は、獣医学部にあっては606

人（目標330人）、生命・環境科

学部にあっては201人（目標90

人）となり、目標を大幅に達成す

るとともに、前年度入試実績を上

回る成果が挙がった。

S 100%

A51103 学部学科の改

組等の教育組

織改革

 少子化が進行する中、大学に

おける入学定員充足と学園経営

の安定化を維持するため、時代

に即した教育の提供を目的に、

改組等について検討し取り組

む。

5年目  獣医保健看護学科の設置に伴い

学科の定員変更を行ったことから

当該学科の完成年度を迎えた後に

実施することが望ましい情勢にあ

るため、令和7年度は食品生命科

学科及び環境科学科の改組構想を

定めることに取り組む。

 生命・環境科学部改組に向けた

ワーキンググループを設置の上、

学部学科名称の変更を含めた１学

部２学科構想案を策定し、理事会

に基本的な方向性について報告し

た。また、文部科学省に対する手

続を円滑に進める観点から、一般

財団法人日本開発構想研究所と業

務委託契約を締結し、適宜確認を

行いながら、議論の進捗を図っ

た。

A 100%

A51104 博物館の教育

への活用

 両学部にて、学生の教育活動

の場として、「歴史的資料の展

示」、「動物標本の展示」、

「研究内容の紹介の展示」を3

本柱する博物館として積極的に

活用されており、今後も継続し

て活用されるよう取り組んでい

く。

5年目  引き続き授業での活用を働きか

ける。また、コロナ禍を経て、博

物館解説サークル「ミュゼット」

の活動も再開されたので、解説活

動に協力するだけでなく、博物館

主催イベントにも当該所属学生を

アルバイトとして雇用すること

で、学生のうちからプレゼンテー

ション能力等の社会人基礎力を身

に付けられる機会を提供する。

 獣医保健看護学科の「動物形態

機能学・臨床検査学実習Ⅰ」、食

品生命科学科の「生理学実習」、

環境科学科の「環境野生動物

学」、動物応用科学科の「進化・

分類学」、附属高等学校の「美

術」で博物館の活用があり、授業

回数は5回（目標10回）であるも

のの、参加人数は298人（同250

人）と目標を上回った。

A 80%

A51201 附属高校との

充実した連携

 従来からの取組に加えて、

「麻布出る杭プログラム」の中

の高大連携プログラム「いのち

と共生の研究プログラム」への

参加を働きかけるとともに、動

物・生命科学に興味を持つ生徒

の進学につなげる。

5年目  高大接続・社会連携プログラム

開発センター及び教務課との連携

を更に強化し、「麻布出る杭プロ

グラム」や特色ある教育・研究内

容の魅力を伝え、進学希望者の確

保を目標とするが、まずは獣医・

動物分野への興味関心の喚起を図

るため、高校内において本学教員

による学問分野・大学での学習、

研究に係る説明機会を設けること

ができるよう取り組む。

 附属高校の一部の授業におい

て、本学の教育研究資源（博物

館）の活用があった。高大接続・

社会連携プログラム開発センター

及び教務・学生支援課と連携し、

「麻布出る杭プログラム」につい

て説明を行い、高大接続を試みた

ものの、附属高校において、探求

学習に重点を置いていないという

状況もあり、連携には至らなかっ

た。

B 30%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A51202 新たな協定校

の開拓

 従来からの連携協定校との取

組に加えて、入学実績のある高

校や本学の教育に関心を持つ高

校との協定を推進する。協定内

容には指定校推薦枠、聴講科目

の提供、夏期体験実習及び夏休

み研究室体験の受入れ、教育実

習受入などを検討する。また、

高校・大学の教育連携を深め

て、「麻布出る杭プログラム」

につなげる。

5年目  令和6年度に引き続き、教務課

との更なる連携強化を図り新たな

連携校の開拓を推進する。また、

高大接続・社会連携プログラム開

発センターが開設され、関係部署

が増えたことから、改めて最終年

度以降の事業取組内容及び事業推

進者等についてセンター、教務課

及び入試広報・渉外課の３者で検

討の上、方針を取りまとめる。

 調整中であった高校１校と令和

7年度内に協定締結することがで

きた。また、高大接続・社会連携

プログラム開発センター及び教

務・学生支援課との連携を通じ

て、協定校に対し、夏期体験実

習、夏休み研究室体験、いのちと

共生の研究プログラム、アカデ

ミックキャンプ等を提供すること

で、連携を深めることができた。

A 100%

A51301 財政に関する

⾧期推計の計

画的実施

 令和12年度末に全国平均を

上回る純資産構成比率にすべ

く、理事等から提示される算出

条件を踏まえて、⾧期推計の基

礎資料を整備する。

1年目  理事等から提示される条件に基

づいてデータの整理を行い、並行

して検討されるキャンパスマス

タープランの方向性を踏まえた⾧

期推計の基礎資料を作成する。

 財務担当理事から財務状況の推

移や他大学との比較を踏まえた

「学園の財務分析と中期・⾧期計

画」について報告があり、部門別

収支を考慮した今後の予算編成方

針が示されたが、理事会の方針に

より、キャンパスマスタープラン

の見直しが発生し、年度ごとの計

画が不透明になったため、実質的

な⾧期推計の策定は困難になっ

た。

C 0%

A51302 財務分析・経

年比較等を実

施するための

中期的な人員

配置に基づく

人件費算出

 大学専任教員136人枠、高校

教員51人枠及び専任職員80人

枠（令和6年度～令和11年度を

82人、令和12年度81人、令和

13年度80人）を基本とし、こ

の方針に則って適切な教育研究

組織及び事務組織を構築できる

よう整備する。

1年目  理事や教学から提示される条件

等（中期的な教職員数、事務組

織、教員組織等）に基づいてデー

タを整理し、適正な人員配置及び

人件費管理のための基礎資料を作

成する。

 令和8年度予算要望に向け、計

画外の依願退職や病気休職等の変

動的な要素等についても可能な範

囲で留意しながら、人員枠の基本

方針に沿った基礎資料を作成し

た。今後ヒアリングを通じ、より

実態に即した教育研究組織及び事

務組織に整備できるよう資料を更

新していくこととする。

A 100%

A51401 5年間(令和3

年度～令和7

年度)で収益

源となる事業

の整理・調

査・提案

 学園の新たな収益につながる

事業の調査・実行方法等を検討

し、学園内で定着・推進できる

取組の調査を行う。令和9年度

4月を事業のスタート年度とな

ることを目指し、学園発展の一

助となる事業を整理・調査・提

案する。

5年目  令和6年度に実施した調査結果

に基づき、必要に応じて追加調査

を行い、第5期中期目標・中期計

画の事業計画として推進すること

ができるか、方向性を定める。

 学園子会社設置に向けた情報収

集のため、３つの学園を訪問し、

子会社が営む事業内容やその形態

について調査した。その上で、施

設・設備総合管理業を中心に展開

できる可能性の高い事業を整理

し、業務執行理事等に提案したと

ころ、基本方針として、第５期中

期目標・中期計画期間中に推進す

ることとなった。

A 100%

A52101 動物病院の経

営改善の取組

 収支改善に向けた診療単価等

の見直しを行い、年度毎に収支

状況の分析を実施し、更なる改

善の検討を行う。また、診療イ

ンセンティブ制度を導入して、

診療科及び教員のモチベーショ

ンを高めて、診療件数の増加を

図る。

5年目  料金改定で増収となっている一

方、診療件数が落ち込んでいるこ

とから、令和4年度並みに戻す手

立てを病院一丸となって検討し実

行する。

 目標額6.4億円に対し最終収益

は6.18億円と未達であったが、前

年度比12.2％増を達成した。収入

面では着実な成⾧が見られてお

り、診療件数においては目標を上

回る増加となった。また、職員用

院内スマートフォンの導入によ

り、職員間のコミュニケーション

が活性化しており、今後も更なる

成⾧を目指す。

A 100%
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取組
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A52102 動物病院業務

体制の整備

 動物病院改革に取り組む委員

会で業務体制の問題点や改善点

の検討を行い、教員、動物看護

師及び事務職員の意識改革を推

進するとともに業務委託による

負担軽減を行う。特任教員の適

性な労務管理の徹底、専任教員

の指導による特任教員の診療の

質の向上に取り組む。

5年目  特任教員の超過勤務時間が多い

傾向にあるため、引き続き適正人

数を精査するほか、業務分担の見

直しを図るとともに、臨床教員制

度や愛玩動物看護師の無期雇用転

換制度の検討など、労働環境の整

備に取り組む。

 業務や診療の効率化及び負担平

準化に向け、診療支援体制の強化

に取り組んだ。変形労働時間制が

採用される特任教員については、

時間外労働の実態把握やその是正

に向けて検討したが、診療件数の

増加に伴い、その改善には至らな

かった。今後は診療計画の見直し

やタスクシフトなど実効性のある

労働時間削減策を講じる必要があ

る。

B 90%

A52201 馬の診療の充

実化

 馬の診療充実化は、他大学に

ない取組であり本学の参加型臨

床実習を軸とする「特色ある臨

床教育」を充実させる。高度医

療機器を活用した専門医療は、

附属動物病院の収入増ととも

に、オリンピックや国体の競技

馬診療等で、教育と公共の福祉

に大きく貢献する。

5年目  引き続き適応する人材を探すこ

ととする。

 これまでと同様、馬診療科の専

任教員を充足できなかった。馬の

二次診療について、大学で診療行

為又は学生指導に当たる人材の確

保は相当ハードルが高く、実施困

難な状況である。

C 0%

A52301 学園内外に向

けた教育セミ

ナー、症例検

討会の充実

化・紹介病院

の拡大 (オン

ライン／オン

デマンドでの

実施方法の開

拓)

 対面式講義で開催していた教

育セミナーをオンライン、オン

デマンドとすることで時間や地

域に縛られることなく、学ぶ場

を提供する。その環境を整備

し、渉外課と連携して実施す

る。

5年目  アンケート内容を精査する。ま

た、配信予定についてあらかじめ

提示できておらず、配信時期も不

安定となっているため、年度初め

に配信スケジュールを着実に通知

することで、視聴者数の確保に努

める。

 オンデマンド資料の提供を通じ

た臨床教育セミナーの配信に取り

組むとともに、ホームページや

SNSを活用した広報活動を実施

し、視聴数の向上に努めた。今後

はアンケートに基づいた企画内容

の改善、近隣動物病院への告知強

化に努める。

 なお、動画の満足度や理解度の

平均は、共に5段階評価で4.4と高

水準だった。

A 100%

A52302 市民向け公開

講座の開講

 本学附属動物病院で行ってい

る診療活動の広報の一環とし

て、学園祭又はオープンキャン

パスを利用して市民向け講演会

を行い、獣医療に対して理解を

深めてもらう。

5年目  引き続き広報の一環として、市

民に対して獣医療の理解を深めて

もらえるような企画を立案・実施

する。また、プレスリリースを2

年間実施できていない状況である

ため、入試広報・渉外課と連携

し、大学ホームページを通じて、

情報発信に取り組む。

 神奈川新聞のコラム掲載「獣医

師のしごと」に12回寄稿した。

テーマは「畜産物の『安全』守る

産業動物獣医師の仕事とは」「命

をつなぎ食生活を支える」等、産

業動物診療部所属獣医師が執筆

し、普段接する機会の少ない産業

動物獣医師の重要性や役割、責務

を伝え、獣医療に対する理解促進

を図った。

A 100%

A53101 事務職員ポー

トフォリオ

(スキル等可

視化)

 事務職員のスキル、経験等を

統一的に把握し、人材活用や事

務組織の活性化につなげる。

5年目  ベースとなるテンプレート案を

元にダミーデータ等によるトライ

アルを経て、事務職員のスキル、

経験等を統一的に把握できるポー

トフォリオを目指す。

 成果として、テンプレート案

（Excel形式）を作成することが

できた。課題としては、ダミー

データ等によるトライアルを通じ

て、不具合等への修正作業の必要

性を認識している。今後は、生成

AIを活用して改善を進め、事務職

員の技能、経験等を統一的に把握

できる仕組みの構築を目指すこと

とする。

A 100%
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取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A53102 事務職員の専

門知識・能力

向上の取組

 外部機関等を活用し業務に直

接関係する専門知識・能力の向

上に資する研修等への参加を組

織的に実施する。

大学基準協会研修員制度の利

用、推奨資格、勉強会等につい

ても検討する。

5年目 ①外部機関の研修等に1人1回受講

する。

②認証評価機関に評価委員候補を

最低1人以上推薦し、認証評価の

スキルと経験値の向上に取り組む

ことで、第4期認証評価の受審に

向け、その傾向や求められる対応

について、積極的に情報収集等を

行う。

 事務研修は1人当たり1～2回参

加させることで、知識・能力の向

上に資するよう努めた。また、委

嘱されるには至らなかったが、計

画に基づいて、認証評価機関の評

価員候補に事務職員3人を推薦し

た。

A 100%

A53103 大学運営の現

状理解の浸透

や教職協働に

よる取組の推

進

 学園・大学の運営方針や財務

状況等の理解・浸透を図り、教

職協働による取組の推進を図

る。

5年目  教職協働を通じて、学園が掲げ

るビジョン等（5A）を達成するた

め、教職員の共通目標や価値観の

理解促進に資する取組を引き続き

計画する。

 令和7年度にあっては、学園創

立150周年（2040年）を見据えた

⾧期ビジョンの方向性や、同ビ

ジョンの達成に向けた第5期中期

目標・中期計画（案）に関するオ

ンライン説明会の開催、理事⾧・

学⾧・校⾧による学園・大学・高

校の運営等に係る説明会を実施す

るなど、学園運営の現状理解の共

通化を図った。

A 100%

A53201 特定資産の純

増計画及び資

産運用の見直

し

 財政基盤の安定化に向けた収

入増加策として、資産運用規模

を拡大するため、平成28年度

から令和12年度までの15年間

において資産運用の資金源とな

る施設設備引当特定資産及び減

価償却引当特定資産を30億円

純増させる。

5年目  引き続き今後の建物の建替に備

え、財務基盤を強化することと

し、令和7年度予算に基づき、特

定資産の繰入額及び有価証券購入

額を決定する。また、有価証券の

購入に当たっては、理事会におい

て基本方針を決定する。

 一般支払資金から施設設備引当

特定資産に10億円、減価償却引当

特定資産に2億円を繰入れ、有価

証券12億円分を購入した。令和7

年度末において、施設設備・減価

償却引当特定資産は80億円（目標

41億円）、有価証券保有額は73億

円（同50億円）、受取利息収入額

は約1.2億円（同0.5億円）を計上

した。

S 100%

A53202 寄付金事業

(未来募金)の

運用

 平成29年から実施している

「麻布獣医学園未来募金」の募

集を引き続き実施するととも

に、活用について適宜検討を行

う。

5年目  「遺贈による寄付」について引

き続き周知活動及び受入体制の整

備を行い、寄付があった際には他

課と連携して運用方法等を検討す

る。また、学園の135周年に合わ

せて寄付金の募集を行う。

  「麻布獣医学園未来募金」の

募集に先駆けて、募金趣意書の内

容やデザインを更新した。趣意書

は、大学同窓会の協力を得て、

『同窓会報』に同封の上、9月末

に卒業生に向けて配布することが

できた。1月末には、卒業年次を

除く大学在学生保護者2,020名に

対し趣意書を送付した。

B 100%

A53203 既存施設の有

効活用

 授業や学園行事を優先した上

で、地域・社会貢献の観点か

ら、学外者等への貸出を行い、

学園既存施設の有効活用を図

る。施設貸出を行うに当たって

は、新型コロナウイルス感染拡

大防止の衛生管理を徹底した上

で行う。

5年目  引き続き、授業や学園行事を優

先した上で、地域・社会貢献及び

学園既存施設の有効活用を図る観

点から、学外者等への貸出を行

う。

 全面的に施設を貸出しているも

のの、令和7年度実績としては8号

館大規模改修工事の影響により、

40件約450万円の収入計上にとど

まっており、前年度対比▲16件、

▲560万円と件数、金額のいずれ

も減少している。

次年度も8号館及び9号館内のLED

化工事を予定しているが、最小限

の影響にとどめたい。

A 100%
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計画№ 事業計画名 事業の取組内容
取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A53205 コンプライア

ンスの強化

 改正私学法で求められている

項目の一部である内部統制シス

テムの整備について、役職者の

権限と範囲及び現行規則の適用

範囲と課題抽出を行い、これら

の状況と課題を確認した上で、

理事会において基本方針を策定

する。また、改正を含めた規程

整備と人員補充を含めた実質的

な体制整備を検討する。加え

て、法令や社会的規範を遵守

し、公平公正に業務が遂行され

るよう、部署間で連携して研修

機会を設ける。

2年目  令和6年度に実施できなかった

現行規則における課題の抽出を行

う。その結果に基づき、所管分掌

の見直し、過重に制定している規

則の整理等を含めて改善を図り、

実質的に有効な体制の整備につい

て、垣根なく継続して検討する。

 大学基準協会からも指摘された

規則と実態とのかい離について、

学⾧改善指示に基づき、今後の規

則改正に当たっては、固有名称で

はなく「学校法人麻布獣医学園事

務組織規程」における所管に基づ

き表記することとした。また、関

連規則に基づき、法令遵守の意識

醸成と定着を推進するため、コン

プライアンス研修を実施した。

A 100%

A53301 出産・育児・

介護等の両立

支援に向けた

取組

 ライフステージを考慮した出

産・育児・介護等の両立支援に

資する取組を検討する。

5年目 ①DEI推進センターと連携し、引

き続き属性別に分かりやすいリー

フレットを活用し、周知及び相談

への対応等を行う。

②対象の男女共に育児休業を取得

する傾向は増えつつある。引き続

き女性の育児休業取得率100％を

目指す。

 出産、育児又は介護を理由とす

る離職者は発生しておらず、子の

看護休暇等は、対象教職員（特に

男性職員）に多く利用されてお

り、定着化が図られている。ま

た、子が出生した者8人（女性4

人、男性4人）のうち、3月末時点

で育児休業取得者は7人（女性4

人、男性3人）であり、女性の取

得率は100％であった。

A 100%

A53302 ダイバーシ

ティの推進

 文部科学省に提出した事業計

画に基づき、令和7年度まで

に、女性研究者採用比率を

50％(現時点：50%)、教授の女

性比率を20％(現時点：12%)ま

でに引き上げることを目標に掲

げ、女性研究者の研究効率や研

究力の向上に係る取組を推進し

ていく。

2年目  令和6年度までの3年間をもって

文科省による補助期間が終了し、

令和7年度から全額学園資金で推

進することとなるが、令和9年度

まで活動（成果）報告の対象期間

であるため、予算の査定結果に応

じた研究支援や環境整備等に取り

組むとともに、女性限定公募の実

施等を通じて、目標値達成に向け

て取り組むこととする。

 女性研究者の研究効率向上や研

究環境整備に向け継続的に取り組

んだほか、教員の女性限定公募や

教授昇任も実現させることができ

た。その結果、女性採用比率は目

標に達したが、これを上回る男性

の教授職昇任があったため、教授

職の女性比率は前年度対比で約

3.5％向上したものの、目標

（20％）にやや届かなかった。

A 100%

A53401 意思決定方法

の簡略化(電

子決裁の導入

やプロセスの

検討)

 決定権限の見直しを図り、出

張伺いや外部委員の委嘱等の簡

易な文書は、メール、ワークフ

ロー等の活用により簡略化する

とともに、決裁者の人数を削減

する。併せて情報セキュリティ

等を見据えルール化を図る。

5年目  達成目標にできる限り近づける

べく、電子決裁及び電子契約を更

に推進するとともに、コピーカウ

ンター料金を事務局一括予算から

各課配分に切り替えるなど、職員

一人一人のコピー・印刷経費の削

減意識を高める施策を検討する。

また、事務組織全体のDX推進に

係る体制を整備し、業務効率化の

企画・実施の機動力の向上を図

る。

 諸規則の制定及び改正により、

意思決定の簡略化や電子決裁を大

きく進展させることができた。年

度途中まで電子決裁の利用を試験

期間としたことに加え、秘密文書

を原議書決裁としていることもあ

り、完全な電子決裁化には至って

いないものの、更なるDX化等に

向け、改組により情報システム支

援課を設置するなど、業務の効率

化を図る体制を整備した。

A 100%
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取組
年数

令和7年度の取組計画 令和7年度の成果と課題
自己
評価

事業
進捗率

A53501 キャンパスマ

スタープラン

第Ⅳ期の構築

と実行

 キャンパスマスタープラン第

Ⅳ期の構築と実行

主な事業は次のとおりである。

・令和4年度に新牛舎の竣工を

目指す。

・令和3年度に動物病院の増改

築に係る基本設計。

・令和5年度に動物病院の増改

築竣工。

5年目  キャンパスマスタープラン及び

理事会の方針にのっとり、修繕工

事を進める。

  現行のキャンパスマスタープラ

ン第Ⅳ期改訂版に基づき、8号館

の大規模修繕工事に着手し、計画

どおりに完了した。また、施設の

機能的限界(設備の老朽化)を考慮

し、ここ数年は安定した入学者確

保の目処も立つ等堅実な経営状況

を踏まえ、次年度以降、建替を軸

とした施設整備計画への再移行す

る。

A 100%

A53502 大学及び附属

高校の教育環

境の整備修繕

の計画的な実

施

 大学及び附属高校の設備、中

⾧期修繕計画の中で、評価区分

等を精査し、優先順位を基に各

建物の電気、空調、衛生関連の

修繕等を年次ごとに計画的に行

い、施設・設備の⾧寿命化を図

る。

5年目  大学・附属高校の設備、中⾧期

修繕計画の中で、評価区分等を精

査し、令和7年度の予算配分額に

応じた優先順位に基づき、各建物

の電気、空調、衛生関連の修繕等

を計画的に行い、施設・設備の⾧

寿命化を図る。

 大学及び附属高校の設備に関す

る中⾧期修繕計画の中で、評価区

分等を精査し、令和7年度予算配

分額に応じた優先順位に基づき、

8号館の大規模修繕工事や1号館の

空調更新工事をはじめ、各建物の

電気、空調、衛生関連の修繕等を

実施し、計画どおりに進捗を図る

ことができた。

A 100%

A53603 ハラスメント

防止の理解の

浸透に向けた

取組

 ハラスメント等の人権侵害及

びその防止について理解を深め

るため、様々な啓発活動(配布

物、webサイト、入学時のオリ

エンテーション、セミナー、ア

ンケート調査等)を通して理解

の浸透に取り組む。

2年目  これまでも、ハラスメント等の

防止について理解を深めるために

様々な啓発活動に取り組んでお

り、学生、生徒、教職員等に対し

概ね理解の浸透が図れているが、

令和5年に法改正のあった不同意

性交等罪など、特に学生の中で

誤った理解がないよう丁寧な啓発

活動を実施する。

 令和7年度は、新入生に対する

ハラスメント研修、教職員に対す

るカスタマーハラスメントを主な

テーマとしたオンデマンド研修、

学生サークルに対する性的同意や

第三者介入を中心とする研修をそ

れぞれ実施し、アンケート調査か

らもハラスメント防止への理解が

図られていることを確認すること

ができた。

A 100%
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▌４．教育研究の概要 

【大学（学士）〔令和 7（2025）年度〕】 
ディプロマ・ポリシー（卒業又は修了の認定に関する方針） 
 獣医学、畜産学、獣医保健看護学、動物応用科学、生命科学及び環境科学の教育に基づき、ICT を活用し、人と動

物と環境の共生をめざす専門的知識と技術を習得し、主体的に学び続け、他者と協働して共に成長できる、幅広い

視野を持ち国際社会に対して積極的に貢献できる能力を身に付け、所定の単位の修得及び所定の課程を修了して卒

業を認めた者に対して、学士の学位を授与する。 
カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

  麻布大学は、学生にディプロマ・ポリシー（卒業又は修了の認定に関する方針）に掲げる専門知識・技術などの実

践力、主体的に学びを継続しながら他者と教導して共に成長し、幅広い視野を持って国際社会に対して積極的に貢

献できる能力及び適切な倫理観を修得させるために、基礎教育あるいは教養教育系科目、専門教育系科目を体系的

に編成し、ICT を活用しカリキュラムの充実を図り、講義、演習、実習等を適切に組合せた授業により主体的・自

律的な学習を促す教育を実施する。 
アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

麻布大学では｢学理の討究と誠実なる実践｣を建学の精神とし、大学の教育の目的を、獣医学、畜産学、獣医保健看

護学、動物応用科学、生命科学及び環境科学に関する専門の学術を教授研究し、その応用能力の展開をはかるとと

もに、人格の完成につとめ、進んで学術の進歩と人類の生活向上に寄与し、平和社会の建設に貢献することとして

いる。この目的を達成するために、獣医学部と生命・環境科学部を設置し、そこでは教育理念として｢地球共生系

『人と動物と環境の共生をめざして』｣を掲げて教育研究を実施している。両学部ともに、本学の建学の精神をよ

く理解し、教育の目的、教育理念に賛同し、明確な目的意識を持ち、主体性をもって多様な人々と協働した学びや

自己の成長への強い意欲に溢れ、能動的に貢献する姿勢を持ち、また大学教育を受けるに十分な基礎学力を有する

学生を求めている。 
 

【大学院（修士・博士）〔令和 7（2025）年度〕】 
ディプロマ・ポリシー（卒業又は修了の認定に関する方針） 
(修士) 

  動物応用科学、畜産学、生命科学、健康科学、環境科学及び社会科学それぞれの専門領域において、広い視野を持

って高度な専門知識及び研究技術並びに科学者としての倫理観を備え、所定の単位を修得し、修士論文の審査及び

最終試験に合格した者に対して、修士の学位を授与する。学位を授与される者は、専門性が求められる職業を担う

ための能力を身に付け、人と動物と環境の共生をめざして、健康社会、食の安全に貢献することができる。 
(博士) 

  獣医学、動物応用科学、畜産学、生命科学、健康科学、環境科学及び社会科学それぞれの専門領域において、深い

学識及び卓越した高度な専門知識及び研究技術並びに社会的実践能力を備え、かつ、学術の理論及び科学者として

の倫理観を備え、所定の単位を修得し、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に対して、博士の学位を授与す

る。学位を授与される者は、研究者として自立した研究活動ができる、又はその他の高度に専門的な業務に従事す

るに必要な高度の研究・分析・提案能力を身に付け、人と動物と環境の共生をめざして、健全な社会の発展と国際

貢献に寄与することができる。 
カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

麻布大学では、大学院学生に、ディプロマ・ポリシーに掲げる高度な専門性を持つ職業人として、獣医学、畜産学、

生命科学、健康科学及び環境科学に関する専門的知識及び研究技術などを基盤とした研究能力、課題解決能力、そ

して科学者としての倫理観を身に付けさせるために、各専攻分野の教育に必要な講義、演習、実習等を適切に組合

せた授業を編成し、研究指導をする。また幅広くかつ深い学識あるいは学際的な分野の学習の機会を提供するため

に他研究科・他専攻の授業科目を履修する機会を設け、あるいは全学大学院生を対象にした大学院特別講義を開講

している。 
アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

麻布大学では｢学理の討究と誠実なる実践｣を建学の精神とし、これに則り、大学院の教育の目的を、本学の教育理

念に基づいた学部での教育研究を基盤として、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、高い技術力

及び研究遂行能力を養い、また高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文

化の進展に寄与することとしている。この目的を達成するために、獣医学研究科と環境保健学研究科を設置し、教

育研究を実施している。両研究科ともに、建学の精神をよく理解し、大学院の教育の目的に賛同し、本学大学院の

目指す教育を受けるに相応しい能力・適性を有し、かつ研究意欲が旺盛な者で、大学院教育を受けるに十分な学士

課程修了レベルの幅広い知識と教養を有する学生を求めている。 
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（１）教育実施体制                   令和 7(2025)年 5月 1日現在 

①教員及び学生数                                   （人） 

 

②職員数                                                         (人)        

  常勤職員 非常勤職員 合計 

麻布大学 86 90 176 

 

 
1．（ ）は兼務者を表す。 
2．非常勤教員は、獣医学部、生命・環境科学部、大学院、附属高等学校を兼務していても代表身分に片寄せした実人数である。 
3．非常勤教員には、後期のみ授業を担当する者及び業務委託による講師を含む。 
4．非常勤職員には、派遣職員を含む。 
 

 

 

 

総数
内 教授(学部)

内 研究指導教

員教授(大学院)
総数

内 教授(学部)

内 研究指導教

員教授(大学院)

博士 修士
(6年制含む)

学士

19 10 56 21 55 1 0 120 － 720 891

8 4 10 4 9 1 0 70 － 140 157

10 5 22 7 21 1 0 120 － 500 575

- - 7 3 5 2 0 － － － －

- - (2) (2) (2) 0 0 － － － －

- - 95 35 90 5 0 47 310 － 1,360 1,623

8 4 14 6 14 0 0 80 － 320 391

8 4 8 4 8 0 0 40 － 240 198

8 4 10 5 9 1 0 60 － 280 295

- - - - - - - － － － －

- - 2 0 1 1 0 － － － －

- - 1 1 1 0 0 － － － －

- - 1 0 1 0 0 － － － －

教職課程 2 1 2 2 2 0 0 － － － －

- - 38 18 36 2 0 67 180 － 840 884

86 44 133 53 126 7 0 114 490 － 2,200 2,507

8 4 （42） （19） - - - 10 － 40 32
博士前期課程 8 4 （25） （12） - - - 20 － 40 57
博士後期課程 8 3 （25） （12） - - - 4 － 12 6

24 11 - - - - - 0 34 － 92 95
博士前期課程 12 4 （37） （13） - - - 7 － 14 17
博士後期課程 12 4 （37） （12） - - - 2 － 6 3

24 8 - - - - - 0 9 － 20 20

48 19 - - - - - 0 43 － 112 115

- - 15 0 1 14 0 0 － － － －

- - 1 0 1 0 0 0 － － － －

- - 4 0 3 1 0 0 － － － －

- - 1 1 1 0 0 0 － － － －

- - 154 54 132 22 0 114 533 － 2,312 2,622

総合科学部門

学部・学科等

教　員 学　生
大学設置基準上の教員数 常勤教員数 常勤教員の学位取得状況

非常勤
教員数

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

学生数

小計

大学設置基準上、大学全体で
必要な教員数 23 12

学
部

獣
医
学
部

獣医学科

47動物応用科学科

寄附講座

小計

生
命
・
環
境
科
学
部

臨床検査技術学科

食品生命科学科

環境科学科

学部長付

国際コミュニケーション

フィールドワーク

数理・データサイエンス

－

学部　計

獣医保健看護学科

67

－ － － －－ － － － －

研
究
科

獣
医
学
研

究
科

獣医学専攻博士課程

0動物応用科

学専攻

小計

環
境
保
健

学
研
究
科

環境保健科

学専攻 0

小計

研究科　計

附属動物病院

寄附講座

大学教育推進機構

附置生物科学総合研究所

総合計
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（２）入学試験実施状況 

①令和 8(2026)年度入学試験結果 

■ 獣医学部 

 

 

(人) (点)

男 女 計 男 女 計 男 女 計

学校推薦型（公募制） 28 79 145 224 79 144 223 14 41 55

外国人 若干名 0 2 2 0 2 2 0 0 0

帰国生 若干名 0 1 1 0 1 1 0 0 0

社会人 若干名 1 5 6 1 5 6 0 2 2

地域枠 若干名 2 2 4 2 2 4 2 2 4

附属 推薦内 2 3 5 2 3 5 1 2 3

卒業生後継者 若干名 15 11 26 15 11 26 3 6 9

学士 若干名 8 13 21 7 13 20 1 2 3

一般Ⅰ期Ｂ 458 709 1,167 425 679 1,104 44 52 96 276/300 220/300 236/300

一般Ⅰ期D 178 301 479 167 285 452 1 3 4 非公表 非公表 非公表

一般Ⅰ(B,D)小計 636 1,010 1,646 592 964 1,556 45 55 100

一般Ⅱ期 5 143 231 374 98 167 265 2 1 3 非公表 非公表 非公表

共通テストⅠ期 7 287 498 785 286 494 780 37 57 94 563.8/600 500.0/600 521.6/600

共通テストⅡ期 5 12 33 45 12 31 43 1 2 3 非公表 非公表 非公表

合計 120 1,185 1,954 3,139 1,094 1,837 2,931 106 170 276

総合型Ⅰ期 15 7 77 84 7 77 84 0 15 15

学校推薦型（公募制） 15 4 49 53 4 49 53 0 14 14

卒業生子女 若干名 2 1 3 2 1 3 1 1 2

附属特別 推薦内 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校推薦型（指定校制） 推薦内 0 16 16 0 16 16 0 16 16

外国人 若干名 0 1 1 0 1 1 0 1 1

帰国生 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 若干名 0 1 1 0 1 1 0 0 0

一般Ⅰ期Ａ 30 128 158 28 126 154 6 16 22 194/200 170/200 180/200

一般Ⅰ期Ｃ 14 56 70 14 53 67 4 22 26 197/200 145/200 161/200

一般Ⅰ期Ｄ 14 84 98 14 83 97 2 18 20 191/200 151/200 166/200

一般Ⅰ(A,C,D)小計 58 268 326 56 262 318 12 56 68

一般Ⅱ期 若干名 7 37 44 6 29 35 0 1 1 非公表 非公表 非公表

共通テストⅠ期 5 22 131 153 22 130 152 8 25 33 466.2/500 350.0/500 380.9/500

共通テストⅡ期 若干名 2 9 11 2 9 11 0 2 2 非公表 非公表 非公表

合計 70 102 590 692 99 575 674 21 131 152

総合型Ⅰ期 25 28 63 91 28 63 91 6 31 37

学校推薦型（公募制） 25 16 22 38 16 22 38 16 21 37

卒業生子女 若干名 0 1 1 0 1 1 0 1 1

附属特別 推薦内 0 1 1 0 1 1 0 1 1

学校推薦型（指定校制） 推薦内 9 19 28 9 19 28 9 19 28

外国人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

帰国生 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般Ⅰ期Ａ 73 123 196 70 122 192 27 42 69 194/200 145/200 165/200

一般Ⅰ期Ｃ 25 52 77 24 49 73 9 8 17 186/200 150/200 164/200

一般Ⅰ期Ｄ 25 62 87 24 58 82 2 18 20 181/200 150/200 161/200

一般Ⅰ(A,C,D)小計 123 237 360 118 229 347 38 68 106

一般Ⅱ期 5 16 33 49 11 24 35 1 0 1 非公表 非公表 非公表

共通テストⅠ期 20 71 153 224 71 150 221 13 22 35 457.0/500 353.8/500 386.1/500

共通テストⅡ期 5 3 8 11 3 8 11 0 1 1 非公表 非公表 非公表

合計 120 266 537 803 256 517 773 83 164 247

※ 「一般」「共通テスト」の合格者が5人以下の試験区分については、「合格者最高点」「合格者最低点」「合格者平均点」を非公表とする。

編入学試験結果（編入年次：2年次）※獣医学科の編入学試験はなし

(人) (点)

男 女 計 男 女 計 男 女 計

看
護

編入 若干名 0 2 2 0 2 2 0 1 1
動
応

編入 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合格者
平均点

学
科

試験
区分

募集
人員

志 願 者 受 験 者

合格者
平均点

獣
医
学
科

非公表 非公表 非公表

学
科

募集
人員

志 願 者 受 験 者 合 格 者

75

試験
区分

合格者
最高点

合格者
最低点

非公表

獣
医
保
健
看
護
学
科

非公表 非公表 非公表

35

非公表

40

動
物
応
用
科
学
科

非公表 非公表

合 格 者
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■ 生命・環境科学部 

 

(人) (点)

男 女 計 男 女 計 男 女 計

総合型Ⅰ期 10 10 34 44 10 33 43 3 20 23

総合型Ⅱ期 若干名 2 7 9 2 7 9 1 4 5

学校推薦型（公募制） 20 7 14 21 6 13 19 5 11 16

卒業生子女 若干名 0 2 2 0 2 2 0 2 2

附属特別 推薦内 0 2 2 0 2 2 0 2 2

学校推薦型（指定校制） 推薦内 4 28 32 4 28 32 4 28 32

帰国生 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般Ⅰ期Ａ 15 44 59 14 44 58 7 23 30 150/200

一般Ⅰ期Ｃ 8 21 29 6 19 25 1 11 12 141/200

一般Ⅰ期Ｄ 8 20 28 6 17 23 1 8 9 148/200

一般Ⅰ(A,C,D)小計 31 85 116 26 80 106 9 42 51

一般Ⅱ期 5 5 15 20 5 10 15 0 2 2 非公表

共通テストⅠ期 5 20 80 100 20 80 100 5 43 48 262/400

共通テストⅡ期 5 0 5 5 0 5 5 0 1 1 非公表

合計 80 79 272 351 73 260 333 27 155 182

総合型Ⅰ期 10 11 3 14 9 3 12 2 1 3

総合型Ⅱ期 若干名 7 2 9 6 2 8 5 1 6

学校推薦型（公募制） 10 2 0 2 2 0 2 2 0 2

卒業生子女 若干名 1 0 1 1 0 1 0 0 0

附属特別 推薦内 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学校推薦型（指定校制） 推薦内 15 16 31 15 16 31 15 16 31

帰国生 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般Ⅰ期Ａ 28 26 54 24 22 46 5 6 11 167/200

一般Ⅰ期Ｃ 10 3 13 9 3 12 1 1 2 非公表

一般Ⅰ期Ｄ 13 4 17 11 3 14 2 1 3 非公表

一般Ⅰ(A,C,D)小計 51 33 84 44 28 72 8 8 16

一般Ⅱ期 若干名 1 2 3 0 1 1 0 1 1 非公表

共通テストⅠ期 5 44 39 83 44 38 82 9 15 24 270/400

共通テストⅡ期 若干名 4 5 9 4 5 9 1 2 3 非公表

合計 40 136 100 236 125 93 218 42 44 86

総合型Ⅰ期 15 11 4 15 11 4 15 8 2 10

総合型Ⅱ期 若干名 4 4 8 4 4 8 3 4 7

学校推薦型（公募制） 15 3 3 6 3 3 6 3 3 6

卒業生子女 若干名 0 1 1 0 1 1 0 0 0

附属特別 推薦内 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学校推薦型（指定校制） 推薦内 19 11 30 19 11 30 19 11 30

帰国生 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般Ⅰ期Ａ 58 26 84 57 26 83 37 17 54 143/200

一般Ⅰ期Ｃ 18 5 23 18 5 23 9 5 14 141/200

一般Ⅰ期Ｄ 8 10 18 7 9 16 3 6 9 139/200

一般Ⅰ(A,C,D)小計 84 41 125 82 40 122 49 28 77

一般Ⅱ期 若干名 6 5 11 6 4 10 1 0 1 非公表

共通テストⅠ期 5 75 47 122 75 47 122 57 42 99 222/400

共通テストⅡ期 若干名 4 0 4 4 0 4 1 0 1 非公表

合計 60 206 116 322 204 114 318 141 90 231

※「一般」「共通テスト」の合格者が5人以下の試験区分については、「合格者平均点」を非公表とする。

編入学試験結果（編入年次：2年次）
(人) (点)

男 女 計 男 女 計 男 女 計

臨
検

編入 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食
品

編入 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

環
境

編入 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合格者
平均点

臨
床
検
査
技
術
学
科

非公表

35

学
科

試験
区分

募集
人員

志 願 者 受 験 者 合 格 者

食
品
生
命
科
学
科

非公表

15

環
境
科
学
科

非公表

25

－

学
科

試験
区分

募集
人員

志 願 者 受 験 者 合 格 者 合格者
平均点
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■ 麻布大学大学院 2026 年度第 1期、第 2期入学試験（令和 8(2026)年 4 月入学） 

 

 

■ 麻布大学大学院 2025 年度秋季入学試験（令和 7(2025)年秋入学）   

  

 

■ 麻布大学及び麻布大学大学院 入学者数 

入学者数については、Ⅰ法人の概要「5.学生・生徒の状況」(P.7)を参照。 

 

 

（人）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1期 10 0 1 1 0 1 1 0 1 1

2期 若干名 1 2 3 1 2 3 0 2 2

計 10 1 3 4 1 3 4 0 3 3

1期 20 6 9 15 6 9 15 6 8 14

2期 若干名 2 8 10 2 8 10 2 6 8

計 20 8 17 25 8 17 25 8 14 22

1期 4 0 1 1 0 1 1 0 1 1

2期 若干名 1 1 2 1 1 2 1 1 2

計 4 1 2 3 1 2 3 1 2 3

（人）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1期 7 3 3 6 3 3 6 2 3 5

2期 若干名 3 0 3 3 0 3 2 0 2

計 7 6 3 9 6 3 9 4 3 7

1期 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2期 若干名 2 0 2 2 0 2 2 0 2

計 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2

令和8(2026)年度

令和8(2026)年度

専攻

環
　
境
　
保
　
健
　
学

環境保健
科学専攻

博士前期課程

環境保健
科学専攻

博士後期課程

募集人
員

志　　願　　者 受　　験　　者 合   格   者

獣
 
医
 
学

獣医学専攻
博士課程

動物応用
科学専攻

博士前期課程

動物応用
科学専攻

博士後期課程

研
究
科

区分

専攻

研
究
科

区分
募集人

員
志　　願　　者 受　　験　　者 合   格   者

（人）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

秋季 若干名 2 1 3 2 1 3 2 1 3

秋季 若干名 0 1 1 0 1 1 0 1 1

秋季 若干名 1 0 1 1 0 1 1 0 1

（人）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

秋季 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋季 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和7(2025)年度

令和7(2025)年度

専攻

環
境
保
健
学

環境保健科学専攻
博士前期課程

環境保健科学専攻
博士後期課程

募集人
員 志　　願　　者 受　　験　　者 合   格   者

獣
 
医
 
学

獣医学専攻
博士課程

動物応用科学専攻
博士前期課程

動物応用科学専攻
博士後期課程

研
究
科

区分

専攻

研
究
科

区分
募集人

員
志　　願　　者 受　　験　　者 合   格   者
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■ 全試験区分 志願者数推移 

 

 

 

 

 
1.令和 6 年度に獣医保健看護学科を設置 

2.令和 6 年度に入学定員を変更（動物応用科学科 130 人→120 人、食品生命科学科 80 人→40 人、環境科学科 80 人→60 人） 

4,116 

4,572 

5,606 5,512 5,543 

3,000

4,000

5,000

6,000

令和4 令和5 令和6 令和7 令和8

麻布大学（全試験区分）

全学

(年度)

2,145 

2,908 
3,117 3,084 3,139 

1,000

2,000

3,000

4,000

令和4 令和5 令和6 令和7 令和8

獣医学科（全試験区分）

獣医学科

(年度)

813

718
692

768

658
702

738 803

460

392 375 358 351

322

262
294 284

236

421

352 305 330 322

100

300

500

700

900

令和4 令和5 令和6 令和7 令和8

獣医保健看護学科、動物応用科学科、

臨床検査技術学科、食品生命科学科、環境科学科(全試験区分)

獣医保健看護学科

動物応用科学科

臨床検査技術学科

食品生命科学科

環境科学科

(年度)
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（３）卒業者・修了者数及び進路状況    令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

 

① 卒業者・修了者数（令和 7(2025)年度） 
学部・学科 学位 卒業者数(人) 

獣医学部 
獣医学科 学士（獣医学） 154 

動物応用科学科 学士（動物応用科学） 130 

生命・環境科学部 

臨床検査技術学科 学士（保健衛生学） 96 

食品生命科学科 学士（保健衛生学） 41 

環境科学科 学士（環境科学） 62 

 
研究科・専攻 学位 修了者数（人） 

獣医学研究科 

獣医学専攻博士課程 博士（獣医学） 13 

動物応用科学

専攻 

博士前期課程 修士（動物応用科学） 20 

博士後期課程 博士（学術） 3 

環境保健学研究科 
環境保健科学

専攻 

博士前期課程 修士（環境保健科学） 8 

博士後期課程 博士（学術） 2 

 

①－1 大学院修了者の内訳                        (人) 

 
 

② 一の年度に大学院に入学した者のうち、標準修業年限修了者、早期履修による修了者、退学者等    (人) 

 

 

博士前期
課程

博士後期
課程

博士前期
課程

博士後期
課程

標準修業年限で修了した者 10 17 3 6 1

早期履修による修了者 - 1 - 1 -

標準修業年限から1年超過 3 1 0 0 1

標準修業年限から2年超過 0 1 0 1 0

標準修業年限から3年超過 0 - 0 - 0

標準修業年限から4年超過 0 - - - -

修了者数 13 20 3 8 2

獣医学研究科 環境保健学研究科

獣医学専攻
博士課程

動物応用科学専攻 環境保健科学専攻

入学者数

うち
長期履修
学生数

標準修業年限
で修了した者

早期履修に
よる修了者

左記以外の
修了者

退学者 在学中の者
（休学中の者を含む。）

4年 2022年度入学者の状況 8 0 8 － 0 0 0

2021年度(10月)入学者の状況 4 0 2 － 1 0 1

博士前期課程 2年 2024年度入学者の状況 33 － 17 10 0 4 2

博士後期課程 3年 2023年度入学者の状況 3 0 3 － 0 0 0

博士前期課程 2年 2024年度入学者の状況 7 － 6 1 0 0 0

博士後期課程 3年 2023年度入学者の状況 1 0 1 － 0 0 0

左記入学者（長期履修学生を除く）の状況
（内訳）

獣医学
研究科

獣医学専攻博士課程

動物応用
科学専攻

環境保
健学研
究科

環境保健
科学専攻

研究科・専攻
標準修
業年限

入学年度
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③ 博士・修士学位授与数（令和 7(2025)年度）   令和 8(2026)年 5 月 1 日現在 

研究科・専攻等 
学位授与数（人） 

修士 博士 
（獣医学） 

博士 
（学術） 

獣
医
学
研
究
科 

獣医学専攻 - 13 - 

動物応用科学専攻 20 - 3 

麻布大学学位規則第 3 条第 3項に該当する者※ - 0 0 

小計 20 13 3 

環
境
保
健

学
研
究
科 

環境保健学専攻 8 - 2 

麻布大学学位規則第 3 条第 3項に該当する者※ - - 2 

小計 8 - 4 

合 計 28 13 7 

※麻布大学学位規則 

第 3 条第 3 項：博士の学位は、本学大学院の博士課程を経ない者であっても、論文を提出して、その審査に合格し、 

かつ、前項に該当する者と同等以上の学力があることを確認された場合には授与することができる。 

 

④ 進路状況（令和 8(2026)年 5月 1 日集計時点）                                                  （人） 
学部・学科 就職 進学 その他 

獣医学部 
獣医学科 113 10 31 

動物応用科学科 98 22 10 

生命・環境科学部 

臨床検査技術学科 44 6 46 

食品生命科学科 38 1 2 

環境科学科 53 2 7 

                                                       （人） 

研究科・専攻 就職 進学 その他 

獣医学研究科 

獣医学専攻博士課程 13 0 0 

動物応用科学 

専攻 

博士前期課程 16 3 1 

博士後期課程 3 0 0 

環境保健学研究科 
環境保健科学 

専攻 

博士前期課程 6 2 0 

博士後期課程 2 0 0 

 

⑤ 進学先内訳（令和 8(2026)年 5月 1日集計時点）                       （人） 

学部・学科 自大学院 他大学院 自大学 他大学 短期大学 
専門学校・

各種学校 

その他 

(留学等) 

獣医学部 
獣医学科 1 6 2 1 0 0 0 

動物応用科学科 18 3 0 0 0 1 0 

生命・環 

境科学部 

臨床検査技術学科 5 0 1 0 0 0 0 

食品生命科学科 1 0 0 0 0 0 0 

環境科学科 1 0 0 0 0 1 0 
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⑥ 就職先内訳       令和 8（2026）年 5月 1日現在 

令和 7（2025）年度 学部卒業者                       （人） 

 

　

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

61 93 42 88 34 62 24 17 45 17 206 277 483

45 68 32 68 14 34 24 14 38 17 153 201 354

45 68 31 67 11 33 24 14 37 16 148 198 346

0 0 1 1 3 1 0 0 1 1 5 3 8

100.0 100.0 96.9 98.5 78.6 97.1 100.0 100.0 97.4 94.1 96.7 98.5 97.7

2 2 2 2 4

5 8 1 2 6 10 16

1 1 4 1 1 6 7

1 4 5 1 5 6 11

1 1 6 1 7 2 9

2 2 5 1 8 4 10 12 22

2 1 1 2 3

0 0 0

1 1 0 1

3 1 1 1 2 2 6 8

0 0 0

0 0 0

1 1 1 1 2

1 1 0 1

0 0 0

1 0 1 1

1 0 1 1

1 1 0 1

2 2 1 1 3 3 6

1 1 0 1

3 10 3 1 1 7 11 18

1 6 2 2 1 4 8 12

0 0 0

1 1 0 1

1 1 1 1 2

1 0 1 1

1 0 1 1

1 2 2 1 3 3 6

8 30 8 30 38

0 0 0

1 1 1 1 1 3 4

0 0 0

1 1 1 1 2

1 1 1 1 3 1 4

0 0 0

1 1 0 2 2

3 8 3 8 11

1 1 1 1 1 1 3 3 6

0 0 0

33 41 2 33 43 76

0 0 0

0 0 0

3 2 2 4 3 7

2 0 2 2

0 0 0

2 0 2 2

0 0 0

1 1 0 1

2 2 0 2

0 0 0

0 0 0

1 1 8 15 1 1 3 3 18 3 31 23 54

0 0 0

45 68 31 67 11 33 24 14 37 16 148 198 346

1 6 7 14 3 2 1 1 12 23 35

1 1 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1 1 1 1 2 3

1 1 2 0 2

0 0 0

0 0 0

3 7 8 14 3 3 0 1 2 0 16 25 41

0 1 0 2 3 1 0 0 2 0 5 4 9

13 17 2 4 14 24 0 2 3 0 32 47 79

※　国家試験不合格者及び未提出者等、上記に区分されない者を含む。

獣医学部 生命・環境科学部

合計
卒業者数

獣医 動物応用科 臨床検査技術 食品生命科

区分

就職希望者

就　職　者

就職先未定者

就職率（％）
100.0%

環境科

154 130 96 41 62

98.0% 91.7% 100.0% 96.4% 97.7%

公
務
員

国家

都道府県

市区町村

農・林・漁・鉱・採石・砂利採取業

建設業

製
造
業

食料品製造業

飲料・たばこ・飼料製造業

繊維工業

印刷・同関連業

化学工業

石油・石炭製品製造業

鉄鋼業・非金属・金属製品製造業

情報通信業

運輸業・郵便業
卸
売
･
小
売
業

卸売

小
売

小売

ペットショップ

はん用・生産用・業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・精密機械器具製造業

電気・情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他の製造業

電気・ｶﾞｽ・熱供給・水道業

保健衛生

社会保険･社会福祉･介護事業
教
育
学
習
支
援

学校教育

動物園・水族館

その他の教育・学習支援業

金融業

保険業

不動産取引・賃貸・管理業

物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス業

医
療
・
福
祉

医
療
業

病院

診療所

その他の医療（臨床検査所・治験等）

学術・開発研究機関

法務

生活関連ｻｰﾋﾞｽ業

洗濯・理容・美容・浴場業

娯
楽
業

JRA

その他の娯楽業

複

合

サ

ー

ビ

ス

ＮＯＳＡＩ

その他の複合サービス事業

サ
ー

ビ
ス
業

専
門
サ
ー

ビ
ス

実験動物関連

動物病院

コンサルタント

広告業

その他の専門・技術サービス

廃棄物処理業

宗教

その他のｻｰﾋﾞｽ業

上記以外のもの

計

進
学

大学院

大学

編入学

留学（海外渡航含む）

就職しない

その他　※

研究生

聴講生

専門学校

進学未定者

その他（科目等履修生など）

計
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令和 7（2025）年度 大学院修了者                      （人） 

 

　

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

7 6 7 13 0 3 5 3 1 1 20 26 46

7 6 6 10 0 3 3 3 1 1 17 23 40

7 6 6 10 0 3 3 3 1 1 17 23 40

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 100.0 100.0 100.0 0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

2 2 0 2

1 1 0 1

1 0 1 1

0 0 0

0 0 0

1 0 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1 2 1 2 3

0 0 0

0 0 0

1 1 1 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1 1 0 1

0 0 0

1 1 1 1 2

1 0 1 1

0 0 0

1 0 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2 0 2 2

1 0 1 1

1 1 1 1 2 3

0 0 0

0 0 0

3 1 1 1 1 5 6

0 0 0

1 1 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2 2 2 2 4

0 0 0

0 0 0

1 1 0 1

2 2 0 2

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2 1 1 2 2 4

0 0 0

7 6 6 10 0 3 3 3 1 1 17 23 40

1 1 2 3 1 4

0 0 0

0 0 0

1 0 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 3 2 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

※　国家試験不合格者及び未提出者等、上記に区分されない者を含む。

獣医学研究科 環境保健学研究科

合計
修了者数

獣医博士 動物応用博士前期 動物応用博士後期 環境保健博士前期

区分

就職希望者

就　職　者

就職先未定者

就職率（％）
100.0%

環境保健博士後期

13 20 3 8 2

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

公
務
員

国家

都道府県

市区町村

農・林・漁・鉱・採石・砂利採取業

建設業

製
造
業

食料品製造業

飲料・たばこ・飼料製造業

繊維工業

印刷・同関連業

化学工業

石油・石炭製品製造業

鉄鋼業・非金属・金属製品製造業

情報通信業

運輸業・郵便業
卸
売
･
小
売
業

卸売

小
売

小売

ペットショップ

はん用・生産用・業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・精密機械器具製造業

電気・情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他の製造業

電気・ｶﾞｽ・熱供給・水道業

保健衛生

社会保険･社会福祉･介護事業
教
育
学
習
支
援

学校教育

動物園・水族館

その他の教育・学習支援業

金融業

保険業

不動産取引・賃貸・管理業

物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス業

医
療
・
福
祉

医
療
業

病院

診療所

その他の医療（臨床検査所・治験等）

学術・開発研究機関

法務

生活関連ｻｰﾋﾞｽ業

洗濯・理容・美容・浴場業

娯
楽
業

JRA

その他の娯楽業

複

合

サ

ー

ビ

ス

ＮＯＳＡＩ

その他の複合サービス事業

サ
ー

ビ
ス
業

専
門
サ
ー

ビ
ス

実験動物関連

動物病院

コンサルタント

広告業

その他の専門・技術サービス

廃棄物処理業

宗教

その他のｻｰﾋﾞｽ業

上記以外のもの

計

進
学

大学院

大学

編入学

留学（海外渡航含む）

就職しない

その他　※

研究生

聴講生

専門学校

進学未定者

その他（科目等履修生など）

計
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（４）国家試験 

①獣医師国家試験 合格者数と合格率 

 

 

②臨床検査技師国家試験 合格者数と合格率 

 

 

第68回 平成28 151 132 87.4% 87.5% 77.2%

第69回 平成29 138 133 96.4% 96.9% 88.3%

第70回 平成30 133 112 84.2% 91.7% 82.6%

第71回 令和元 136 130 95.6% 94.2% 86.5%

第72回 令和2 133 123 92.5% 92.1% 83.2%

第73回 令和3 146 120 82.2% 88.6% 80.3%

第74回 令和4 129 108 83.7% 81.1% 69.9%

第75回 令和5 129 107 82.9% 84.4% 72.7%

第76回 令和6 119 107 89.9% 83.8% 71.9%

第77回 令和7 139 120 86.3% 83.9% 68.4%

開催回

麻布大学 全国

受験者数
(人)

合格者数
(人)

麻布大学
（新卒者）

新卒者
全国平均

全平均
年度

第63回 平成28 81 76 93.8% 89.9% 78.7%

第64回 平成29 73 70 95.9% 90.5% 79.3%

第65回 平成30 80 68 85.0% 86.5% 75.2%

第66回 令和元 72 66 91.7% 83.1% 71.5%

第67回 令和2 76 69 90.8% 91.6% 80.2%

第68回 令和3 82 71 86.8% 86.4% 75.4%

第69回 令和4 64 57 89.1% 89.5% 77.6%

第70回 令和5 64 57 89.1% 88.0% 76.8%

第71回 令和6 59 54 91.5% 94.0% 84.6%

第72回 令和7 56 50 89.3% 93.3% 84.7%

全平均

全国

新卒者
全国平均

開催回 年度

麻布大学

受験者数
(人)

合格者数
(人)

麻布大学
（新卒者）



 

47 
学校法人麻布獣医学園 

 
Ⅱ 事業の概要 

47 

（５）退学者数・中退率・留年者数【令和 8（2026）年 5 月 1 日現在】                      

①退学者数 

◆ 麻布大学           （人） 

 

◆ 麻布大学大学院          （人） 

 

②中退率 

学部・学科 中退率(％)  研究科・専攻 中退率(％) 

獣医学部 獣医学科 0.6  獣医学 

研究科 
獣医学専攻博士課程 3.1 

獣医保健看護学科 2.5  
動物応用科学科 1.4  動物応用 

科学専攻 

博士前期課程 3.5 

生命・環境 

科学部 

臨床検査技術学科 3.1  博士後期課程 0.0 

食品生命科学科 2.5  環境保健

学研究科 

環境保健 

科学専攻 

博士前期課程 5.9 

環境科学科 3.1  博士後期課程 0.0 

※ 中退率＝令和 7(2025)年度(4 月 1 日～翌年 3月 31 日)退学者数÷令和 7(2025)年度在籍学生数(5月 1 日現在)×100 

③留年者数 
学部・学科 留年者数(人)  研究科・専攻 留年者数(人) 

獣医学部 獣医学科 42  獣医学 

研究科 
獣医学専攻博士課程 2 

獣医保健看護学科 9  
動物応用科学科 18  動物応用 

科学専攻 

博士前期課程 2 

生命・環境 

科学部 

臨床検査技術学科 26  博士後期課程 0 

食品生命科学科 8  環境保健

学研究科 

環境保健 

科学専攻 

博士前期課程 0 

環境科学科 21  博士後期課程 0 

区分
令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

1 2 2 0 0 0 1 7 6 3 0 2 2 4 1 3 6 3

1 1 1 2 3 0 1 4 6 2 6 7 1 0 0 1 1 0

2 3 3 2 3 0 2 11 12 5 6 9 3 4 1 4 7 3

1 0 3 0 0 0 1 0 2 3 2 2 0 2 2 3 5 2

0 0 0 2 0 0 5 6 2 3 2 2 1 1 1 1 0 2

1 0 3 2 0 0 6 6 4 6 4 4 1 3 3 4 5 4

1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 3 2

1 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 1 0 2 0

2 2 2 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 1 2 1 5 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

5 5 8 4 3 0 8 18 16 12 10 15 5 10 6 9 17 10合計

5年次

男

女

計

6年次

男

女

計

3年次

男

女

計

4年次

男

女

計

2年次

男

女

計

学部

年度

1年次

男

女

計

生命・環境科学部

学科 獣医学科 臨床検査技術学科 食品生命科学科 環境科学科獣医保健看護学科

獣医学部

動物応用科学科

区分

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 1 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 1 3 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1 1 1 2 4 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0合計

3年次

男

女

計

4年次

男

女

計

2年次

男

女

計

研究科

年度

1年次

男

女

計

獣医学研究科 環境保健学研究科

専攻 獣医学専攻　博士課程
動物応用科学専攻

博士前期課程
動物応用科学専攻

博士後期課程
環境保健科学専攻

博士前期課程
環境保健科学専攻

博士後期課程
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（６）国際交流 

①学術交流協定・機関 

■学術交流協定（令和 8（2026）年 3月 31 日現在） 

 

■学術交流準協定（令和 8（2026）年 3月 31 日現在） 

 

 

②海外派遣学生数、外国人留学生数（令和 7（2025）年度実績） 

 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

国立台湾大学 台湾 平成25(2013)年 獣医学部間

北イリノイ大学 アメリカ合衆国 令和5(2023)年 大学間

フスタイ国立公園 モンゴル国 平成20(2008)年 機関間

モンゴル自然史博物館 モンゴル国 平成20(2008)年 機関間

ベルン大学 スイス連邦 平成27(2015)年 獣医学部間

フロリダ大学 アメリカ合衆国 令和元(2019)年 獣医学部間

モンゴル大学 モンゴル国 平成20(2008)年 大学間

モンゴル科学アカデミー モンゴル国 平成20(2008)年 機関間

北京農学院 中華人民共和国 平成18(2006)年 大学間

チェンマイ大学 タイ王国 平成19(2007)年 大学間

大学間

ペンシルヴァニア大学 アメリカ合衆国 平成2(1990)年 獣医学部間

国立中興大学 台湾 平成9(1997)年 大学間

国立屏東科技大学 台湾 令和7(2025)年 大学間

ワライラック大学 タイ王国 令和8(2026)年 獣医学部間

名称 国名 協定締結年 協定形態

アスンシオン大学 パラグアイ共和国 昭和61(1986)年 大学間

全北大学校 大韓民国 平成16(2004)年 大学間

吉林農業大学 中華人民共和国 平成17(2005)年

1 エディンバラ大学 スコットランド（英国） 平成20(2008)年 大学－獣医学部間

名称 国名 協定締結年 協定形態

学部・研究科等 海外派遣学生数 外国人留学生数

獣
医

学
部

獣医学科 0 4

動物応用科学科 0 1

獣医保健看護学科 0 2

3 0

食品生命科学科 1 0

生
命
・
環
境

科
学
部

臨床検査技術学科

動物応用科学専攻博士後期課程

環境科学科

0 1

動物応用科学専攻博士前期課程 2 2

0 1

　学部計 4 8

環境保健科学専攻博士後期課程 0 0

0 0

環
境
保
健

学
研
究
科

環境保健科学専攻博士前期課程 0 0

獣
医
学

研
究
科

獣医学専攻博士課程

合計 6 14

　研究科計 2 3

科目等履修生、聴講生、研究生等 - 3
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（７）研究・知的財産等 

① 競争的研究費等受入状況（令和 7（2025）年度実績） 

■ 文部科学省 科学研究費助成事業 

 

※本学教員等が「研究代表者」となっているもの。 

 

■ その他の競争的研究費等（令和 7（2025）年度実績） 

 

 

新規 0

継続 1

新規 2

継続 7

新規 10

継続 29

新規 1

継続 1

新規 1

継続 9

新規 1

継続 2

新規 1

新規 2

継続 2

新規 18

継続 51

69

件数 (件)　
交付金額 (千円)

直接経費 間接経費 計
交付元 研究種目

文部科学省

基盤研究(S)
0 0 0

30,000 9,000 39,000

2,070 8,970

18,000 5,400 23,400
基盤研究(Ｂ)

6,900

3,600 15,600

25,640 7,692 33,332
基盤研究(Ｃ)

12,000

510 2,210

1,700 510 2,210
挑戦的研究(萌芽)

1,700

360 1,560

9,000 2,700 11,700
若手研究

1,200

300 1,300

1,100 330 1,430
研究活動スタート支援

1,000

4,100 1,230 5,330

3,600 15,600

特別研究員奨励費
1,900 0 1,900

国際共同研究加速基金 12,000

10,440 47,140

89,540 26,862 116,402
小計

36,700

37,302 163,542合　計 126,240

件数

3

1

2

0

7

1

2

0

0

1

8

1

交付元/研究種目 学部 直接経費 (千円)

5,201 22,539
（独立行政法人科学技術振興機構含む） 生命・環境科学部

間接経費等 (千円) 受入額合計 (千円)

文部科学省 獣医学部
17,338

獣医学部
2,250 0 2,250

生命・環境科学部

農林水産省

獣医学部
16,277 1,445 17,722

生命・環境科学部

厚生労働省
（国立研究開発法人日本医療研究開発機構含む）

獣医学部
3,279 983 4,262

生命・環境科学部

環境省

公的機関等 日本中央競馬会、国立がん研究開発費
獣医学部

53,928 7,110 61,038
生命・環境科学部

14,739 108,811受入金額合計(千円) 94,072

1,000
生命・環境科学部

神奈川県
獣医学部

1,000 0
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② 学内競争的研究費等の状況（令和 7（2025）年度実績） 

 

③ 知的財産データ（件） 

 

※ 各年度の職務発明を対象とする。 

 

④  共同研究、受託研究等の受入状況 

 

 

 

学内競争的研究費等 学部 件数 金額(千円)

2 1,000

生命・環境科学部 2 750

ヒトと動物の共生科学センター
『実践型研究促進』プロジェクト

獣医学部

4 2,000

生命・環境科学部 0 0

ヒトと動物の共生科学センター
『大型科研費促進』プロジェクト

獣医学部

1,000

生命・環境科学部 0 0

若手研究サポート資金 獣医学部 3

5 8 7 6 13 39

1 13 1 7 9 31

1 3 2 3 3 12

1 4 2 6 3 16

2 5 1 1 2 11

0 0 0 0 1 1

5 7 5 5 4 26

合計
出願・登録

令和3
年度

国内特許出願

海外特許出願

年度 令和7
年度

令和6
年度

令和5
年度

令和4
年度

商標登録

技術移転（ライセ
ンス、譲渡等）

国内外審査請求

国内特許登録

海外特許登録

38 40 40 41 35

83,344 109,064
84,161

121,454
142,472

0

40,000

80,000

120,000

160,000

0

20

40

60

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

（千円）（件数）

（年度）

共同研究

件数 金額（千円）
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◆ 寄附講座 

 

 

 

9 13 26 10 9

24,041

4,619

47,436
41,398

47,467

0

20,000

40,000

60,000

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
0

10

20

30
（千円）

(年度)

（件数）
受託研究

件数 金額（千円）

12 13 5 12 9

5,041
9,373

7,537
7,734

6,371

0

4,000

8,000

12,000

0

10

20

30

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

（千円）（件数）

（年度）

学術指導

件数 金額（千円）

20 22 24 21 26

12,736
21,422 21,110 22,555

23,534

0

10

20

30

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
0

10,000

20,000

30,000

（件数）

（年度）

（千円）
奨学寄付金

件数 金額（千円）

新規 継続 計

令和3 70,000 1 2 3

令和4 61,000 0 3 3

令和5 59,340 0 3 3

令和6 51,000 0 2 2

令和7 75,000 2 2 4

件数
年度

金額
（千円）

※ 件数及び金額は、契約した年度をもって記載。 
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（８）産官学連携        令和 8（2026）年 3 月 31 日現在 

①自治体・団体・企業等との連携 

 

 

 

 

協定締結年 協定締結年

1 平成6(1994)年 41 令和5(2023)年

2 平成17(2005)年 42 令和6(2024)年

3 平成18(2006)年 43 令和6(2024)年

4 平成19(2007)年 44 令和6(2024)年

5 平成20(2008)年 45 令和7(2025)年

6 平成22(2010)年 46 令和7(2025)年

7 平成22(2010)年 47 令和7(2025)年

8 平成24(2012)年 48 令和7(2025)年

9 平成25(2013)年 49 令和7(2025)年

10 平成25(2013)年 50 令和7(2025)年

11 平成25(2013)年 51 令和7(2025)年

12 平成25(2013)年 52 令和7(2025)年

13 平成25(2013)年 53 令和8(2026)年

14 平成25(2013)年 54 令和8(2026)年

15 平成26(2014)年

16 平成26(2014)年

17 平成26(2014)年

18 平成26(2014)年

19 平成26(2014)年

20 平成27(2015)年

21 平成27(2015)年

22 平成27(2015)年

23 平成29(2017)年

24 平成29(2017)年

25 平成30(2018)年

26 包括協定 平成30(2018)年

27 包括協定 平成31(2019)年

28 研究協力 平成31(2019)年

29 平成31(2019)年

30 平成31(2019)年

31 令和2(2020)年

32 令和2(2020)年

33 令和3(2021)年

34 令和3(2021)年

35 令和4(2022)年

36 令和4(2022)年

37 令和4(2022)年

38 令和5(2023)年

39 令和5(2023)年

40 令和5(2023)年

交流・連携

連携協力

千葉県農業共済組合 連携協力

株式会社DVMs 連携協力

神奈川県
特定家畜伝染病発生時の防
疫活動の連携

北海道農業共済組合 包括連携協定

東京都利島村 包括連携協定

どうぶつの総合病院専門医療＆救急
センター

連携協力

神奈川県
野生鳥獣被害対策に係る協
働事業

明治アニマルヘルス株式会社 寄附講座

たんぽぽあだぷしょんぱぁく 獣医療行為実施

公益社団法人 日本動物病院協会
(JAHA)

包括協定

島根県美郷町

東京都芝浦食肉衛生検査所

公益財団法人ハーモニィセンター

株式会社エム・ティー・スリー 寄附講座

横浜市教育委員会 教員養成の連携・協働

神奈川県農業共済組合 連携協力

全国食肉衛生検査所協議会 連携協力

神奈川県

連携機関 連携内容

相模原市立図書館、 市内大学・短期
大学

連携協力

連携機関 連携内容

相模原市
動物愛護センター整備等に関
する基本協定

鹿児島県 大和村 包括連携協定

石川県
公務員獣医師の育成に係る連
携協力

島根県、美郷町、タイガー株式会社
（４者間）

野生イノシシの疾病研究コンソーシ
アム設立に関する連携協定

旭化成ホームズ株式会社 寄附講座

愛知県農業共済組合 連携協力

スルガ銀行株式会社
自転車振興に関するパート
ナーシップ

タイガー株式会社 包括連携協定

ロイヤルカナンジャポン合同会社 寄附講座

東京都檜原村

相模原市獣医師会

島根県 連携協定

福島県農業共済組合 連携協力

大磯町 連携協力

日本どうぶつ先進医療研究所株式会社
（JASMINE どうぶつ循環器病センター）

相模原市 災害時の動物救護活動

神奈川県衛生研究所 連携協力

相模原市 包括協定

一般社団法人日本養豚開業獣医師
協会

包括協定

一般社団法人学術著作権協会、全国
大学図書館

資料複写

一般財団法人生物科学安全研究所 包括協定

特定非営利活動法人　緑のダム北相
模

包括協定

独立行政法人地域医療機能推進機
構相模野病院

災害時の動物救護活動

神奈川県教育委員会 連携協力

包括協定

株式会社日本産業動物管理センター 包括協定

愛媛県 就職支援

一般財団法人Ｃ.Ｗ.ニコル・アファンの
森財団

学術交流

かながわ産学公連携推進協議会 産学官連携

神奈川県(県及び県内農学系4大学) 都市農業振興

相模原市教育委員会、座間市教育委
員会

市民大学

一般社団法人日本養豚協会 包括協定

相互協力

神奈川県教育委員会
部活動支援学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事
業

東京都町田市(町田市学長懇談会) 包括協定

公益社団法人相模原・町田大学地域
コンソーシアム

地域貢献・生涯学習

公益財団法人日本盲導犬協会 包括協定
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②大学間連携（専門学校等を含む）                           令和 8（2026）年 3月 31 日現在 

 
 

（９）地域連携 

① 地域連携事業（令和 7（2025）年度実績） 

 

② 麻布大学いのちの博物館 

■令和 7（2025）年度開館日数及び入館者数 

 

※1 日平均入館者数＝通常時入館者数÷開館日数 

 

 

協定締結年月日

1 平成6(1994)年

2 平成13(2001)年

3 平成28(2016)年

4 平成31(2019)年

5 令和元(2019)年

6 令和2(2020)年

7 令和4(2022)年

8 令和6(2024)年

9 令和6(2024)年

10 令和6(2024)年

11 令和7(2025)年

東京農業大学

東京医療学院大学 連携協力

日本獣医生命科学大学 連携協力

駒澤大学医療健康科学部 連携協力

連携協力

鹿児島大学共同獣医学部 包括連携

神奈川歯科大学 連携協力

北里大学、日本獣医生命科学大学（３大学間）
獣医学・動物生命科学に係る教
育・研究の強化による高度人材
育成に向けた連携

穴吹ビジネス専門学校 包括協定

専門学校穴吹動物看護カレッジ 包括協定

放送大学 単位互換

連携内容連携機関

神奈川県内の大学間における学術交流協定（県内31の大学
キャンパスにおける大学院単位交換）

単位互換

さがまちカレッジ
（公益社団法人相模原・町田大学地域ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連
携事業）

市民大学
（相模原市教育委員会、座間市教育委員会(事業委託
者:公益社団法人相模原・町田大学地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ)との
連携事業）

小動物臨床セミナー ①骨関節炎の管理
②細胞診で感染症発見
③頭蓋頚椎接合部異常の診断と治療
④心血管-腎臓軸障害のおさらい-コンセンサスステートメントを主軸に-

⑤猫の軟部組織肉腫 ～注射部位以外での発生を経験しませんか？～

⑥獣医臨床栄養学ことはじめ　食事で変わる診療の一手

動画配信（獣医師専用）、
全6回

名称 テーマ 実施日時

子ども科学探検隊
（神奈川県青少年科学体験活動推進協議会）

ペットとのふれ合いによる情操教育 令和7(2025)年6月21日
12時～15時

骨からわかる動物の暮らし
　（小学生）

令和7(2025)年8月9日
10時00分～12時00分

【麻布大学コース】
獣医学部　「動物と長く暮らすために」（全3回）

令和7(2025)年10月7日、
14日、21日(各日18時～
19時30分)

【麻布大学コース】
生命・環境科学部　「知って得する『食と健康の最新事情』」
　（全3回）

令和7(2025)年11月7日、
14日、28日(各日18時～
19時30分)

シカの角からわかるヒミツ～環境と動物の関係を考えよう～
　（中高生）

令和7(2025)年8月9日
13時30分～15時30分

いきもの観察！鳥の卵の中でおきるいのちの変化を調べよう
　（小学生）

令和7(2025)年8月5日
10時00分～12時00分

いきもの観察！鳥の卵の中でおきるいのちの変化を調べよう
　（小学生）

令和7(2025)年8月6日
10時00分～12時00分

開館日数 入館者総数

254日 9,091

うちイベント入館者数 うち通常時入館者数 １日平均入館者数

5,151 3,940 35.8人
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③ 高大連携・高大接続協定校                   令和 8（2026）年 3月 31 日現在 

 

④ 聴講生徒・研究室体験生徒の受入状況（令和 7（2025）年度実績） 

 聴講生徒 研究室体験生徒 

獣医学部 122 人 29 人 

生命・環境科学部 17 人 21 人 

 

 

 

 

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

神奈川県立相原高等学校

神奈川県立川崎工科高等学校 平成22(2010)年

神奈川県立大和東高等学校

協定校 連携内容 協定締結年

神奈川県立座間高等学校
【大学側】
聴講生徒・研究室体験生徒の受入れ
大学教員による高校への出張講義

【高校側】
教育実習生の受入れ

【双方】
教育についての情報交換及び交流
その他双方が協議した合意事項

平成15(2003)年

平成22(2010)年

桐蔭学園高等学校 令和5(2023)年

桐蔭学園中等教育学校 令和5(2023)年

神奈川学園中学・高等学校 令和6(2024)年

大磯高等学校 令和6(2024)年

神奈川県立横須賀高等学校

山脇学園中学校・高等学校 令和7(2025)年

平成23(2011)年

神奈川県立城山高等学校 平成15(2003)年

神奈川県立相模原高等学校

平成16(2004)年

令和3(2021)年

令和5(2023)年

明星中学校・高等学校 令和4(2022)年

相模女子大学中学部・高等部

令和4(2022)年

令和4(2022)年

新渡戸文化高等学校

令和3(2021)年

北豊島中学校・高等学校 令和6(2024)年

麻布大学との協定
・大学教員による通常授業・出張講義・模擬授
業（早期履修を含む。）
・教育及び研究についての情報交換及び交
流
・社会貢献活動における交流
・その他、目的を達成するために必要なこと

神奈川県立麻溝台高等学校 平成16(2004)年

工学院大学附属中学校・高等学校

麻布大学生命・環境科学部との協定
・大学の教員の高校への派遣
・高大連携講座授業等への参加・受入れ
・優秀な生徒の優先的推薦に関する事項
・その他本協定の目的に沿う事項

令和2(2020)年

横浜高等学校 令和2(2020)年

横浜清風高等学校 令和3(2021)年

聖セシリア女子高等学校

聖パウロ学園高等学校 令和3(2021)年

横浜創英中学・高等学校
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（１０）麻布大学附属高等学校に関する情報 

①教育理念 

 夢を語り、学問を追究・実践し、誠実なる校風の基、平和社会の建設に貢献する。 

②教育方針 

「未来を拓く力の育成」 
高校の3年間は、人生の中でも最も多感で、社会人として必要な人格形成に重要な意味をもつ期間と捉え、生徒は、

誠実な校風のもと、学業、部活等でともに仲間と学びあうことを通じて、「自己を知り、自らを磨く」ことにより、

「自身の未来を拓く力（自らの進路をみつめ、学力の向上、人格的素養を磨く）」を育む。 

③学校教育目標 

1．個性を伸ばし、生徒一人ひとりの進路に応じた確かな学力の定着（学力） 

2．基本的な生活習慣（あいさつ・時間厳守・マナーやルールの尊重）を育み、国際化の社会に対応できる能力 

 （情報発信力、コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力など）の育成（生きる力） 

3．多様な価値観を認め合い、他者を思いやる心の育成（命の大切さ） 

4． あらゆる生命や自然環境を尊重する精神の涵養（命の大切さ） 

④ 教職員数（人） 令和 7（2025）年 5月 1日現在 

 校長 副校長 教頭 教諭 契約講師 非常勤講師 専任職員 合計 

教職員数 1 1 1 47 0 36 4 90 

※非常勤講師には業務委託を含む。 

⑤クラス別生徒数(人) 令和 7（2025）年 5月 1日現在 

学年 クラス名 ｸﾗｽ数 生徒数(人) 

1 年 S 特進クラス 2 82 

 特進クラス 3 120 

 進学クラス 5 200 

 生徒数小計（人）  402 

2 年 理系・S 特進クラス 1 37 

 文系・S 特進クラス 1 27 

 理系・特進クラス 2 72 

 文系・特進クラス 2 64 

 理系・進学クラス 1 36 

 文系・進学クラス 2 56 

 生徒数小計（人）  292 

3 年 理系・S 特進クラス 1 25 

 文系・S 特進クラス 1 32 

 理系・特進クラス 1 35 

 文系・特進クラス 1 39 

 理系・進学クラス 2 65 

 文系・進学クラス 2 56 

 留学  1 

 生徒数小計（人）  253 

 生徒数合計（人）  947 

⑥ 卒業者数及び進路状況(人) 令和8(2026)年 5月1日集計時点 

卒業者数 
進学 

就職 
その他 

(浪人等) 麻布大学 国公立大学 私立大学 短期大学 専門学校・各種学校 その他(留学等) 

249 8 5 194 3 9 1 1 28 
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令和 8(2026）年 3月 31 日現在 
⑦麻布大学合格者数の推移 

 

⑧難関大学合格者数の推移 

 

※早慶上理 ＝ 早稲田・慶應義塾・上智・東京理科  
GMARCH ＝ 明治・青山学院・立教・中央・法政・学習院 
成成明國獨武  ＝ 成蹊・成城・明治学院・國學院・獨協・武蔵 
首都圏理系 ＝ 芝浦工業・北里(医獣医薬以外)・工学院・東京農業・東京都市・東京電機 
日東駒専 ＝ 日本(医獣医歯薬以外)・東洋・駒澤・専修 

 

⑨入学試験結果 令和 8（2026）年度入学試験データ                    (人) 

5 1 1

5 12 2

24
26

9
3 3

18 6

3
3
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2 3

0
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令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

（人）

（年度）

麻布大学合格者数
獣医学科

獣医保健看護学科

動物応用科学科

臨床検査技術学科

食品生命科学科

環境科学科

201 241
147 173 125

77
120

72
100

53

54

116

67
76

63

71

160

106
112

99

6

5

4

2

3
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6

28

24

6
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21

21

14

6

16

11

12

6

0

200

400

600

800

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

（人）

（年度）

難関大学等の合格者数

国公立

早慶上理

医・歯・薬

獣医

GMARCH

成成明國獨武

首都圏理系

日東駒専

課程等 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

91 98 189 91 98 189 91 98 189 91 98 189 130 130

A方式 472 339 811 472 339 811 472 339 811 65 59 124 777 142

B方式 242 315 557 242 315 557 242 315 557 35 35 70 655 95

オープン方式 137 53 190 137 53 190 13 14 27 4 6 10 202 35

第1期 65 20 85 65 20 85 6 6 12 2 4 6 99 25

第2期 72 33 105 72 33 105 7 8 15 2 2 4 103 10

小計 851 707 1,558 851 707 1,558 727 668 1,395 104 100 204 1,634 272

計 258 942 805 1,747 942 805 1,747 818 766 1,584 195 198 393 1,764 402

令和8年度（2026） 令和7年度（2025）

志 願 者 受験者 合格者 入学者
受験者 入学者

全

日

制

普

通

科

推薦入試

258

一
般
入
学
試
験

学則
定員
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Ⅲ 財務の概要 

 

 

 
▌１．学校法人会計の特徴と企業会計との比較 

 

 学校法人は、「教育研究活動」という公共性の高い事業を遂行することを目的としており、この教

育研究活動を円滑に遂行するため財政の安定と永続性が求められます。原則として企業のように利益

追求(営利)を目的とするわけではないため、企業における損益計算を目的とする商業簿記による会計

処理では、学校法人の経営状況を把握することが難しくなります。そのため、学校法人では企業会計

とは異なる独自の会計形態をとっており、これを「学校法人会計」といいます。 

 学校法人会計と企業会計は、次のような違いがあります。 

 学校法人会計 企業会計 

目的 永続的な運営のため、「収支の均衡

状況」と「財政状態」を正確に捉え

ること 

「損益」(収益と費用)を正しく計算し、

企業の「営業成績」と「財政状態」を利

害関係者に開示すること 

会計基準 学校法人会計基準 企業会計原則、原価計算基準等 

会計年度 4 月 1 日～翌年 3 月 31 日 定款で定めることができる 

作成書類 資金収支計算書  

事業活動収支計算書  

貸借対照表  

上記附属の内訳表・明細表 

キャッシュフロー計算書(上場企業) 

損益計算書  

貸借対照表 

株主資本等変動計算書 

決算書類の様式 
予算額、決算額及びその差異を明記

すること 

予算額記載の必要性なし 

基本財産 基本(自己所有財産) 基本(株主出資) 

利益処分 なし(収支均衡を原則とする) あり(株主配当) 

管理機能 あり(予算管理も重視) あり(主に決算管理) 

受託責任機能 教育研究を支援する委託者 

(学費支弁者、国・公共団体、寄付者等) 

利益獲得を目的とする委託者 

(株主、利害関係者等) 

利益測定機能 なし(事業活動収支計算書にて収支バ

ランスの測定) 

あり(損益計算書) 

学校法人会計において作成する計算書類 

① 貸借対照表 

決算日(年度末)における資産・負債・基本金及び収支差額を明らかにし、学校法人の財政状態を表

すものです。 

② 資金収支計算書  

当該会計年度に行った諸活動に対応する全ての収入及び支出の内容を明らかにし、支払資金(現金

及び預貯金)の収入及び支出の顛末を明らかにするものです。 

③ 事業活動収支計算書 

当該会計年度の事業活動毎の収支の内容と均衡状態を明確にし、経営状況を表すものです。  

法人に帰属する負債(借入金、前受金等)にならない収入(事業活動収入)から基本金組入額を差し引

いた額と資産・借入金返済などの資本的支出にあてる額を除いた支出を計上します。 

Ⅲ 財務の概要 
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Ⅲ 財務の概要  

 

▌２．決算の概要 

(１) 貸借対照表    (単位：円)  

 

 

(２) －①資金収支計算書 (単位：円)  

 

 

令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

固定資産 23,151,015,538 23,456,157,538 25,151,269,333 25,209,422,010 25,665,393,336

流動資産 6,522,114,695 6,539,800,506 5,638,101,241 5,945,984,182 6,035,693,695

資産の部合計 29,673,130,233 29,995,958,044 30,789,370,574 31,155,406,192 31,701,087,031

固定負債 2,362,762,825 2,264,478,833 2,210,891,888 2,135,723,461 2,090,935,384

流動負債 1,611,585,156 1,520,095,623 1,969,619,395 1,979,603,433 2,208,536,008

負債の部合計 3,974,347,981 3,784,574,456 4,180,511,283 4,115,326,894 4,299,471,392

基本金 34,792,329,036 34,876,067,229 35,746,681,794 36,633,498,562 37,119,872,176

繰越収支差額 △ 9,093,546,784 △ 8,664,683,641 △ 9,137,822,503 △ 9,593,419,264 △ 9,718,256,537

純資産の部合計 25,698,782,252 26,211,383,588 26,608,859,291 27,040,079,298 27,401,615,639

負債及び純資産の部合計 29,673,130,233 29,995,958,044 30,789,370,574 31,155,406,192 31,701,087,031

令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

5,268,701,500 5,200,219,900 5,159,953,700 5,183,082,000 5,354,724,500

150,184,128 150,557,694 179,163,944 191,615,010 186,530,300

92,459,550 116,330,231 98,989,216 88,705,843 112,690,286

873,137,222 1,109,268,426 937,761,538 1,040,501,864 1,102,213,081

300,010,895 200,010,920 100,012,870 1,400,005,000 702,985,500

595,915,105 676,791,868 587,421,350 827,950,170 874,252,288

52,067,635 60,083,736 73,087,100 100,059,335 133,297,454

209,671,644 103,612,366 139,526,172 171,583,262 233,301,645

0 0 0 0 0

887,088,564 887,289,661 847,113,309 888,367,959 900,509,772

2,350,995,542 198,483,866 161,959,177 140,916,574 178,567,702

△ 1,024,711,923 △ 1,006,079,307 △ 1,005,373,251 △ 989,923,684 △ 1,108,475,252

5,972,801,646 6,323,854,434 6,396,105,486 5,480,984,182 5,774,255,837

15,728,321,508 14,020,423,795 13,675,720,611 14,523,847,515 14,444,853,113

収入の部

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計
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 (単位：円) 

 

 

(２)－②活動区分資金収支計算書 (単位：円)   

 

 

令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

3,401,979,046 3,247,699,545 3,301,866,728 3,473,113,044 3,579,027,618

1,835,314,321 2,179,252,500 2,090,997,863 2,238,870,572 2,468,642,023

476,241,373 496,992,106 504,916,409 526,919,339 538,506,648

18,912,854 16,912,875 14,912,894 12,912,914 10,912,935

111,110,000 111,110,000 111,110,000 111,110,000 111,110,000

114,371,911 180,754,816 851,692,179 599,808,979 492,580,000

279,487,425 262,406,869 768,110,367 366,461,478 401,910,637

3,025,205,822 1,013,648,039 1,027,040,284 1,414,159,349 1,235,804,585

647,216,541 507,252,818 431,023,011 898,605,294 865,111,783

△ 505,372,219 △ 391,711,259 △ 906,933,306 △ 892,369,291 △ 1,051,152,654

6,323,854,434 6,396,105,486 5,480,984,182 5,774,255,837 5,792,399,538

15,728,321,508 14,020,423,795 13,675,720,611 14,523,847,515 14,444,853,113支出の部合計

その他の支出

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

資産運用支出

設備関係支出

施設関係支出

借入金等返済支出

令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

教育活動資金収入計 7,184,179,149 7,341,661,485 7,102,124,920 7,494,119,149 7,857,831,100

教育活動資金支出計 5,713,534,740 5,923,944,151 5,897,781,000 6,238,902,955 6,586,176,289

差引 1,470,644,409 1,417,717,334 1,204,343,920 1,255,216,194 1,271,654,811

調整勘定等 △ 11,802,977 △ 2,000,904 5,958,279 27,664,016 40,583,134

教育活動資金収支差額 1,458,841,432 1,415,716,430 1,210,302,199 1,282,880,210 1,312,237,945

施設整備等活動資金収入計 1,105,900,895 15,129,920 703,870 9,324,000 8,866,500

施設整備等活動資金支出計 2,404,412,064 443,161,685 1,619,802,546 966,270,457 894,490,637

差引 △ 1,298,511,169 △ 428,031,765 △ 1,619,098,676 △ 956,946,457 △ 885,624,137

調整勘定等 34,721,440 △ 38,005,650 444,796,903 △ 10,304,425 92,641,289

施設整備等活動資金収支差額 △ 1,263,789,729 △ 466,037,415 △ 1,174,301,773 △ 967,250,882 △ 792,982,848

195,051,703 949,679,015 36,000,426 315,629,328 519,255,097

その他の活動資金収入計 1,316,759,630 291,633,002 216,055,534 1,523,218,675 869,116,077

その他の活動資金支出計 1,159,644,239 1,166,928,345 1,163,444,058 1,547,229,142 1,373,501,103

差引 157,115,391 △ 875,295,343 △ 947,388,524 △ 24,010,467 △ 504,385,026

調整勘定等 △ 1,114,306 △ 2,132,620 △ 3,733,206 1,652,794 3,273,630

その他の活動資金収支差額 156,001,085 △ 877,427,963 △ 951,121,730 △ 22,357,673 △ 501,111,396

351,052,788 72,251,052 △ 915,121,304 293,271,655 18,143,701

5,972,801,646 6,323,854,434 6,396,105,486 5,480,984,182 5,774,255,837

6,323,854,434 6,396,105,486 5,480,984,182 5,774,255,837 5,792,399,538

支払資金の増減額（小計＋その他
の活動資金収支差額）

小計（教育活動資金収支差額＋
施設整備等活動資金収支差額）

その他の活動による資金収支

科 目

教育活動による資金収支

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

施設整備等活動による資金収支
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Ⅲ 財務の概要  

(３) 事業活動収支計算書 (単位：円)   

 

 

※ 基本金組入額とは、学校法人の永続的維持に必要な資産を継続的に保持するため、維持すべきものとして事業活動収入

のうちから組み入れた金額で、組み入れるべき金額としては、教育の用に供される固定資産額で、以下のようなものがある。  

   建物、構築物、教育研究用機器備品、図書などの取得価額の合計 

 

科目 令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

学生生徒等納付金 5,268,701,500 5,200,219,900 5,159,953,700 5,183,082,000 5,354,724,500

手数料 150,184,128 150,557,694 179,163,944 191,615,010 186,530,300

寄付金 92,788,679 116,586,863 116,770,006 89,402,505 114,430,145

経常費等補助金 867,252,222 1,094,155,426 937,133,538 1,031,185,864 1,096,348,081

付随事業収入 595,915,105 676,791,868 587,421,350 827,950,170 874,252,288

雑収入 209,671,644 103,612,366 139,526,172 171,583,262 235,102,895

52,067,635 60,083,736 73,087,100 100,059,335 133,297,454

34,656,464 29,691,853 41,392,150 40,259,704 66,950,645

事業活動収入計 7,271,237,377 7,431,699,706 7,234,447,960 7,635,137,850 8,061,636,308

科目 令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

人件費 3,402,189,467 3,273,890,869 3,333,374,919 3,484,093,626 3,566,632,259

教育研究経費 2,679,350,838 2,998,386,320 2,831,223,353 3,035,370,133 3,297,006,702

管理経費 581,142,191 597,225,813 600,386,162 621,628,811 632,751,115

徴収不能額等 978,611 1,587,997 3,139,750 459,460 218,646

教育活動外支出計 18,912,854 16,912,875 14,912,894 12,912,914 10,912,935

特別支出計 28,767,940 31,094,496 53,935,179 49,452,899 192,578,310

事業活動支出計 6,711,341,901 6,919,098,370 6,836,972,257 7,203,917,843 7,700,099,967

基本金組入額 331,997,010 83,738,193 870,614,565 886,816,768 527,413,917

基本金取崩額 0 0 0 0 41,040,303

事
業
活
動
収
入
関
係

教
育
活
動
収
入

教育活動外収入計

特別収入計

事
業
活
動
支
出
関
係

教
育
活
動
支
出

(単位：百万円) 
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Ⅲ 財務の概要 

 

(４)寄付金 

 
1 括弧内の数字は、各年度の寄付金合計金額である。 

2 平成 29(2017)年度から麻布獣医学園未来募金を開始した。 

3 令和 4(2022)年度未来募金は､公正証書遺言に基づく個人からの寄付(22,000 千円給付型奨学金に充当)を含む。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

(５)経常費等補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 括弧内の数字は、各年度の経常費等補助金合計金額である。 

2 令和 3(2021)年度以降の国庫補助金には修学支援新制度に係る授業料等減免費交付金を含む。 

3 令和 3(2021)年度に「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業 DX をけん引する高度専門人材育成事業」に選

定された。 

4 令和 4(2022)年度に「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業」に選定された。 

5 令和 6(2024)年度に「人工知能等社会実装拠点事業費補助金（オープンアクセス加速化事業）」に採択された。 

 
 
 
 
 

3,945 

24,296 
11,185 3,479 4,159 

14,430 

24,812 

16,060 26,305 21,879 

61,000 

61,000 

53,340 51,000 
78,260 

0 

0 

0 0 

0 

0 

0 

0 0 

0 

13,412 

6,477 

36,184 

8,619 

10,131 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

未来募金 奨学寄付金 寄付講座 増井光子基金 古泉基金 その他

(92,787)

（千円）

（年度）

(116,585) (116,769)

(89,401)

(114,430)

563,719 
779,470 

624,248 698,716 745,896 

303,533 

313,884 

312,485 
332,070 

350,052 0 

800 

400 
400 

400 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

国庫補助金 地方公共団体補助金 学術研究振興資金

(867,252)

(1,094,154) (1,031,186) (1,096,348)（千円）

（年度）

(937,133)
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Ⅲ 財務の概要  

(６)附属動物病院診療件数         

 

＊ 学用(教育研究用)の件数を除いた診療件数である。 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

(７)附属動物病院診療収入  

 

 

  

399,661 
428,737 

352,391 

554,729 

618,630 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

（年度）

（千円）
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Ⅲ 財務の概要 

▌３．財務比率の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)純資産構成比率、総負債比率、負債比率 

 

86.6 87.4 86.4 86.8 86.4 

88.0 88.3 88.2 88.4 

13.4 12.6 13.6 13.2 13.6 

12.0 11.7 11.8 
11.6 

15.5 14.4 
15.7 

15.2 
15.7 

13.6 13.3 13.3 13.1 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

純資産構成比率 純資産構成比率平均値

総負債比率 総負債比率平均値

負債比率 負債比率平均値

☞ 「純資産構成比率」＝  純資産 ÷（総負

債＋純資産）×100 
○資産の調達源泉を分析し、財政基盤の安定

性を把握することができる最も概括的で重要

な指標であり、高いほど、総資産に対する自

己資金率が高く、財政状態が安定していると

いえる。 

 

☞ 「総負債比率」＝ 総負債 ÷ 総資産  ×

100 
○総資産に対する他人資金の比重を評価する

比率で、低いほど、自己資金が多く、財政基

盤が安定しているといえる。 

 

☞ 「負債比率」＝ 総負債 ÷ 純資産  ×100 
○他人資金である総負債が、自己資金である

純資産を上回っていないかを測る比率であ

り、低い方が望ましい。 

(％) 

年度 

本学園では、2016 年度から 2030 年度までの期間を「財政基盤強化期間」とし、予算編成上、次の３つを数値
目標に設定しています。 

そして、学園教職員の協力の下、全ての年度で数値目標を「達成」しており、本章でお示ししている各財務指
標においても、学園の財政が改善傾向にあることが確認できます。 
 （数値目標） 
 ① 施設関係支出・設備関係支出の上限設定 
  ▶ 2016～2030 年度の支出総額の上限を 120 億円に設定 
 ② 施設設備引当特定資産・減価償却引当特定資産の拡充 
  ▶ 2030 年度までにこれらの特定資産を合計 30 億円純増 
 ③ 基本金組入前当年度収支差額の目標額の設定 
  ▶ 毎年度 1 億円を設定 
 

▼ 以下に示す財務指標において、上述の番号を引用して適宜説明しています。▼ 
   ※ 財務比率の「全国平均値」は、いずれも「今日の私学財政（大学・短期大学編）」（日本私立学校振興・共済事業団編）の 

医歯系法人を除く大学法人の平均値です。 

●純資産構成比率は、全国平均値より

も低い水準ですが、学園の財政に係る

数値目標（主に③）の達成に伴い、直

近では同水準での推移が続いていま

す。 

 総負債比率及び負債比率もおおむね

横ばいの状況となっています。 
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Ⅲ 財務の概要  

(２)有形固定資産構成比率、特定資産構成比率、流動資産構成比率 

 

 

  

54.6 
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58.3 57.8 57.8 57.6 

23.0 25.4 
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令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

有形固定資産構成比率 有形固定資産構成比率平均値

特定資産構成比率 特定資産構成比率平均値

流動資産構成比率 流動資産構成比率平均値

☞ 「有形固定資産構成比率」＝ 有形固定資
産 ÷ 総資産×100 
○土地・建物等の有形固定資産の構成比が、
資産構成上、バランスをとれているか評価す
る指標である。学校規模に対して、設備投資
が過剰となる場合は、財政を逼迫させる要因
となるため、注意が必要である。 
 
☞ 「特定資産構成比率」＝ 特定資産 ÷ 総資
産 ×100 
○⾧期にわたって特定の目的のために保有す
る金融資産の蓄積状況を評価する指標であ
る。この比率が高い場合、中⾧期的な財政支
出に対する備えが充実しており、計画的な学
校法人経営に資するといえる。 
 
☞ 「流動資産構成比率」＝ 流動資産 ÷ 総資
産 ×100 
○現金預金や短期有価証券などの現金化が可
能な資産の保有状況を評価する指標である。
この比率が著しく低い場合、資金繰りが苦し
い状況にあると評価できるが、低い場合であ
っても、有利な運用条件を求めて特定資産化
している場合もあり、その点も合わせて評価
する必要がある。 

年度 

(％) 

●有形固定資産構成比率は、学園の財政に係る数値目標（主に①）の達成に伴い、 
全国平均値より低い値になっています。 
同様の理由で、流動資産構成比率も全国平均値より高い水準です。 

 特定資産構成比率は、学園の財政に係る数値目標（主に②）の達成に伴い、全国 
平均値より高い水準です。 
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Ⅲ 財務の概要 

(３) 人件費比率、人件費依存率 

 

 

 

●人件費比率及び人件費依存率は、いずれも全国平均値よりも低い水準です。 
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令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

人件費比率 人件費比率平均値

人件費依存率 人件費依存率平均値

年度 

☞ 「人件費比率」＝ 人件費 ÷ 経常収入 ×100 
○人件費は経常支出の中で最大の部分を占めるた
め、この比率が特に高くなると支出全体を膨張さ
せ、収支の悪化を招きやすい。 
 
☞ 「人件費依存率」＝ 人件費 ÷ 学生生徒等納付
金 ×100 
 
○一般的に人件費は学生生徒等納付金で賄える 

範囲内に収まっていること(100%以内)が 
理想的である。 

(％) 
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Ⅲ 財務の概要  

(４)教育研究経費比率、管理経費比率、借入金等利息比率 

 

●教育研究経費比率及び借入金等利息比率は、いずれも全国平均値より高い水準です。 
管理経費比率は全国平均値より低い水準です。 
借入金等利息比率は、全国平均と同様の水準です。  
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令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

教育研究経費比率 教育研究経費比率平均値

管理経費比率 管理経費比率平均値

借入金等利息比率 借入金等利息比率平均値

年度 

(％) 

☞ 「教育研究経費比率」＝ 教育研究経費 ÷ 
経常収入×100 
○教育研究経費は、学校法人の本業である
教育研究活動の維持・発展を支えると共
に、経常費等補助金の配分とも関係する費
用であり、収支均衡を失しない範囲内(基本
金組入後収支比率が 100%前後であること)
で高くなることが望ましい。 
 
☞ 「管理経費比率」＝ 管理経費 ÷ 経常収
入 ×100 
○管理経費は、学校法人の運営のため、あ
る程度の支出は必要であるが、教育研究活
動以外の目的で支出される経費であり、比
率としては低い方が望ましい。 
 
☞ 「借入金等利息比率」＝ 借入金等利息 ÷ 
経常収入 ×100 
○借入金等利息は、外部有利子負債がなけ
れば発生しないものであるため、この比率
は低い方が望ましい。 
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Ⅲ 財務の概要 

(５)基本金組入後収支比率、基本金組入率、繰越収支差額構成比率 

 

 

●基本金組入後収支比率は、収支が均衡する 100％前後で推移しています。 
繰越収支差額構成比率は、0%以下で全国平均値よりも低い水準です。 
なお、今後、大規模な施設の取得時に悪化することが予想されます。 
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令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

基本金組入後収支比率 基本金組入後収支比率平均値

基本金組入率 基本金組入率平均値

繰越収支差額構成比率 繰越収支差額構成比率平均値

☞ 「基本金組入後収支比率」＝ 事業活動
支出 ÷ （事業活動収入 - 基本金組入額）
×100 
○この比率は、一般的に収支が均衡する
100%前後が望ましいと考えられるが、基
本金組入額の影響を受けるため、評価す
る際は、基本金組入内容を考慮する必要
がある。 
 
☞ 「基本金組入率」＝ 基本金組入額 ÷ 
事業活動収入 ×100 
○大規模な施設の取得等を単年度に集中
して行った場合、一時的にこの比率が上
昇する。 
 
☞ 「繰越収支差額構成比率」＝ 繰越収支
差額 ÷ （総負債 ＋ 純資産）×100 
○繰越収支差額は、毎会計年度の当年度
収支差額が累積されたもので、学校法人
の収支均衡状態を示す重要な指標であ
り、収支均衡を示す 0%前後であること
が望ましい。ただし、繰越収支差額は、
主に基本金組入額の影響を受けるため、
基本金組入内容や中⾧期的な事業計画と
合わせて評価する必要がある。 

年度 

(％) 
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Ⅲ 財務の概要  

(６)学生生徒等納付金比率、寄付金比率、補助金比率 

 

●学生生徒等納付金比率及び補助金比率は、全国平均値よりも低い水準で推移しています。 
 寄付金比率は、全国平均値と同様の水準で推移しています。 
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令和3(2021) 令和4(2022) 令和5(2023) 令和6(2024) 令和7(2025)

学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金比率平均値

寄付金比率 寄付金比率平均値

補助金比率 補助金比率平均値

☞ 「学生生徒等納付金比率」＝ 学生生徒
等納付金 ÷ 経常収入 ×100 
○事業活動収入の中で最大の割合を占め
ており、補助金や寄付金と比べて外部要
因に影響されることがない自己財源であ
ることから、安定的に推移することが望
ましい。なお、この比率が高いほど、学
生生徒等納付金の依存度が高く、収入源
の多様化が課題となる。 
 
☞ 「寄付金比率」＝ 寄付金（特別収支の
施設設備寄付金及び現物寄付含む）÷ 事
業活動収入 ×100 
○一定水準の寄付金収入を継続して確保
することが経営の安定のために好まし
い。 
 
☞ 「補助金比率」＝ 補助金（特別収支の
施設設備補助金含む）÷ 事業活動収入 ×
100 
○学校法人の教育研究活動や管理運営機
能、また、教育研究に係る環境の整備、
安全性の確保等の支援を目的として交付
される資金であり、この比率が高いとい
うことは自助努力による多様な取り組み
が評価されている表れでもあるが、補助
金は、国や地方公共団体の補助金政策の
動向に影響を受けることから、他の収入
の比率と合わせて評価する必要がある。 

(％) 

年度 
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Ⅲ 財務の概要 

 

(７)事業活動収支差額比率 

 

 

●学園の財政に係る数値目標（主に③）の達成に伴い、全国平均値より高い水準に改善しています。 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

（８)経常収支差額比率 

 

●学園の財政に係る数値目標（主に③）の達成に伴い、全国平均値より高い水準に改善しています。
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（％）

☞ 「事業活動収支差額比率」＝ 基
本金組入前当年度収支差額÷ 事業
活動収入 ×100 
○臨時的な要素も含めた毎年度の
収支バランスを測る指標。この比
率がマイナスであることは、当年
度の事業活動収入で事業活動支出
を賄うことができない状況であ
り、経営が圧迫されており、将来
の資金繰りに支障をきたす可能性
を示唆している。この比率のプラ
スが大きいほど、自己資金が充実
し、財政面での将来的な余裕につ
ながることを示唆し、プラスの範
囲内で基本金組入額が収まること
が望ましい。 

年度 

(％) 

☞ 「経常収支差額比率」＝ 経常収支

差額÷ 経常収入 ×100 

○臨時的な要素を除いた経常的な活

動に関する収支に着目した収支バラ

ンスを測る比率。経営の健全性を測

る重要な指標で、この比率がプラス

で大きいほど経常的な収支は安定し

ていることを表し、経営に余裕があ

ると考えられ、施設設備の取替更新

や新規投資に向ける資金を確保でき

ることになる。逆に、支出超過の場

合は、財政が逼迫していることを表

しており、早急な改善が求められ

る。 

年度 
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Ⅲ 財務の概要  

（９）積立率、要積立額に対する金融資産の充足率 

 

●積立率及び要積立額に対する金融資産の充足率ともに、全国平均値よりも低い水準で推移して
います。 
なお、今後、大規模な施設の取得時に悪化することが予想されます。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

(１０)固定比率、固定長期適合率 

 

●固定比率及び固定⾧期適合率は、学園の財政に係る数値目標（主に①）の達成に伴い、全国平均
値よりも低い水準で推移しています。なお、いずれの財務指標についても、今後、大規模な施設
の取得時に悪化することが予想されます。 
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☞ 「固定比率」＝ 固定資産 ÷ 純資産 
×100 
○土地・建物・施設等の固定資産に対
して、どの程度純資産が投下されてい
るか、すなわち、資金の調達源泉とそ
の使途を対比させる比率である。本来
投下資金は自己資金を充てることが望
ましく、借入金等の外部資金を投下資
金とした場合、この比率が 100%を超
える。 
☞ 「固定⾧期適合率」＝ 固定資産 ÷
（純資産＋固定負債）×100 
○この比率が 100%を超えた場合、固
定資産の調達源泉に短期借入金等の流
動負債を導入していると解することが
でき、財政の安定性に欠けることを示
すこととなり、100%以下で低いほ
ど、理想的とされる。 

年度 

(％) 

年度 

☞ 「積立率」＝ 運用資産 (特定資産

＋有価証券＋現金預金) ÷ 要積立額

(減価償却累計額(有形固定資産)＋退

職給与引当金＋第 2,3 号基本金) 

×100 

 

☞ 「要積立額に対する金融資産の充

足率」＝ 金融資産(特定資産＋有価証

券＋現金預金＋未収入金) ÷ 要積立額

(減価償却累計額＋退職給与引当金＋

借入金＋未払金・割賦金＋第 2,3,4 号

基本金) ×100 

 

○経営を持続的かつ安定的に継続する

ために必要となる運用資産や金融資産

の保有状況を測る比率。一般的に高い

方が望ましい。 

(％) 
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Ⅲ 財務の概要 

 

(１１)流動比率 

 

●200％以上を維持して推移しています。学園の財政に係る数値目標（主に①）の達成に伴

い、全国平均値よりも高い水準に上昇しています。 
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☞ 「流動比率」＝ 流動資産 ÷ 流動
負債 ×100 
○1 年以内に償還又は支払わなければ
ならない流動負債に対して、現金預金
又は 1 年以内に現金化が可能な流動
資産がどの程度用意されているか、短
期的な支払能力を判断する指標であ
る。一般的に金融機関等では、200%
以上であれば優良とみなし、100%を
切っている場合、資金繰りに窮してい
るとみなしている。ただし、将来に備
えて引当特定資産に資金を留保してい
る場合もあり、当該資産の積立状況も
考慮して評価する必要がある。 

(％) 

年度 
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Ⅲ 財務の概要  

 

(１２)財務比率の推移 

 

 

区分 比率名 算式 令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度

人件費比率 人件費 47.0 44.2 46.3 45.9 44.6 

↓ 経常収入 (51.3) (50.9) (50.9) (50.9)
人件費依存率 人件費 64.6 63.0 64.6 67.2 66.6 

↓ 学生生徒等納付金 (69.7) (69.3) (69.8) (70.7)
教育研究経費比率 教育研究経費 37.0 40.5 39.4 40.0 41.2 

↑ 経常収入 (34.3) (36.1) (36.6) (37.3)
管理経費比率 管理経費 8.0 8.1 8.3 8.2 7.9 

↓ 経常収入 (8.3) (8.5) (8.7) (8.9)

借入金等利息比率 借入金等利息 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 

↓ 経常収入 (0.1) (0.1) (0.1) (0.1)
基本金組入後収支比率 事業活動支出 96.7 94.2 107.4 106.8 102.2 

↓ 事業活動収入－基本金組入額 (104.1) (104.7) (106.1) (107.4)
学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金 72.8 70.3 71.7 68.2 67.0 

～ 経常収入 (73.6) (73.5) (72.9) (72.0)

寄付金比率 寄付金 1.7 1.8 2.2 1.6 2.2 

↑ 事業活動収入 (2.2) (1.9) (2.2) (2.0)
補助金比率 補助金 12.0 14.9 13.0 13.6 13.7 

↑ 事業活動収入 (14.3) (14.4) (14.4) (15.0)
基本金組入率 基本金組入額 4.6 1.1 12.0 11.6 6.5 

↑ 事業活動収入 (10.1) (8.9) (9.7) (10.0)
事業活動収支差額比率 基本金組入前当年度収支差額 7.7 6.9 5.5 5.6 4.5 

↑ 事業活動収入 (6.4) (4.6) (4.2) (3.3)

経常収支差額比率 経常収支差額 7.7 6.9 5.7 5.8 6.1 

↑ 経常収入 (5.9) (4.2) (3.5) (2.7)

有形固定資産構成比率 有形固定資産 54.6 52.5 53.5 53.2 52.0 

↓ 総資産 (58.3) (57.8) (57.8) (57.6)

特定資産構成比率 特定資産 23.0 25.4 27.7 27.4 28.6 

↑ 総資産 (22.9) (23.2) (23.6) (23.7)

流動資産構成比率 流動資産 22.0 21.8 18.3 19.1 19.0 

↑ 総資産 (14.1) (13.9) (14.2) (13.9)

固定比率 固定資産 90.1 89.5 94.5 93.2 93.7 

↓ 純資産 (97.6) (97.6) (97.3) (97.4)

固定長期適合率 固定資産 82.5 82.4 87.3 86.4 87.0 

↓ 純資産＋固定負債 (90.8) (90.9) (90.6) (90.9)

流動比率 流動資産 404.7 430.2 286.3 300.4 273.3 

↑ 流動負債 (262.9) (263.2) (267.1) (265.6)

総負債比率 総負債 13.4 12.6 13.6 13.2 13.6 

↓ 総資産 (12.0) (11.7) (11.8) (11.6)

負債比率 総負債 15.5 14.4 15.7 15.2 15.7 

↓ 純資産 (13.6) (13.3) (13.3) (13.1)

純資産構成比率 純資産 86.6 87.4 86.4 86.8 86.4 

↑ 総負債＋純資産 (88.0) (88.3) (88.2) (88.4)

繰越収支差額構成比率 繰越収支差額 △30.6 △28.9 △29.7 △30.8 △30.7 

↑ 総負債＋純資産 (△15.2) (△15.5) (△17.0) (△17.8)

積立率 運用資産 65.0 67.1 65.4 64.6 65.3 
要積立額 (78.4) (78.2) (75.9) (74.9)

要積立額に対する金融資産の充足率 59.8 62.3 59.8 59.6 60.4 

(71.5) (71.5) (69.5) (68.8)

貸
借
対
照
表
関
係

注2参照

事
業
活
動
収
支
計
算
書
関
係

　 　2．要積立額に対する金融資産の充足率の算出方法は下記のとおり。
減価償却累計額＋退職給与引当金＋２・３・４号基本金＋借入金＋未払金

　　現金預金＋特定資産＋有価証券（固・流）＋未収入金

注）１．（　）内の数字は「今日の私学財政（大学・短期大学編）」（日本私立学校振興・共済事業団編）に記載されている医歯系法人を除く
　　　　大学法人の平均値を示す。
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Ⅲ 財務の概要 

▌４．経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

（１）経営状況の分析 

令和7(2025)年度における財政基盤の安定性を把握することができる「純資産構成比率」

は 86.4%であり、医歯系法人を除く私立大学を設置している学校法人の平均値(以下「平均

値」という。)である 88.4%(令和 6(2024)年度)を下回っていますが、直近では同水準での

推移が続いています。また、収支の状況を把握することができる「事業活動収支差額比率」

は、令和7(2025)年度においては、平均値である3.3%(令和6(2024)年度)を上回る4.5%とな

っています。 

 

（２）経営上の成果と課題 

財政基盤の安定化策の一環として、平成 28(2016)年度において、財務に係る 3 つの数値

目標を設定しました。そして、設定後の毎年度において、数値目標を達成する結果となっ

ています。一方で、教育研究目的・目標を持続的かつ安定的に実現するために必要となる

運用資産の保有状況を把握する「積立率」は、平均値である 74.9%(令和 6(2024)年度)を下

回る 65.3 %となっています。加えて、長期的な収支の状況を把握することができる「繰越

収支差額構成比率」は、平均値である▲17.8%(令和 6(2024)年度)を大きく下回る▲30.7%で

あり、長期的な課題となっています。 

 

（３）今後の方針・対応方策 

令和 8(2026)年度以降については、第5期中期目標・中期計画に基づくキャンパスマスタ

ープランⅤ期の検証を進めるとともに、教育研究目的・目標を持続的かつ安定的に実現を

図り、財政基盤の安定化に取り組みます。 
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Ⅳ 内部統制システムの整備及び運用状況の概要  

 

 
 
 
▌１．関係する決議の概要 

私立学校法第148条第 1項に基づき、同法第36条第 3項第5号に規定する理事の職務執行が法

令・寄附行為に適合すること及び業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備

に関し、「内部統制システム整備の基本方針」を令和 6(2024)年度第 11 回理事会（令和 7(2025)

年 3月 18 日開催）において決議しました。 

 

▌２．内部統制システムの体制整備及び運用状況の概要 

本学園では、理事会において「内部統制システム整備の基本方針」を次のとおり定め、この基

本方針に基づき、「１．経営に関する管理体制」、「２．リスク管理に関する体制」、「３．コ

ンプライアンスに関する管理体制」及び「４．監査環境の整備（監事の監査業務の適正性を確保

するための体制）」について適切な運営を行い、継続的に確認及び改善を図ることで、内部統制

システムが機能するよう努めています。 

 

内部統制システム整備の基本方針 （令和 7(2025)年 3 月 18 日制定） 

１．経営に関する管理体制 
①  理事会は、定時に開催するほか、必要に応じて臨時

に開催し、法令・寄附行為に従い、必要な事項につ
いては評議員会の意見を聴いたうえで、業務執行上
の重要事項を審議・決定するとともに、理事の職務
執行を監督する。 

②  寄附行為並びに「学校法人麻布獣医学園理事会運営
規則」及び「 学校法人麻布獣医学園評議員会会議規
則」に基づき、理事会及び評議員会の役割、権限及
び体制を明確にし、適切な理事会及び評議員会の運
営を行う。 

③ 「学校法人麻布獣医学園理事の職務権限規程」に基
づき、業務を執行する理事の担当業務を明確化し、
事業運営の適切かつ迅速な推進を図る。 

④「学校法人麻布獣医学園事務組織規程」及び「学校
法人麻布獣医学園決裁権限規程」に基づき職務分
掌・決裁権限を明確にし、理事、職員等の職務執行
の適正性を確保するとともに、機動的な業務執行と
有効性・効率性を高める。 

⑤  理事会、評議員会等の重要会議の議事録その他理事
の職務執行に係る情報については、寄附行為及び 
「学校法人麻布獣医学園文書処理規程」に基づき、
適切に作成、保存及び管理する。 

⑥  業務執行機関からの独立性を有する内部監査部門を
設置し、業務の適正及び効率性を確保するため、
「学校法人麻布獣医学園内部監査規程」に基づき業
務を執行する各部の職務執行状況等を定期的に監査
する。 

 

２．リスク管理に関する体制 
①  リスク管理に関し、体制及び「学校法人麻布獣医学

園リスク管理及び危機対応規程」を整備し、役割権
限、リスクの評価方法、リスク対応方法等を明確にす
る。 

②  「麻布大学における学生の個人情報保護に関する基
本方針」、「麻布大学附属高等学校個人情報保護方
針」、「学校法人麻布獣医学園の保有する個人情報の
取扱いに関する規程」その他個人情報保護に関する諸
規程に基づき、個人情報の保護と適切な管理を行う。 

③  事業活動に関するリスクについては、法令及び本法
人の規程等に基づき、職務執行部署が自律的に管理す
ることを基本とする。 

④  リスクの統括管理については、内部監査部門が一元
的に行うとともに、重要リスクが漏れなく適切に管理
されているかを適宜監査し、その結果について業務を
執行する理事及び理事会に報告する。 

⑤  本法人の経営に重大な影響を及ぼすおそれのある重
要リスクについては、理事会で審議し、必要に応じて
対策等の必要な事項を決定する。 

⑥  災害、事故その他の緊急時に備え、対応組織や情報
連絡体制等について規程等を定めるとともに、継続的
な教育と定期的な訓練を実施する。 

⑦  研究活動について、内部牽制機能による研究費の適
正経理、研究不正の防止及び知的財産の保護を確保す
るため、規程等を定めるとともに、必要な措置を講じ
る。 

⑧  理事会は、毎年、業務執行に関するリスクを特定
し、見直すとともに、リスク管理体制についても見直
しを行う。 

 
 

Ⅳ 学校法人の業務の適正を確保するための体制(内部統制システム)の 
整備及び運用状況の概要 
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３．コンプライアンスに関する管理体制 
①  理事及び職員が法令並びに寄附行為及び本法人の

規程を遵守し、確固たる倫理観をもって事業活動
等を行う組織風土を高めるために、「学校法人麻
布獣医学園コンプライアンス規程(以下「コンプラ
イアンス規程」という。)」を定 める。 

②  本法人のすべての役職員のコンプライアンス意識
の醸成と定着を推進するため、不正防止等に関わ
る役職員への教育及び啓発活動を継続して実施、
周知徹底を図る。 

③  本法人の内外から匿名相談できる通報窓口を常設
して、不正の未然防止を図るとともに、速やかな
調査と是正を行う体制を推進する。通報窓口又は
監事に対しコンプライアンスに関する相談又は違
反に係る通報をしたことを理由に、不利益な取扱
いは行わない。 

④  内部監査部門は、職員等の職務執行状況につい
て、コンプライアンスの観点から監査し、その結
果を理事会に報告する。理事等は、当該監査結果
を踏まえ、所要の改善を図る。 

⑤  法令・寄附行為違反等の行為が発見された場合に
は、「コンプライアンス規程」に従って、理事会
において迅速に状況を把握するとともに、外部専
門家と協力しながら適正に対応する。 

 
 

４．監査環境の整備（監事の監査業務の適正性を確保する
ための体制） 

①  監事は、「学校法人麻布獣医学園監事監査規程」に基
づき、公平不偏の立場で監事監査を行う。 

②  監事は、理事会、評議員会等の重要会議への出席並び
に重要書類の閲覧、審査及び質問等を通して、理事等
の職務執行についての適法性、妥当性に関する監査を
行う。 

③  監事は、理事会が決定する内部統制システムの整備に
ついて、その決議及び決定内容の適正性について監査
を行う。 

④  監事は、重要な書類及び情報について、その整備・保
存・管理及び開示の状況など、情報保存管理体制及び
情報開示体制の監査を行う。 

⑤  監事の職務を補助するものとして、監事の求めに応
じ、独立性を有する補助職員を配置する。 

⑥  補助職員は、監事の指揮命令下で業務を行い、監事以
外からの指揮命令を受けないものとし、当該補助職員
の異動、人事評価及び懲戒等については、監事の意見
を尊重する。 

⑦  補助職員は、監事に同行して、理事会、評議員会等の
重要な会議及び理事長との定期的な会合に陪席する。 

⑧  理事又は職員等は、本法人に著しい損害を与えるおそ
れのある事実又は法令、寄附行為その他の規程等に反
する行為等を発見したときは、直ちに理事長、業務執
行理事並びに監事に報告する。 

⑨  理事及び職員等は、職務執行状況等について、監事が
報告を求めた場合には、速やかにこれに応じる。 

⑩  理事長は、定期的に監事と会合を持つなどにより、事
業の遂行と活動の健全な発展に向けて意見交換を図
り、相互認識を深める。 

⑪  監事がその職務の執行について生ずる費用の前払い若
しくは支出した費用の償還又は負担した債務の弁済を
請求した場合には、速やかに相当額を支払う。 

 
５．本方針の改廃 

本方針に見直しの必要性が生じた場合は、理事会の決
議により改正するものとする。 

 
 

当年度においても、「内部統制システム整備の基本方針」に基づき内部統制システムの適切な

運用、確認及び改善に向け、PDCA サイクルを意識した取組を推進し、大学運営の透明性及び適

正性の確保に努めました。あわせて、実際の業務運営に齟齬がないかについては、監査室による

内部監査の定期的な実施、各部門における業務運営の計画、実施、確認等を随時行い、課題とな

る点については実務に即した改善を行いました。 

■４つの体制に関する取組事項 

【１．経営に関する管理体制】 

・理事会運営の透明性の確保及び評議員会との協働体制の確立 

「学校法人麻布獣医学園寄附行為」、「学校法人麻布獣医学園理事会運営規則 」及び「学

校法人麻布獣医学園評議員会会議規則」において、理事会及び評議員会のそれぞれの役割、

権限及び体制を明確に定めた上で、適切な理事会及び評議員会の運営に努めました。 

また、「学校法人麻布獣医学園理事の職務権限規程」に基づき、業務執行理事の担当業務

を明確化し、事業運営の適切かつ迅速な推進に努めました。 

さらに、「学校法人麻布獣医学園情報公開及び開示規程」に基づき、理事会及び評議員会

の議事録を教職員、監事、評議員等の関係者に公開し、理事会及び評議員会の運営の透明性
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確保に努めました。 

【２．リスク管理に関する体制】 

・自然災害・事故・事件発生時の対応事項の確認 

自然災害・事故・事件等の事象による各種リスク及び危機の未然防止並びに発生時におけ

る被害の最小化を目的として、実務を担当する各部門と連携の上、事象に応じた危機管理マ

ニュアルについて自主的な点検及び見直しを進めるとともに、事業継続計画（Business 

Continuity Plan）の策定等を進めました。 

【３．コンプライアンスに関する管理体制】 

・コンプライアンス研修の充実化 

役職員のコンプライアンス意識の醸成と定着を推進するため、令和 7(2025)年 9 月 25 日～

10 月 31 日の期間において、「私学のスクールコンプライアンスの留意点」を題材とした SD 

研修会を実施し、200 人の役職員が参加しました。 

【４．監査環境の整備（監事の監査業務の適正性を確保するための体制）】 

・監査環境の整備 

「学校法人麻布獣医学園監事監査規程」を整備することにより監査の基準等を明確化し、

これに基づき監査計画を策定の上、専任の監査室職員の配置により監事の職務を補助するな

ど適切に監事監査を実施できる体制を整えました。また、監事には理事会、評議員会に加え、

教育研究会議等の重要な会議への出席の案内、各会議の議題及び資料の共有を行うとともに、

理事長及び会計監査人との定期的な打合せの設定など、監事が十分な情報を得た上で監査を

行うことができるよう支援体制を整え、学内における意思決定過程の適法性等を検証できる

監査環境の整備に努めました。 

内部統制システムの運用状況の確認については、本学園が準拠する｢日本私立大学協会 私立大

学ガバナンス・コード〈第 2.0 版〉｣（以下「私立大学ガバナンス・コード｣という。）に、内部

統制システムに関係する項目が含まれていることから、私立大学ガバナンス・コードの遵守状況

の点検を、内部統制システムの整備及び運用状況を確認する重要なプロセスの一つとして位置付

けています。令和7(2025)年度第3回臨時理事会（令和7(2025)年 9月 9日開催）において、私立

大学ガバナンス・コードに定める４つの基本原則、９つの原則及び 24 の実施項目について点検

を実施しました。 

当該点検では、内部統制システムに関係する事項を含め、各原則について、その実効性を支え

る規程整備、組織体制及び業務運用等が適切に機能しているかを確認しました。この点検を通じ

て、経営管理、リスク管理、コンプライアンス及び監査環境の各体制の現状を可視化するととも

に、その結果を踏まえ、危機管理マニュアルや事業継続計画(Business Continuity Plan）を含む

危機管理体制について、改訂や策定に向けた検討を進めています。また、点検結果については、

理事会において報告内容を承認し、大学ホームページにて公表、日本私立大学協会への報告を行

いました。 

以上の取組により、「内部統制システム整備の基本方針」に基づく運用状況の確認を実施し、

大学運営の透明性及び適正性の確保を図りました。今後も、私立大学ガバナンス・コードを活用

しながら、内部統制システムの運用状況の定期的な確認を継続するとともに、監事との緊密な連

携の下で、適切な体制の維持及び一層の充実に取り組んでまいります。 
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事業報告書の附属明細書 

 
  

 令和７年度においては、私立学校法施行規則第 29 条第 3 項に規定する附属明細書に

記載すべき「事業報告書の内容を補足する重要な事項」に該当する事項はありません。 


